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利用フェーズに入ったSPring-8
この4月1日よりJASRI放射光研究所は新しい組織

に衣替えして、利用段階に入ったSPring-8を支えて

いくことになった。新たに発足した平成13、14年度

諮問委員会も、23名の委員のうち9名が新しく選任

され、また、委員長に太田俊明東京大学教授が選出

されて、利用フェーズに入ったSPring-8利用に関す

る重要事項を審議することになった。その下部委員

会である利用研究課題選定委員会も改選を迎えたの

で、産業利用分科会を新しく発足させると共に、各

分科会の委員数を増やして、増大する研究課題数に

対応できるようにした。

利用段階に入ったSPring-8の課題をあげると、ユ

ーザー時間の大幅な増加、共同利用方式の多様化、

創造的研究の推進及び光源・ビームラインの性能向

上／高度化などである。これら課題への対応策につ

いてはこの欄でも度々報告しており、既に実行に移

されているものもあるが、ここでその概要をまとめ

ておく。

ユーザー時間の大幅増は2001A期から実施してお

り、2001Bと合わせると、2001年にはユーザー時間

が4300時間を超す見通しである。しかし最終目標

（～5000時間）を達成するには、加速器運転要員／

ビームライン担当者などの増員が必要で、今後の課

題である。

共同利用方式の多様化も始まっていて、既に構造

生物学分野でサイクル毎に分科会留保枠ビームタイ

ムを置き、その直前までに申請のあった実験課題を

審査する仕組みを採用している。また、医学利用ビ

ームラインでは、一定のビームタイムを「プロジェ

クト」枠として確保し独自に利用計画をたてている

が、産業利用ビームラインについても同様の方式を

検討している。さらに長期にわたる研究を実施する

「特定利用制度」も実施されている。

去る4月16日に開催された新諮問委員会では、分

科会留保枠の運用や、特定グループが一定の時間枠

を得て実施する「プロジェクト研究」なども考慮し

た共同利用方式の多様化が審議され、利用研究課題

選定委員会で各研究分野の特長を整理し具体策を検

討することになった。なお、JASRI放射光研究所の

組織替えによって、今後は各グループが複数のビー

ムラインをまとめて担当することになったので、利

用研究課題選定委員会にもグループとして対応し、

技術情報などを積極的に提供して共同利用の効率化

に寄与することになった。

創造的研究の推進に関しては、今後、利用研究課

題選定委員会が独創的・開拓的研究の選定に留意し

た審査を行うことになった。失敗をいとわない試行

的な研究課題の採択が必要になる場合も多く、また、

施設者が協力してR&Dビームラインや施設者留保

枠を利用する場合もあろう。このような観点を考慮

に入れて研究課題の採択を行うことが諮問委員会で

認められた。

第3者評価とピアレビュー
SPring-8は共同利用開始から3年を過ぎたので、

今年度に文部科学省科学技術・学術審議会による中

間評価が実施されることになった。具体的な方針は、

同審議会の下部委員会で審議の上決定される。

一方、Vol.6, No.1で述べたように、JASRIは来年

度から共同利用ビームラインの新設に加えて、既存

ビームラインの増強・高度化を計画している。来年

度予算に要求する案については既にビームライン検

討委員会で審議を終えているが、これに関連して文

科省、原研、理研は、「ビームライン新設計画や増

強計画には、その事前評価に加えて既存施設の評価

を行うことが必要である」としているので、諮問委

員会は専門委員会を設置して、共用ビームラインと

専用施設を対象にしたピアレビューを行うことにした。

具体的実施方法は科学技術・学術審議会による第

3者評価と重複を避けるため、その方針決定を受け

て決める予定である。場合によっては第3者評価の

科学的技術的資料になる評価になることも考えられ

るので、この実施にあたっては正確な資料の作成が

不可欠である。ユーザーのご協力をお願いしたい。

軟Ｘ線領域FEL研究計画
本誌Vol.5, No.4の本欄に理研に於けるFEL計画を
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紹介した。その後理研では、「高度干渉性放射光利

用技術開発第Ⅱ期計画」として軟Ｘ線領域FEL開発

計画を予算要求し、平成13年度から5年間にわたる

計画が認められた。

高度干渉性放射光利用技術開発計画は、SPring-8

で空間干渉性の高いＸ線を発生させ、それを用いて

新しい研究領域を開拓する研究計画である。理研播

磨研究所の北村研究室と石川研究室の計画として始

まった第Ⅰ期計画は、SPring-8に27メートル長のア

ンジュレータを設置することを目指した計画で、平

成12年度に世界最高輝度Ｘ線を発生させて成功裏に

終了した。近く利用実験を開始する予定であるが、

この計画にはJASRIビームライン部門及び利用研究

促進部門の研究者も参加しており、利用が始まれば

共同利用にも供されることになっている。

第Ⅱ期計画は、軟Ｘ線領域とくに「水の窓」領域

の軟Ｘ線FELを開発し利用する研究計画である。

SPring-8キャンパスでコヒーレントＸ線を発生さ

せ、それを利用して新しい研究領域を開拓すること

を目標にしているので、第Ⅰ期計画と同様に

SPring-8全体の計画として進めるのが望ましい。加

速器系に関しては既に理研とJASRI加速器部門との

間で技術的検討が始まっている。今後光源系や光学

系の開発や利用研究計画の検討では、さらに幅広い

研究者の協力を求めることになろう。なお、実用光

源として利用する場合には加速器に対する要求が格

段に厳しくなるので、現在予定されている予算総額

でどこまで実施できるか、技術的検討を急がなけれ

ばならない。また、この計画の達成には他の研究機

関の共同研究が必要である。既に新しい高ピーク電

流・短パルス電子銃や高電界線型加速器の開発で

は、高エネルギー加速器研究機構との共同研究が検

討されている。

原研関西研究所との協力は本計画の推進に重要な

意義を持っている。 原研・関西研のFEL研究グル

ープは、長年にわたってエネルギー回収型超伝導リ

ニアック駆動の赤外FELを開発しており、既に世界

最高出力の発振に成功している。また、プラズマレ

ーザーによる「水の窓」域Ｘ線レーザーの開発も進

めているので、FEL開発及び高度干渉性Ｘ線の利用

技術開発を含めた関西研とSPring-8の研究協力は、

我が国のFEL／Ｘ線レーザーの実用化に向けての重

要な第1歩になるであろう。

これまで世界のＸ線FEL計画は、高エネルギー加

速器計画の一部として進められてきた。また、これ

まで我が国のFEL研究は光源開発に重点を置いてい

て、その利用に関する研究開発はほとんど進められ

ていない。これに対して本計画は、利用という観点

から最適化したＸ線領域FELの開発を目指している

点で、ユニークで新しい計画である。原研、理研、

JASRI 3者の密接な協力によるFEL研究は、干渉性

Ｘ線研究の新しい時代を開くことができよう。

なお、「水の窓」領域のコヒーレントＸ線は、生

命科学やナノテクノロジーの研究開発で新しい研究

手法を提供することが期待されている。

播磨フォーラムとGordon Research Conferences
播磨フォーラムは兵庫県とSPring-8が共同主催す

る、少人数による討論を主体にした国際会議である。

組織委員会で開催テーマとオーガナイザを決め、そ

の後の運営は全てオーガナイザに任せる。オーガナ

イザはそのテーマで最先端の研究を行っている研究

者を選んで招待し、参加者全員が三日間SPring-8の

研究交流施設に泊まり込んで討論を主体にしたシン

ポジウムを開く。

播磨フォーラムはこれまで4回開催されたが、参

加者が最新の研究成果を発表して討論する会として

高い評価を得ている。本年度は第5回と第6回が開催

されるが、第5回はオーガナイザに姫路工業大学松

井純爾教授がなり、「放射光利用Ｘ線イメージング

技術の動向‐現状と将来‐」のテーマで7月に開催

する。第６回は大阪大学蛋白質研究所の月原冨武教

授がオーガナイザになって、「生体超分子の自律的

構造構築」のテーマで10月末に開催することになっ

ている。

本年1月中旬に理研からの紹介でG o r d o n

Research Conferences（GRC）のProgram Manager

であるMs. Celli Miceli が SPring-8を来訪し、同コ

ンファレンスを年2回ぐらいSPring-8で開催できな

いかとの相談を行った。検討の結果、7月初旬から8

月中旬までの間はSPring-8の運転を止めるので研究

交流施設や宿舎や放射光普及棟会議室の使用が可能

である、その他の環境は同コンファレンスの主旨に

良く合っている、原則としてSPring-8側に負担はか

けないなどの点をGRCとSPring-8側が確認して、

Ms. Miceli は帰国した。最近、GRCから理研に来年

夏にコンファレンスを一つ開催したい旨の連絡があ

った。SPring-8側としては、原研、理研、JASRIの

3者協議で承認を得た後で、JASRIが受け入れ窓口

になって準備することになる。JASRIとしては来年

のコンファレンスが最初のケースであり、できるだ

け協力して会議を成功させたいと思っている。
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第6回共同利用（2000B）は、平成12年10月から

平成13年1月にかけて実施された。この期間に実施

された利用研究課題は382件であり、その課題名、

実施責任者などを報告する。

2000B共同利用では、課題募集時に582件の応募

があり、そのうち380課題が採択された。これには

成果専有課題６件が含まれている。また、今期から

3年以内の長期にわたってSPring-8を計画的に利用

する特定利用課題３件が始まった。さらに、前期に

引き続き、BL41XU（構造生物学Ⅰ）を利用する生

命科学分野の利用において、蛋白質結晶のチェック

等に対応できる留保シフトを公募し12件が採択された。

今期に採択された課題は次の通りである。

採択件数　 応募件数

一般公募 380 582

緊急課題 1 1

成果専有時期指定 2 2

BL41XU留保 12 20

採択された課題のうち、382件が実施された。次

表にその課題の一覧を示すが、特定利用課題の1課

題が2本のビームラインを利用したことから表では2

課題として上げている。
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利用業務部

2000B0004-NX  -p 酸化物のＸＡＦＳ 住田　弘祐 マツダ㈱ 日本 BL01B1 4
2000B0005-CD  -np 微小角入射Ｘ線回折によるシリコン絶縁膜評価技術の開発 工藤　喜弘 ソニー㈱ 日本 BL09XU 9
2000B0006-NL  -np Sizing of the human dihydrolipoyl acetyltransferase and its complexes Roche Tomas Kansas State University USA BL45XU 2
2000B0008-NL  -np 基質非存在下でのジオールデヒドラターゼのX線結晶構造解析に 虎谷　哲夫 岡山大学 日本 BL40B2 3

よるビタミンB12活性化機構の解明
2000B0011-NX  -np EXAFS分光法を用いた水溶性高分子溶液中でのロジウムコロイ 原田　雅史 奈良女子大学 日本 BL01B1 3

ドとパラジウムコロイドの形成過程の研究
2000B0013-CL  -np 疾患組織の赤外分光顕微鏡への摘要技術の開発と観測（2） 三好　憲雄 福井医科大学 日本 BL43IR 6
2000B0014-NL  -np 腸内連鎖球菌ナトリウム輸送性ATPaseの構造解析 山登　一郎 東京理科大学 日本 BL41XU 3
2000B0015-CX  -np 蛍光分光サイト選択XAFSによる銅およびコバルト触媒表面反応サイトの研究 泉　康雄 東京工業大学 日本 BL10XU 9
2000B0017-NX  -np 担持レニウム薄層触媒のRe-K edge EXAFSによる構造解析 岩澤　康裕 東京大学 日本 BL01B1 3
2000B0019-LD  -np 核共鳴非弾性散乱による元素およびサイトを特定した局所振動 瀬戸　誠 京都大学 日本 BL09XU 30

状態密度の研究およびその測定法の開発
2000B0020-LD  -np 超臨界金属流体の静的・動的構造の解明（BL04B1） 田村　剛三郎 広島大学 日本 BL04B1 24
2000B0021-NX  -np XAFSによるInGaN薄膜中のInの局所構造解析 工藤　喜弘 ソニー㈱ 日本 BL01B1 6
2000B0023-ND  -np PZT系のモルフォトロピック相境界の新現象 藤下　豪司 金沢大学 日本 BL02B2 3
2000B0029-LM  -np 硬X線マイクロビームを用いる顕微分光法の開発 早川　慎二郎 広島大学 日本 BL39XU 27
2000B0030-NL  -np 細菌の輸送蛋白質の構造解析 中江　太治 東海大学 日本 BL40B2 3
2000B0031-NL  -np 紫膜を用いたバクテリオロドプシンの高分解能X線回折測定 岡　俊彦 理化学研究所 日本 BL40B2 2
2000B0033-NL  -np ラット右心室乳頭筋のX線回折実験 菅　弘之 国立循環器病センター研究所 日本 BL45XU 6
2000B0034-CD  -np 圧力ジャンプにより誘起されたブロックコポリマーの秩序無秩序転移 竹中　幹人 京都大学 日本 BL40XU 12

相転移におけるブロックコポリマー鎖のダイナミックスに関する研究
2000B0035-ND  -np 圧力ジャンプにより誘起された高分子混合系の濃度揺らぎのダ 竹中　幹人 京都大学 日本 BL40XU 12

イナミックスに関する研究
2000B0036-NL  -np コラーゲンモデルペプチド(Xaa-Yaa-Gly)n の単結晶構造解析 奥山　健二 東京農工大学 日本 BL40B2 2
2000B0038-NS  -np 磁気秩序のない状態における微小なＭＣＤ測定による、強弱電 宮原　恒曰

立 東京都立大学 日本 BL25SU 6
子相関と磁性との関連の研究

利　用　研　究　課　題　名　一　覧　（第6回共同利用期間：H12.10～H13.1）

課 題 番 号 利　　用　　研　　究　　課　　題　　名 実験責任者 所　　属 国名 ビームライン　 シフト数



2000B0041-ND  -np Refined structural analysis of lipid monolayers on a silicon wafer as a function of Bolze Joerg POSTECH Korea BL14B1 9
the humidity: an X-ray reflectivity and grazing incidence X-ray diffraction study

2000B0042-CL  -np 全反射現象を利用した新規X線1分子計測 佐々木　裕次 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL40XU 3
2000B0043-CL  -np 膜蛋白質の１分子ダイナミクス計測 佐々木　裕次 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL44B2 12
2000B0044-NL  -np Ｘ線1分子計測法のための微結晶評価 佐々木　裕次 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL28B2 6
2000B0045-NMD -np Energy Resolved Nuclear Resonance Scattering using an Coussement Romain IKS Belgium BL09XU 9

LLL-type X-ray Interferometer
2000B0046-CL  -np 酵素発生光化学系II膜蛋白質複合体の結晶構造解析 沈　建仁 理化学研究所 日本 BL41XU 3
2000B0047-NS  -np 顕微赤外分光法による微小部分析 永井　直人 ㈱東レリサーチセンター 日本 BL43IR 6
2000B0048-NM  -np 高フラックスビームラインを用いたダイナミックスペックルの観察 八木　直人 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL40XU 12
2000B0049-NL  -np 筋の短縮に伴う筋フィラメントの構造変化 八木　直人 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL40XU 12
2000B0050-CS  -np 3d Edge Resonance Photoelectron Spectroscopy Study of Cerium Compouds Oh Se-Jung Seoul National University Korea BL25SU 12
2000B0051-NS  -np 有機伝導体BEDT-TTF錯体の金属-絶縁体-超伝導転移の電子状態の研究 木村　真一 神戸大学 日本 BL43IR 4
2000B0052-NMS -np 赤外物性ビームライン磁気光学ステーションの立ち上げと評価 木村　真一 神戸大学 日本 BL43IR 18
2000B0053-CD  -np Ti系及びYb系化合物の金属・非金属転移と電荷・格子異常 伊賀　文俊 広島大学 日本 BL02B2 6
2000B0054-ND  -np マンガン酸化物の相分離と巨大磁気抵抗効果の研究 守友　浩 名古屋大学 日本 BL02B2 12
2000B0057-ND  -np X線散乱法による極薄絶縁膜の構造解析 佐竹　秀喜 ㈱東芝 日本 BL46XU 12
2000B0064-CX  -np Li2O-GeO2系のガラスの高圧下でのEXAFS測定 大高　理 大阪大学 日本 BL14B1 6
2000B0065-CD  -np マキシマムエントロピー法によるシリコンクラスレート化合物の電子密度解析 米村　光治 住友金属工業㈱ 日本 BL02B2 3
2000B0066-CS  -np DACを用いた高温高圧下での赤外吸収スペクトル測定技術の開発 篠田　圭司 大阪市立大学 日本 BL43IR 12
2000B0067-NM  -np SOIウエハ評価のためのX線トポグラフィ技術の開発 志村　考功 大阪大学 日本 BL20B2 6
2000B0068-ND  -np X線回折法によるSiナノ構造の内部応力の測定 志村　考功 大阪大学 日本 BL09XU 12
2000B0071-ND  -np 高エネルギーX線回折を用いた高温環境下での溶接材料のその場観察 梅咲　則正 通産省工業技術院 日本 BL04B2 12

大阪工業技術研究所
2000B0075-NL  -np 超高分解能CTを用いたAcute Respiratory Distress Syndrome 上甲　剛 大阪大学 日本 BL20B2 3

(ARDS)の早期像の解析
2000B0076-ND  -np Seed technology for next generation synthetic quarts for 5” Suzuki Carlos StateUniversity Brazil BL28B2 12

diameter saw devices. of Campinas
2000B0078-CD  -np 水の原子および電子構造 小原　真司 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL04B2 9
2000B0080-CX  -np アルカリハライド薄膜単結晶の格子構造の偏光依存性 村田　隆紀 京都教育大学 日本 BL10XU 6
2000B0083-NL  -np 牛肝臓20Sプロテアソームの2Å分解能構造解析 森本　幸生 姫路工業大学 日本 BL41XU 2
2000B0085-ND  -np 高温高圧下における非晶質および液体GeO2のＸ線その場観察 服部　高典 慶應義塾大学 日本 BL14B1 9
2000B0086-ND  -np 液体アンチモン化ガリウムの構造の圧力変化 辻　和彦 慶應義塾大学 日本 BL11XU 9
2000B0087-CD  -np 液体ゲルマニウムおよび液体シリコンの超高圧力下の構造 辻　和彦 慶應義塾大学 日本 BL04B1 9
2000B0088-NL  -np 多波長異常分散法による亜鉛含有ホルムアルデヒド脱水素酵素の結晶構造解析 田中　信忠 昭和大学 日本 BL41XU 3
2000B0089-NS  -np 光イオン化におけるAu LX線の非等方性の観測 山岡　人志 理化学研究所 日本 BL46XU 21
2000B0090-NS  -np 中空ホルミニウム原子の生成とハイパーサテライト線の観測 山岡　人志 理化学研究所 日本 BL08W 21
2000B0092-NL  -np 複数の造影剤による臓器二重支配血管構造の解析 辻　千鶴子 東海大学 日本 BL20B2 6
2000B0093-ND  -np 40 GPa, 2000K領域におけるＸ線回折その場観察技術の確立 入舩　徹男 愛媛大学 日本 BL04B1 9
2000B0095-ND  -np BeOの圧力誘起構造相転移 森　嘉久 岡山理科大学 日本 BL10XU 3
2000B0097-NL  -np 30Kにおける蛋白質結晶放射線損傷の評価 中迫　雅由 東京大学 日本 BL41XU 12
2000B0098-CMS -np 放射光と電子分光法を併用した表面振動分光技術の開発に関する研究 桜井　誠 神戸大学 日本 BL43IR 12
2000B0099-ND  -np コンプトン散乱による金属水素化合物PdHの電子状態の研究 山口　益弘 横浜国立大学 日本 BL08W 21
2000B0100-CD  -np CCDカメラを用いた高圧高温下でのオリビンの流動則の決定 安東　淳一 広島大学 日本 BL04B1 9
2000B0101-NX  -np 19素子SSDを用いたUHQ-ITO薄膜の全反射XAFS測定 梅咲　則正 通産省工業技術院 日本 BL01B1 6

大阪工業技術研究所
2000B0103-CL  -np SRマイクロビームを用いた細胞中金属イオン分布に関する研究 井手　亜里 京都大学 日本 BL39XU 9
2000B0105-NL  -np Z-DNA結合モチーフを持つDsrDタンパク質の超高分解能Ｘ線結晶解析 樋口　芳樹 京都大学 日本 BL41XU 3
2000B0108-ND  -np 50万気圧以上のスティショバイト(SiO2)とペロブスカイト(MgSiO3) 山中　高光 大阪大学 日本 BL02B1 18

の結晶構造の圧力変化
2000B0109-NM  -np Ｘ線マイクロビーム光学系用斜入射型光学系の開発 竹内　晃久 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL47XU 3
2000B0110-ND  -np 粉末Ｘ線回折によるDyB2C2の四重極秩序の研究 稲見　俊哉 日本原子力研究所 日本 BL02B2 6
2000B0115-CL  -np 微小血管血流動態計測装置の開発 梅谷　啓二 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL20B2 18
2000B0116-NM  -np 高速マイクロイメージング装置の開発 梅谷　啓二 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL28B2 9
2000B0118-NX  -np NOx吸蔵還元型触媒におけるバリウム化合物のXAFSによる解析 長井　康貴 ㈱豊田中央研究所 日本 BL01B1 3
2000B0119-NX  -np XAFSによるCeO2-ZrO2固溶体の酸素貯蔵・放出挙動の解析 長井　康貴 ㈱豊田中央研究所 日本 BL01B1 3
2000B0121-ND  -np 大型デバイシェラーカメラによる温度変化実験の自動化 坂田　誠 名古屋大学 日本 BL02B2 9
2000B0122-ND  -np 孤立5員環則を破る金属内包フラーレンのMEM/Rietveld法による構造決定 高田　昌樹 名古屋大学 日本 BL02B2 9
2000B0123-CD  -np 高圧下における層状ペロブスカイト型マンガン酸化物の電子密度分布 高田　昌樹 名古屋大学 日本 BL10XU 9
2000B0124-ND  -np 粉末Ｘ線回折によるT12Ru2O7の金属絶縁体転移の研究 稲見　俊哉 日本原子力研究所 日本 BL02B2 3
2000B0125-NM  -p シンクロトロン放射光による微量元素分析 鈴木　真一 警察庁科学警察研究所 日本 BL08W 6
2000B0126-NL  -np 単一筋繊維内に浸透させた平滑筋ミオシン頭部断片構造変化のＸ線回折 岩本　裕之 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL45XU 6
2000B0127-NL  -np ステップ長さ変化時の筋蛋白構造変化の高速時分割測定 岩本　裕之 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL40XU 12
2000B0128-NL  -np 単一筋原繊維からのＸ線回折 岩本　裕之 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL45XU 3
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2000B0129-COM -np 酸化物薄膜の作製とエッチング 清水　勝 姫路工業大学 日本 BL27SU 9
2000B0130-NX  -np (Ba, Sr)TiO3薄膜コンデンサーの局所構造解析 安川　勝正 京セラ㈱ 日本 BL01B1 6
2000B0131-CX  -np セレン自由クラスターのＸ線吸収微細構造 八尾　誠 京都大学 日本 BL10XU 15
2000B0132-NS  -np アミノ酸蒸着膜の酸素内殻吸収スペクトルとXNCD測定の試み 中川　和道 神戸大学 日本 BL23SU 18
2000B0133-CS  -np 高圧条件下の赤外顕微鏡分光実験装置の組み立てと性能評価 難波　孝夫 神戸大学 日本 BL43IR 6
2000B0135-NS  -np 低温下の高圧赤外顕微鏡分光実験装置の調整とCulr2Se4の電子 難波　孝夫 神戸大学 日本 BL43IR 6

相転移の観測への利用
2000B0136-CL  -np 放射光マイクロビームを用いた神経変性疾患における細胞死と 吉田　宗平 和歌山県立医科大学 日本 BL39XU 6

微量金属の関係の解明
2000B0137-NX  -np 酸化セリウムに担持されたパラジウム-金超微粒子の構造に関するXAFS研究 松村　安行 (財)地球環境産業技術研究機構 日本 BL01B1 3
2000B0138-NX  -np ラーベス相GdMn2化合物の磁気転移点付近での構造変化 牧原　義一 九州共立大学 日本 BL01B1 3
2000B0139-ND  -np Study of Density Fluctuations in Vad Vitreous Silica preform  Shinohara Armando Federal University Brazil BL40B2 12

for Optical Fiber by SAXS and Anomalous SAXS
2000B0146-CD  -np Study of vibrational dynamics of transition metal-metalloid Gupta Ajay Inter University Consortium India BL09XU 6

metallic glasses for DAE Facilities
2000B0150-NL  -np 伸展した骨格筋スキンドファイバーに硬直条件でカルシウムイ 竹森　重 東京慈恵会医科大学 日本 BL45XU 6

オンが起こす構造変化
2000B0152-NX  -np XAFSによるInxGa1-xN薄膜中のIn原子の局所構造 宮永　崇史 弘前大学 日本 BL01B1 6
2000B0153-NOL -np 三次元海綿骨微細構造と石灰化の定量による骨代謝状況の評価 伊東　昌子 長崎大学 日本 BL20B2 4
2000B0155-NM  -np 同時反射型Ｘ線干渉計の空間分解能に関する研究 米山　明男 ㈱日立製作所 日本 BL47XU 6
2000B0157-NL  -np 発色団熱的異性化の遅いPYP変異蛋白質のＸ線小角散乱測定 佐々木　純 大阪大学 日本 BL40B2 2
2000B0158-NL  -np センソリ－ロドプシン－トランスデューサー複合体のＸ線小角散乱測定 佐々木　純 大阪大学 日本 BL40B2 2
2000B0161-NL  -np グリセルアルデヒド-3-リン酸デヒドロゲナーゼの高分解能構造解析 多田　俊治 大阪府立大学 日本 BL40B2 2
2000B0163-NL  -np Crystal structure Analysis of molecular chaperones Kim Kyeong Kyu Sungkyunkwan University Korea BL40B2 3
2000B0164-NM  -np 放射光Ｘ線の2光子相関現象の観測とその応用 三井　隆也 日本原子力研究所 日本 BL11XU 3
2000B0165-NM  -np Ta電子線描画で作成したゾーンプレートを用いたＸ線マイクロ 鈴木　芳生 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL20B2 9

ビームと結像型顕微法の研究
2000B0166-NM  -np 多層膜フレネルゾーンプレートを用いたマイクロビームと走査 鈴木　芳生 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL47XU 14

型顕微鏡顕微法の研究
2000B0167-NS  -np (La,Sr)3Mn2O7のMn eg電子の軌道状態の磁気円二色性による研究 水牧　仁一朗 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL25SU 6
2000B0168-NM  -np 硬Ｘ線マイクロビームの生成II：積層型ゾーンプレートの性能 上條　長生 関西医科大学 日本 BL47XU 6

改善の研究及び集光テスト
2000B0172-ND  -np Melting of iron in Fe-Mg2SiO4 system at high pressures Andrault Denis Institut  de Physique du Globe France BL04B1 9
2000B0173-NM  -np アナライザ結晶を用いた高感度屈折コントラストイメージング法の開発 津坂　佳幸 姫路工業大学 日本 BL20B2 6
2000B0174-CS  -np BL43IR表面科学実験ステーションIRAS装置の立ち上げ 森脇　太郎 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL43IR 15
2000B0176-ND  -np 高エネルギーＸ線回折を用いた高温融体の構造解析 梶並　昭彦 神戸大学 日本 BL04B2 9
2000B0177-CD  -np 固体酸素高圧相の低温Ｘ線回折 赤浜　裕一 姫路工業大学 日本 BL10XU 9
2000B0178-CD  -np 金属チタンの圧力誘起HCP-BCC構造相転移の研究 赤浜　裕一 姫路工業大学 日本 BL04B2 6
2000B0179-NS  -np 黒リンの圧力誘起バンドオーバラップ金属化の赤外分光研究 赤浜　裕一 姫路工業大学 日本 BL43IR 6
2000B0181-CX  -np Capacitance-XAFS法の開発 石井　真史 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL10XU 12
2000B0182-NX  -np アモルファスGd67Ni33の個別元素磁性と磁気体積効果の関係 中井　生央 鳥取大学 日本 BL39XU 9
2000B0183-NX  -np アモルファスGd65Co35のGd周りの局所構造 中井　生央 鳥取大学 日本 BL01B1 3
2000B0185-NL  -np 好熱菌F1ATPaseのα3β3γε複合体のＸ線結晶構造解析 白木原　康雄 国立遺伝学研究所 日本 BL40B2 6
2000B0186-NL  -np camphor代謝系酵素群オペロンを制御するリプレッサーCamR 白木原　康雄 国立遺伝学研究所 日本 BL40B2 3

蛋白質のＸ線結晶構造解析
2000B0187-NL  -np 海藻レクチンの結晶構造解析 片柳　克夫 広島大学 日本 BL40B2 3
2000B0188-NS  -np Electron correlation effects on L X-rays following photoionizaiton. Zou Yaming Shanghai Jiaotong University China BL47XU 6
2000B0189-CS  -np Ｋ殻二重光電離過程の入射光エネルギー依存性 大浦　正樹 理化学研究所 日本 BL47XU 6
2000B0190-NS  -np コスター・クロニッヒ遷移における衝突後相互作用(PCI)効果の研究 大浦　正樹 理化学研究所 日本 BL01B1 3
2000B0192-ND  -np 酸素濃度の異なるPBSCCO系超伝導体結晶における格子パラ 綱川　資成 桐蔭横浜大学 日本 BL02B2 3

メータとクラスターサイズの温度依存性について
2000B0193-CD  -np 固体水素の粉末Ｘ線回折 川村　春樹 姫路工業大学 日本 BL10XU 9
2000B0194-ND  -np 二硫化炭素の圧力誘起構造相転移の研究 川村　春樹 姫路工業大学 日本 BL04B2 9
2000B0195-NOS -np 江戸遺跡出土遺物の高エネルギー放射光蛍光Ｘ線分析 佐藤　泰 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL08W 6
2000B0196-NOS -np FT-IRによる判読困難な墨書土器のイメージング 佐藤　泰 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL43IR 9
2000B0197-NOS -np 陶磁器資料の蛍光Ｘ線分析 村上　隆 奈良国立文化財研究所 日本 BL08W 9
2000B0198-CL  -np 高度好熱菌グルタミルtRNA合成酵素とtRNAGluの複合体のＸ線結晶構造解析 関根　俊一 理化学研究所 日本 BL41XU 3
2000B0201-NM  -np 白色Ｘ線フラッシュトポグラフィのための高速度シャッタのシ 梶原　堅太郎 九州工業大学 日本 BL28B2 6

ステム構築と性能評価
2000B0202-NOM -np 変成岩中のスパイラル状ガーネットの3次元構造のXTMによる研究 土`山　明 大阪大学 日本 BL20B2 6
2000B0203-NOM -np フットボール形コンドリュールの3次元構造と星雲ガス中でのコ 土`山　明 大阪大学 日本 BL20B2 3

ンドリュールの運動
2000B0205-CD  -np La2-2xSr1+2xMn2O7における磁気コンプトンプロファイルの異方性測定 小泉　昭久 姫路工業大学　 日本 BL08W 30
2000B0208-NL  -np イタイイタイ病の腎病変におけるカドミウムの局所分析 高川　清 富山医科薬科大学 日本 BL39XU 4
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2000B0210-ND  -np 高圧下におけるCeX(X=Sb,Bi)のｆ電子の局在一非局在転移 城谷　一民 室蘭工業大学 日本 BL04B2 6
2000B0211-CL  -np Bacillus circulans 由来キチナーゼA1活性ドメインの高分解能Ｘ線結晶構造解析 野中　孝昌 長岡技術科学大学 日本 BL40B2 3
2000B0213-NS  -np 分子性解離イオン種検出によるない殻励起メタンの振電相互作用 平谷　篤也 広島大学 日本 BL27SU 12

と解離過程の研究
2000B0215-CD  -np 多素子SSDを用いた蛍光Ｘ線ホログラフィーの研究 林　好一 京都大学 日本 BL10XU 12
2000B0216-ND  -np 蛍光Ｘ線ホログラフィーの偏光効果 林　好一 京都大学 日本 BL39XU 9
2000B0220-ND  -np 高圧Ｘ線ラジオグラフィ法によるNaAlSi3O8メルトのAl-Ga相互拡散係数測定 神崎　正美 岡山大学 日本 BL04B1 6
2000B0222-NL  -np 不全心筋における微小血管構築の解析及び血管新生療法に関する研究 北畠　顕 北海道大学 日本 BL20B2 6
2000B0223-ND  -np 高圧下における玄武岩質マグマの粘性 鈴木　昭夫 東北大学 日本 BL04B1 6
2000B0224-CD  -np 高エネルギーＸ線回折を用いた高濃度脂肪酸アルカリ塩水溶液構造の研究 出来　成人 神戸大学 日本 BL04B2 9
2000B0225-NS  -np 赤外分光によるモリブデン酸化物Mo4O11及びTeMo5O16の格子 根岸　寛 広島大学 日本 BL43IR 6

振動に関する研究
2000B0226-NS  -np 窒素酸化物および弗化物の内殻励起による対称性の破れ 岡田　和正 広島大学 日本 BL27SU 15
2000B0227-NL  -np 多糖・核酸複合体からのＸ線結晶解析および溶液中での複合体 櫻井　和朗 科学技術振興事業団 日本 BL40B2 3

形成過程に関する研究
2000B0228-NOL -np 有機低分子ゲル化剤のゾル・ゲル転移のおける、分子集合体構 櫻井　和朗 科学技術振興事業団 日本 BL45XU 6

造の形成過程の動力学的研究
2000B0229-CD  -np ペロフスカイト型マンガン酸化物におけるＸ線散漫散乱 下村　晋 慶應義塾大学 日本 BL02B1 15
2000B0230-ND  -np Ｘ線CTR散乱によるSi熱酸化および酸窒化薄膜/Si界面の構造解析 古宮　聰 ㈱富士通研究所 日本 BL09XU 12
2000B0233-NX  -np 特異な性質をもつ金属内包フラーレン固体のXANESとXAFS 久保園　芳博 岡山大学 日本 BL01B1 6
2000B0236-CL  -np 脂肪酸β酸化酵素複合体の結晶構造解析 森川　耿右 ㈱生物分子工学研究所 日本 BL41XU 3
2000B0238-NX  -np XAFSによるゼオライト細孔内Agl分子の構造解析 岡本　康昭 島根大学 日本 BL01B1 3
2000B0239-NX  -np 強磁性準結晶合金の磁気円二色性および磁気EXAFS測定 七尾　進 東京大学　 日本 BL39XU 6
2000B0241-NS  -np 軟Ｘ線磁気円二色性によるNi50Gd50およびNi2Gd単結晶のNiの 矢野　一雄 日本大学 日本 BL25SU 6

磁気モーメントの検討
2000B0242-ND  -np Fcc鉄（又はfcp鉄）の超薄膜のフォノン状態密度の研究 角田　頼彦 早稲田大学 日本 BL11XU 6
2000B0243-NL  -np 高度好熱菌 (Thermus Thermophilus HB8）由来クエン酸シン 神山　勉 名古屋大学 日本 BL41XU 1

ターゼ基質複合体の結晶構造解析
2000B0244-CL  -np バクテリオロドプシンの反応中間体の低温Ｘ線結晶構造解析 神山　勉 名古屋大学 日本 BL41XU 2
2000B0245-ND  -np 広領域Ｘ線トポグラフィによる300mm径シリコンの結晶性評価 川戸　清爾 理学電機㈱ 日本 BL20B2 6
2000B0246-NX  -np ゼオライトに担持した金属Pdの酸点による粒径制御 丹羽　幹 鳥取大学 日本 BL01B1 3
2000B0247-CX  -np 異元素の添加によるPd/ゼオライト触媒のNO-CH4-O2反応に対 丹羽　幹 鳥取大学 日本 BL01B1 3

する活性劣化の抑制
2000B0248-ND  -np 時間分割及び空間分割Ｘ線小角散乱による高分子ブレンドの結晶化過程の研究 雨宮　慶幸 東京大学 日本 BL40XU 12
2000B0249-NX  -np 単結晶シリコン中ひ素クラスターのXAFSによる構造解析 竹村　モモ子 ㈱東芝 日本 BL10XU 3
2000B0251-NL  -np 結晶構造解析による大腸菌由来のニトロ還元酵素NfsBの基質認識機構解明 田之倉　優 東京大学 日本 BL41XU 3
2000B0254-NL  -np 新規耐熱性β-ガラクトシダーゼのＸ線結晶構造解析 伏信　進矢 東京大学 日本 BL40B2 3
2000B0259-NX  -np 三座配位子-ランタノイド溶液内錯体の構造研究 成田　弘一 日本原子力研究所 日本 BL01B1 3
2000B0260-CS  -np 赤外物性ビームラインBL43IRにおけるピコ秒パルスレーザー・ 岡村　英一 神戸大学 日本 BL43IR 7

放射光同期実験のための整備
2000B0261-NS  -np 半導体量子井戸のレーザー励起時間分解赤外分光 岡村　英一 神戸大学 日本 BL43IR 8
2000B0263-CL  -np 膜蛋白質超薄三次元結晶のＸ線構造解析 豊島　近 東京大学 日本 BL41XU 3
2000B0264-NL  -np 膜蛋白質超薄三次元結晶のXAFS測定を利用した重原子多重同型置換構造解析 豊島　近 東京大学 日本 BL40B2 6
2000B0265-ND  -np YbInAu2化合物の圧縮率測定 栗栖　牧生 北陸先端科学技術大学院大学 日本 BL04B2 3
2000B0266-NX  -np 高圧力下におけるYbInAu2化合物の価数揺動状態 栗栖　牧生 北陸先端科学技術大学院大学 日本 BL10XU 6
2000B0267-NX  -np CeInAu2, PrInAu2化合物の価数揺動状態と構造変態 栗栖　牧生 北陸先端科学技術大学院大学 日本 BL01B1 9
2000B0268-ND  -np (Mg, Fe)2SiO4のα-γ相転移カイネティクス 久保　友明 東北大学 日本 BL04B1 6
2000B0271-NSM -np Ｘ線吸収-熱分光法の開発-高輝度光での検出基盤の確立- 升島　努 広島大学 日本 BL39XU 6
2000B0272-COM -np 軟Ｘ線照射によるフルオロカーボンの構造変化の解析と高速デポジション 金島　岳 大阪大学 日本 BL27SU 9
2000B0273-NOM -np 放射光を利用したULSI新規ゲート用ZrO2,PZT薄膜の作製 奥山　雅則 大阪大学 日本 BL27SU 6
2000B0274-ND  -p セラミックス粉末の結晶構造解析 広瀬　美治 ㈱豊田中央研究所 日本 BL02B2 1
2000B0275-ND  -np 高分子および生体膜の非平衡状態の微細スリット系による測定 浅野　勉 静岡大学 日本 BL40XU 6
2000B0276-NX  -np マンガン団塊・チャートなどの海洋堆積物中のCeおよびLaの局 高橋　嘉夫 広島大学 日本 BL01B1 3

所構造～海水からの希土類元素の除去機構の解明～
2000B0277-NM  -np 平面波放射光トポグラフ像の遠方場観察 飯田　敏 富山大学 日本 BL20B2 6
2000B0280-NSD -np Fe-57核共鳴散乱を用いたFe基アモルファスの内部磁場の研究 小林　康浩 京都大学 日本 BL11XU 9
2000B0281-NS  -np 配向したNO分子から放出される光電子の角分布測定による分子 齋藤　則生 通産省工業技術院 日本 BL27SU 15

内における電子散乱の研究 電子技術総合研究所
2000B0286-NL  -p 医薬品設計のための蛋白質解析用高分解能データ収集 高木　完造 (財)宇宙環境利用推進センター 日本 BL40B2 4
2000B0287-ND  -np シクロヘキサンジカルボン酸銅に物理吸着した一重項基底状態の 小林　達生 大阪大学 日本 BL02B2 6

酸素分子の直接観察
2000B0288-NL  -np グリセロール-3-リン酸アシルトランスフェラーゼ(GPAT)の結晶構造解析 黒木　良太 キリンビール㈱ 日本 BL40B2 3
2000B0289-NL  -np 酸性・高温下で生息する始原菌(Sulfolobus solfataricus KM1)由来 黒木　良太 キリンビール㈱ 日本 BL41XU 3

のα-アミラーゼの結晶構造解析
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2000B0290-CL  -np FAP-1第2PDZドメインの結晶構造解析 黒木　良太 キリンビール㈱ 日本 BL40B2 3
2000B0291-ND  -np MEMによるアルカリ金属を吸蔵したゼオライトの精密構造物性の研究 西堀　英治 名古屋大学 日本 BL02B2 8
2000B0292-ND  -np 湿式法によるAgVO3の多相生成：d-AgV03の極微小結晶構造解析 橘高　茂治 岡山理科大学 日本 BL02B1 3
2000B0294-ND  -np 巨大磁化を持つ鉄窒化物の結晶構造解析 大庭　卓也 島根大学 日本 BL02B2 6
2000B0301-ND  -np 表面Ｘ線散乱と蛍光Ｘ線の組み合わせ測定によるNi/C多層膜界 桜井　健次 科学技術庁金属 日本 BL39XU 8

面のモルフォロジー解析 材料技術研究所
2000B0302-NS  -np 高フラックスアンジュレーター放射光とヨハンソン型Ｘ線分光 桜井　健次 科学技術庁金属 日本 BL40XU 21

器を用いた全反射蛍光Ｘ線法による超微量物質の検出 材料技術研究所
2000B0303-ND  -np 精密構造解析に基づく電子構造の計算による近似結晶と準結晶 竹内　恒博 名古屋大学 日本 BL02B2 3

の局所構造の電子輸送現象に与える影響に関する研究
2000B0304-NS  -np バルク敏感光電子分光および軟Ｘ線吸収による層状ペロフスカ 竹内　恒博 名古屋大学 日本 BL25SU 12

イト酸化物(La,Nd,Sr)3Mn2O7の電子構造の測定
2000B0306-CM  -np 高集光光学系の評価と電子材料の加工 石黒　英治 琉球大学 日本 BL27SU 15
2000B0307-CM  -np 軟Ｘ線回折格子型分光器の性能向上のための調整 石黒　英治 琉球大学 日本 BL27SU 12
2000B0308-ND  -np 金属単結晶上の酸化物単結晶薄膜の背面ラウエパターンの観測の試み 高橋　敏男 東京大学 日本 BL28B2 12
2000B0309-NX  -np XAFSによる都市ごみ焼却飛灰中の銅、鉛、アンチモン、亜鉛、 高岡　昌輝 京都大学 日本 BL01B1 3

クロムの存在状態の同定
2000B0310-NL  -np 単色Ｘ線CTを用いた前立腺癌骨転移における海綿骨微細構造の解析 曽根　照喜 川崎医科大学 日本 BL20B2 6
2000B0311-CL  -np 単色Ｘ線を用いた腫瘍微細血管構築に関する基礎的研究 今井　茂樹 川崎医科大学 日本 BL20B2 9
2000B0314-ND  -np 白色トポグラフィによる炭化珪素結晶の結晶欠陥評価 山口　博隆 通産省工業技術院 日本 BL28B2 9

電子技術総合研究所
2000B0315-CD  -np 辺共有CuO2一次元鎖をもつCa2+xY2-xCu5O10の電荷秩序の研究 山口　博隆 通産省工業技術院 日本 BL02B1 12

電子技術総合研究所
2000B0316-ND  -np 蛇紋石の分解反応の温度圧力曲線の決定-二重深発地震面の解明- 廣瀬　敬 東京工業大学 日本 BL04B1 6
2000B0321-ND  -np La2-x-yBaySrxCuO4(x+y=1/8)における電荷ストライプ秩序の観測 木村　宏之 東北大学 日本 BL02B1 18
2000B0326-NL  -np 単色Ｘ線マイクロCTによるラットの骨内部微細構造の描出 板井　悠二 筑波大学 日本 BL20B2 6
2000B0328-NL  -np Structural studies on breast cancer susceptibility protein Cho Yunje Pohang University of Korea BL41XU 3

Science & Technology
2000B0329-CD  -np Pt(111)およびAu(111)電極表面における銅電折の表面Ｘ線構造解析 伊藤　正時 慶應義塾大学 日本 BL09XU 18
2000B0331-NL  -np ヒトの切除標本やラットにおける肝細胞癌腫瘍欠陥の微細構造 中村　仁信 大阪大学 日本 BL20B2 3

の描出および３次元構築の解明
2000B0333-ND  -np MEMを用いた、Al系正20面体相近似結晶の結合形態の研究 木村　薫 東京大学 日本 BL02B2 6
2000B0334-CD  -np コンプトン散乱光子と反跳電子同時測定法によるシリコン結晶 河田　洋 高エネルギー加速器研究機構 日本 BL08W 24

の高分解能運動量密度分布測定
2000B0335-NS  -np Resonant photoemission of strogly correlated transition metal and rare Allen James University of Michigan USA BL25SU 12

earth alloy systems at the transition metal 2p and rare earth 3d edges
2000B0336-NMS -np バルク敏感・角度分解・高分解能高電子分光：装置の高度化と利用実験 菅　滋正 大阪大学 日本 BL25SU 12
2000B0337-NS  -np 近藤半導体YbB12およびYb1-xLuxB12の高分解能バルク光電子分光 菅　滋正 大阪大学 日本 BL25SU 12
2000B0338-NS  -np 5元系マンガナイトNd1-x-ySrxCeyMnO3(x=0.55)の高分解能バルク光電子分光 菅　滋正 大阪大学 日本 BL25SU 6
2000B0340-NX  -np Ｋ殻XAFSによる無機酸化物結晶内の金属カチオン間相互作用の研究 金田　清臣 大阪大学 日本 BL01B1 3
2000B0341-NL  -np 4鉄フェレドキシンの超高分解能Ｘ線結晶解析 福山　恵一 大阪大学 日本 BL41XU 3
2000B0344-NL  -np グルタチオンＳ転移酵素としてのヒト由来PGDSとCDNBの複合 甲斐　泰 大阪大学 日本 BL40B2 3

体のＸ線構造解析
2000B0345-NL  -np ホウレンソウ由来RuBisCOの活性調整メカニズムの構造解析的研究 甲斐　泰 大阪大学 日本 BL40B2 3
2000B0348-NL  -np クラミドモナス由来リブロース1,5-ビスリン酸カルボキシラーゼ 甲斐　泰 大阪大学 日本 BL41XU 3

/オキシゲナーゼの構造解析
2000B0349-ND  -np トロイライト(FeS)の高温高圧相平衡 浦川　啓 岡山大学 日本 BL04B1 6
2000B0350-NM  -np 高エネルギーＸ線による迅速な回折測定法の開発 鈴谷　賢太郎 日本原子力研究所 日本 BL04B2 15
2000B0351-NS  -np Ce4f電子状態の近藤状態から価数揺動状態への変遷過程におけ 今田　真 大阪大学 日本 BL25SU 12

る不純物アンダーソン模型の破綻機構の解明
2000B0353-NL  -np べん毛の繊維回折データ収集とフラジェリンの溶液散乱 難波　啓一 科学技術振興事業団 日本 BL40B2 5
2000B0354-NL  -np 細菌べん毛HAP2複合体のＸ線結晶構造解析 今田　勝巳 科学技術振興事業団 日本 BL40B2 3

創造科学推進事業
2000B0355-NL  -np 細菌べん毛蛋白質Hook32kフラグメント(H32)のＸ線結晶構造解析 今田　勝巳 科学技術振興事業団 日本 BL41XU 1

創造科学推進事業
2000B0356-NL  -np 低分子量Ｇ蛋白質Rhoによる標的蛋白質Rhoキナーゼの認識機構の解明 箱嶋　敏雄 奈良先端科学技術大学院大学 日本 BL41XU 1
2000B0357-NL  -np GTP-シクロハイドロレース-I(GTP-CH-I)の活性型および不活性 箱嶋　敏雄 奈良先端科学技術大学院大学 日本 BL41XU 2

型酵素複合体のＸ線結晶構造解析
2000B0359-ND  -np アルカリ土類・希土類-C84化合物の構造 岩佐　義宏 北陸先端科学技術大学院大学 日本 BL02B2 6
2000B0360-ND  -np 希土類ドープフラーレンSm3C70化合物におけるフラーレンダイマーの高圧効果 岩佐　義宏 北陸先端科学技術大学院大学 日本 BL10XU 6
2000B0364-ND  -np Lock-in Phase Transition on Two-Dimensionally Modulated Baugautdin Baugautdinov 姫路工業大学 日本 BL02B1 9

Akermanite, Ca2MgSiO7

2000B0368-NM  -np 高エネルギー放射光ラングトポグラフィの開発 木村　滋 日本電気㈱ 日本 BL28B2 9
2000B0369-ND  -np CnF2n+2インターカレーションに伴うポリアセチレンの構造変化に関する研究 松下　明行 金属材料技術研究所 日本 BL02B2 3
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2000B0370-CL  -np アメリカマムシ毒由来抗血小板凝集因子（ディスインテグリン）の構造解析 水野　洋 農業生物資源研究所 日本 BL41XU 3
2000B0371-NL  -np 枯草菌hutオペロンの転写を制御するRNA結合タンパク質HutPの構造解析 藤本　瑞 農業生物資源研究所 日本 BL40B2 3
2000B0373-CL  -np 単量体型イソクエン酸脱水素酵素のＸ線結晶構造解析 田中　勲 北海道大学 日本 BL40B2 4
2000B0375-NL  -np 多波長異常分散法によるマクロフォミン酸合成酵素の結晶構造解析 渡邉　信久 北海道大学 日本 BL41XU 1
2000B0376-NL  -np MAD法を用いた23S rRNA結合蛋白質L13の結晶構造解析 姚　閔 北海道大学 日本 BL41XU 2
2000B0377-ND  -np ペロブスカイト型結晶の電子密度分布の可視化 黒岩　芳弘 岡山大学 日本 BL02B2 9
2000B0379-NL  -np 超好熱菌(Pyrococcus furiosus)トリプトファン合成酵素alpha, 油谷　克英 大阪大学 日本 BL40B2 3

beta2及びalpha2beta2複合体のＸ線結晶構造解析
2000B0380-NL  -np 変異型ヒトリゾチームの低温Ｘ線解析による分子表面の水和構造の観察 油谷　克英 大阪大学 日本 BL40B2 3
2000B0381-ND  -np Snl4の圧力誘起アモルファス相の構造解析 浜谷　望 お茶の水女子大学 日本 BL04B2 6
2000B0383-ND  -np SnI4の高温高圧Ｘ線回折実験 浜谷　望 お茶の水女子大学 日本 BL10XU 6
2000B0384-ND  -np 高圧力下におけるPt(bqd)2の構造異常の研究 浜谷　望 お茶の水女子大学 日本 BL10XU 6
2000B0385-NX  -np 高温でのXMCD測定による臨界現象の研究 圓山　裕 岡山大学 日本 BL39XU 15
2000B0386-NX  -np 超伝導体の完全反磁性に因る円二色性の観測 圓山　裕 岡山大学 日本 BL39XU 15
2000B0388-ND  -np 酸化物熱電材料の結晶構造解析 島川　祐一 日本電気㈱ 日本 BL02B2 3
2000B0389-NL  -np 内在性生体膜タンパク質OmpFの構造形成中間体の特性評価 渡邊　康 農業生物資源研究所 日本 BL40B2 6
2000B0390-NX  -np ヨウ素-シクロデキストリン錯体の溶存構造のXAFS解析 阪根　英人 山梨大学 日本 BL01B1 6
2000B0391-ND  -np 磁場下で育成したタンパク質結晶の白色Ｘ線トポグラフィー観察 佐崎　元 東北大学 日本 BL28B2 18
2000B0392-CD  -np 焼結ダイアモンドアンビルによる鉄ベータ相の探査３ 伊藤　英司 岡山大学 日本 BL04B1 6
2000B0393-ND  -np Mg2SiO4-Fe2SiO4系におけるカンラン石-変形スピネル転移の相 桂　智男 岡山大学 日本 BL04B1 12

平衡関係の決定その２
2000B0394-CD  -np Ｘ線多波回折を用いた位相問題の研究 雨宮　慶幸 東京大学 日本 BL09XU 15
2000B0395-CS  -np Cdハライド結晶中のCNイオン伸縮振動スペクトル測定による 中川　英之 福井大学 日本 BL43IR 8

BL43IR吸収反射ステーションの評価
2000B0396-CS  -np 赤外物性ビームラインBL43IR吸収反射分光ステーションの立ち上げと整備 福井　一俊 分子科学研究所 日本 BL43IR 10
2000B0397-NL  -np 低温トラップによる銅含有アミン酸化酵素のトパキノン生成第二 山口　宏 関西学院大学 日本 BL41XU 3

段階の時間分割解析
2000B0398-ND  -np その場（実時間）Ｘ-線回折/散乱測定による延伸中でのゴムおよ 村上　昌三 京都大学 日本 BL40XU 6

びPEN/PETブレンドの構造形成
2000B0399-ND  -np D相準結晶Al-Cu-Coのランダムフェイゾン歪みの研究 松尾　欣枝 奈良女子大学 日本 BL02B1 9
2000B0400-NM  -np サブミクロン光源の生成とインライン型Ｘ線ホログラフィーへの応用 青木　貞雄 筑波大学 日本 BL47XU 9
2000B0403-ND  -np アルカリ-C60化合物におけるアルカリイオンの配置秩序の研究 真庭　豊 東京都立大学 日本 BL02B2 6
2000B0404-ND  -np 二段階落球法を用いたFe-C系融体の高温粘性その場測定 加藤　工 筑波大学 日本 BL04B1 6
2000B0405-NOM -np Al合金におけるポロシティ生成の動的観察 大中　逸雄 大阪大学 日本 BL20B2 6
2000B0408-NX  -np アモルファスGd-Fe合金のGd周りの局所構造 矢野　一雄 日本大学 日本 BL01B1 6
2000B0409-NL  -np 古細菌型クラスIリシルtRNA合成酵素(LysRS)の結晶構造解析 濡木　理 東京大学 日本 BL41XU 1
2000B0413-NL  -np ヒト由来DNA相同組み替え蛋白質Rad52のX線結晶構造解析 濡木　理 東京大学 日本 BL41XU 1
2000B0414-CL  -np 超好熱古細菌由来DNAプライマーゼのＸ線結晶構造解析 濡木　理 東京大学 日本 BL41XU 3
2000B0415-CL  -np 古細菌Pyrococcus horikoshi tRNAグアニン-トランスグリコシ 濡木　理 東京大学 日本 BL41XU 1

ラーゼのＸ線結晶構造解析
2000B0416-CL  -np ヒト由来AUHタンパク質とAU-rich element RNAとの複合体の 濡木　理 東京大学 日本 BL41XU 1

Ｘ線結晶構造解析
2000B0417-CL  -np ヒトリンパ球表面抗原CD38とガングリオシドの複合体のＸ線結晶構造解析 濡木　理 東京大学 日本 BL41XU 2
2000B0418-CL  -np ヒト由来CENP-Bタンパク質とCENP-B box DNAとの複合体のＸ線結晶構造解析 濡木　理 東京大学 日本 BL41XU 3
2000B0420-ND  -np 高分解能Ｘ線を用いた圧電材料の熱処理後における結晶構造解析 関　広美 京セラ㈱ 日本 BL02B2 3
2000B0422-ND  -np Sr2/3La1/3FeO3の高圧下Ｘ線回折 那須　三郎 大阪大学 日本 BL04B2 6
2000B0423-ND  -np エネルギー分解法によるDACを用いた超高圧下核共鳴散乱 那須　三郎 大阪大学 日本 BL09XU 9
2000B0424-NS  -np DO3型(Fe1-xVx)3Al擬２元合金のバルク敏感高分解能光電子分光 曽田　一雄 名古屋大学 日本 BL25SU 9

およびＸ線吸収分光
2000B0425-NL  -np 核蛋白質輸送の分子認識機構 酒井　宏明 大阪大学 日本 BL40B2 3
2000B0426-NL  -np チロシンキナーゼのＸ線構造解析 酒井　宏明 大阪大学 日本 BL41XU 3
2000B0427-NL  -np 中鎖アシル-CoA脱水素酵素の結晶構造解析 宮原　郁子 大阪市立大学 日本 BL40B2 2
2000B0428-NL  -np キノン型ビルトイン補酵素を有するアミン脱水素酵素のＸ線構造解析 広津　建 大阪市立大学 日本 BL41XU 3
2000B0429-CL  -np 超好熱性古細菌のThermosome複合体のＸ線結晶解析 三木　邦夫 京都大学 日本 BL41XU 3
2000B0435-NL  -np 高速溶液混合装置を使ったシトクロムcとリボヌクレアーゼAの 高橋　聡 京都大学 日本 BL45XU 3

折れ畳み初期中間体のＸ線小角散乱測定
2000B0437-CD  -np RE-TM Laves 相金属間化合物の磁気相転移における結合形態の研究 久保田　佳基 大阪女子大学 日本 BL02B2 6
2000B0438-NS  -np YbInCu_4の高分解能Yb 4f光電子スペクトルの温度変化 佐藤　仁 広島大学 日本 BL25SU 6
2000B0439-NS  -np NiAs型強磁性クロムカルコゲナイドの内殻吸収磁気円二色性 木村　昭夫 広島大学 日本 BL25SU 6
2000B0440-ND  -np (LaxRE1-x)4BaCu2O10の結晶構造の精密測定 生田　博志 名古屋大学 日本 BL02B2 6
2000B0442-ND  -np Ｘ線トポグラフを用いた金属蛋白質結晶の質の評価 安宅　光雄 生命工学工業技術研究所 日本 BL28B2 12
2000B0443-ND  -np 57Fe薄膜の核共鳴励起過程におけるコヒーレント放射と非コヒー 岡野　達雄 東京大学 日本 BL09XU 12

レント放射の寄与の定量測定
2000B0444-ND  -np 短波長のＸ線によるコバロキシム微小結晶の高分解能結晶構造解析 植草　秀裕 東京工業大学 日本 BL04B2 6
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2000B0447-ND  -np 深部マントルに存在する含水ケイ酸塩の安定領域の測定 大谷　栄治 東北大学 日本 BL04B1 9
2000B0449-NL  -np 光捕集クロロフィルa/b蛋白質複合体が形成する球殻構造体のＸ線結晶構造解析 神山　勉 名古屋大学 日本 BL40B2 3
2000B0450-NL  -np 光捕集クロロフィルa/b蛋白質複合体の結晶構造解析 神山　勉 名古屋大学 日本 BL41XU 2
2000B0451-ND  -np チタン酸ストロンチウムの構造相転移の低温ラウエトポグラフィー 尾崎　徹 広島工業大学 日本 BL28B2 18
2000B0452-ND  -np 高温における２価金属液体の構造とゆらぎ 武田　信一 九州大学 日本 BL04B1 9
2000B0455-ND  -np 表面Ｘ線散乱法による自己組織化単分子層構造のその場追跡 魚崎　浩平 北海道大学 日本 BL14B1 9
2000B0456-NM  -np MicroStrip Gas Chamberを用いた超迅速Ｘ線結晶構造解析のための基礎実験 越智　敦彦 東京工業大学 日本 BL46XU 9
2000B0457-ND  -np 純粋な蛍光Ｘ線ホログラフィの測定によるSi(001)上のGe量子ドット構造の研究 高橋　敏男 東京大学 日本 BL09XU 21
2000B0458-NSD -np 超高圧下弾性・非弾性核共鳴散乱によるカルコパイライトの研究 小林　寿夫 東北大学 日本 BL09XU 6
2000B0461-NX  -np 二次蛍光XAFS 田中　庸裕 京都大学 日本 BL01B1 3
2000B0462-COM -np XTMによる岩石中の液相および空隙の３次元構造の研究 中野　司 通産省工業技術院地質調査所 日本 BL20B2 6
2000B0463-NML -np 3×6アレイ状CCD型Ｘ線検出器による高速、高分解能回折データ収集 雨宮　慶幸 東京大学 日本 BL41XU 9
2000B0464-NOM -p Ｘ線蛍光体の評価・検討 鈴木　克彦 浜松ホトニクス㈱ 日本 BL20B2 2
2000B0465-CL  -np Crystal Structure Analysis of Biphenyl dioxygenase 千田　俊哉 長岡技術科学大学 日本 BL40B2 3
2000B0466-NL  -np 放線菌由来自己調節因子レセプター蛋白のＸ線結晶構造解析 千田　俊哉 長岡技術科学大学 日本 BL40B2 3
2000B0467-CX  -np XAFSによるPd,Rhイオン交換シリコアルミノホスフェート 西口　宏泰 大分大学 日本 BL01B1 3

(Pd-SAPO-5)の局所構造解析
2000B0469-CL  -np 両親媒子系複雑液体の膜構造ゆらぎ 武田　隆義 広島大学 日本 BL40B2 6
2000B0470-NM  -np 地球惑星物質の新しい2次元高エネルギー蛍光Ｘ線分析法の開発と応用 中井　泉 東京理科大学 日本 BL08W 9
2000B0471-NOD -np ガンドルフィカメラを利用した極微小試料のＸ線分析法の開発 中井　泉 東京理科大学 日本 BL39XU 9
2000B0473-ND  -np 遷移金属系SiおよびGeクラスレート物質のＸ線精密構造解析 谷垣　勝己 大阪市立大学 日本 BL02B2 6
2000B0475-NS  -np Si(111), W(110)上に吸着した有機分子Alq, Eu (TTA) 3(phen)の原 大門　寛 奈良先端科学技術大学院大学 日本 BL25SU 15

子配列立体写真とホログラフィー
2000B0476-NDS -np Gd/W(110)におけるスピン偏極光電子回折 大門　寛 奈良先端科学技術大学院大学 日本 BL25SU 9
2000B0478-CDS -np Cr/Fe/W(110)における反強磁性体スピン偏極円偏光光電子回折 大門　寛 奈良先端科学技術大学院大学 日本 BL25SU 9
2000B0481-CX  -np Mo K-edge並びにDy L-edgeの高分解能XAFS(XANES)測定 江村　修一 大阪大学 日本 BL01B1 15
2000B0482-CX  -np WLX線吸収分光とWLβ2,15サテライトに関する研究 伊藤　嘉昭 京都大学 日本 BL01B1 11
2000B0483-CX  -np レニウム錯体による光変調XAFS法の開発 江村　修一 大阪大学 日本 BL01B1 9
2000B0484-NS  -np 内殻励起N2O分子の解離ダイナミックス-２次元検出器を用いた 小谷野 猪之助 姫路工業大学 日本 BL27SU 24

フラグメントイオンの運動量測定による-
2000B0485-NS  -np Ｘ線発光分光によるフェリ磁性Fe酸化物の多電子励起状態の研究 河村　直己 理化学研究所 日本 BL39XU 15
2000B0487-ND  -np 高圧下におけるCePの相転移と4ｆ電子の軌道変化の視覚化 野田　幸男 東北大学 日本 BL02B1 18
2000B0488-ND  -np 低温高圧下でのγ-Fe2O3のＸ線回折実験 山田　高広 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL10XU 6
2000B0490-ND  -np 高圧下でのCaFeO3の核共鳴非弾性散乱実験 山田　高広 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL11XU 9
2000B0491-ND  -np 高エネルギーＸ線を用いたショットピーニング処理鉄鋼材料の応 柳瀬　悦也 (財)新産業創造研究機構 日本 BL02B1 12

力深さ方向分布評価
2000B0492-NX  -np ゴム金型用イオン注入硬質クロムめっき膜のXAFS分析 柳瀬　悦也 (財)新産業創造研究機構 日本 BL01B1 6
2000B0493-ND  -p 高エネルギーＸ線を利用した応力測定 柳瀬　悦也 (財)新産業創造研究機構 日本 BL02B1 3
2000B0494-NM  -np 一次元位置有感型ゲルマニウム検出器を導入した第二世代コンプ 鈴木　昌世 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL08W 9

トンスペクトロメーターの評価
2000B0495-NM  -np マイクロストリップガス検出器の筋肉研究への応用 豊川　秀訓 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL45XU 4
2000B0497-NL  -np トロポニン複合体のMADによる結晶構造解析 武田　壮一 理化学研究所 日本 BL40B2 3
2000B0498-NL  -np 変性剤により誘起されるプロスタグランジンD合成酵素(PGDS)の 井上　勝晶 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL40B2 3

構造変化に関する研究
2000B0499-NL  -np シャペロニンGroELの機能発現機構の解明 井上　勝晶 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL40B2 6
2000B0500-CD  -np MEM法による金属Csの圧力誘起s-d転移に関する電子分布状態の解析 大石　泰生 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL10XU 9
2000B0502-NX  -np XAFS法による希土類付活アルミノケイ酸塩の局所構造解析 泉　宏和 兵庫県立工業技術センター 日本 BL01B1 3
2000B0506-ND  -np 高エネルギーX線を用いたオケルマナイトの高精度単結晶構造解析 日下　勝弘 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL04B2 6
2000B0509-CD  -np 低バックグラウンド真空X線カメラの整備・高度化：極微小結晶・ 鳥海　幸四郎 姫路工業大学 日本 BL02B1 18

極低温・光照射下での結晶構造解析
2000B0512-ND  -np 部分酸化型一次元複核金属錯体の微少結晶構造解析 満身　稔 姫路工業大学 日本 BL02B1 9
2000B0513-CD  -np CePとCeSbの電子密度分布の圧力変化 石松　直樹 日本原子力研究所 日本 BL04B2 6
2000B0514-CX  -np 高圧下におけるFe4NのMCD測定 石松　直樹 日本原子力研究所 日本 BL39XU 9
2000B0515-NS  -np SiF4のSi:1s電子励起に起因するイオン化・解離過程の研究 為則　雄祐 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL27SU 12
2000B0516-NM  -np 高分解能検出器を用いたX線CT装置の開発 上杉　健太朗 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL47XU 9
2000B0519-CL  -np 高フラックス擬似単色X線を利用した蛋白質結晶の時間分解回折測定 足立　伸一 理化学研究所 日本 BL40XU 12
2000B0520-NS  -np 琉球石灰岩中ノジュールの微量元素分布と化学状態分析 芳賀　信彦 姫路工業大学 日本 BL39XU 9
2000B0526-NS  -np 全反射条件下での金属表面吸着系の超高エネルギー分解能光電子 高田　恭孝 理化学研究所 日本 BL27SU 9

分光のテスト実験
2000B0527-CL  -np F-actin及びNative Thin Filament配向ゾルのX線繊維回折 牧野　浩司 理化学研究所 日本 BL40B2 4
2000B0528-ND  -np レーザー熱ダイヤモンドアンビルセルシステムを用いた高温高圧 一色　麻衣子 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL10XU 12

条件下での圧力精密決定手法の確立
2000B0529-NL  -np 大腸菌MutT蛋白質の3次元構造 山縣　ゆり子 大阪大学 日本 BL40B2 3
2000B0536-ND  -np 単結晶を用いたLa@C82結晶の低温相の構造決定 綿貫　徹 日本原子力研究所 日本 BL02B1 3

PRESENT  STATUS  OF  SPring-8
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2000B0537-CM  -np 放物面X線屈折レンズによる無収差X線顕微鏡 香村　芳樹 理化学研究所 日本 BL20B2 9
2000B0538-NL  -np 屈折コントラスト・イメージング法による転移性骨腫瘍の測定 山崎　克人 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL20B2 3
2000B0540-NL  -np 屈折コントラスト・イメージング法による呼吸器の測定最適化の研究 山崎　克人 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL20B2 6
2000B0543-NM  -np BL02B1のモノクロメータのサジタルフォース化とその評価 池田　直 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL02B1 9
2000B0544-ND  -np 二次元三角格子複酸化物YFe2O4の電荷秩序転移 池田　直 (財)高輝度光科学研究センター 日本 BL02B2 6
2000B0545-CD  -np SrV6O11の低温相構造解析 喜多　英治 筑波大学 日本 BL02B2 3
2000B0546-NX  -np SiC/SiC系セラミック複合材料のXAFS分析 井頭　賢一郎 川崎重工業㈱ 日本 BL01B1 3
2000B0548-CD  -np 玄武岩メージャライト固溶体の高温高圧下での状態方程式の確立 高橋　栄一 東京工業大学 日本 BL04B1 6
2000B0551-ND  -np (Ru1-xLnx)Sr2GdCu2O8(Ln = Mn,Nb)酸化物超伝導体の精密構造解析 山田　裕 島根大学 日本 BL02B2 3
2000B0553-ND  -np 相変化型光記録材料Au-Ge-Sn-Te四元化合物の精密結晶構造解析 松永　利之 ㈱松下テクノリサーチ 日本 BL02B2 3

並びに結晶構造相変化に関する研究
2000B0555-ND  -np Temperature and field dependence of the spin density in the insulating Cooper Malcom University of Warwick U. K. BL08W 21

and metallic phases of the CMR material La1-xSrxMnO3(x= 0.15, 0.17)
2000B0556-ND  -np 超臨界水からの酸化亜鉛微粒子生成過程のin situ時間分解X線回折 山口　敏男 福岡大学 日本 BL04B1 9
2000B0557-NL  -np 2色X線CTの基礎研究 取越　正己 放射線医学総合研究所 日本 BL20B2 9
2000B0562-ND  -np スピン梯子化合物SrCu2O3、Sr2Cu3O5の高圧下構造解析 東　正樹 京都大学 日本 BL04B2 6
2000B0563-ND  -np 高圧相高温超伝導体、スピン梯子化合物の生成及び単結晶成長その場観測 東　正樹 京都大学 日本 BL14B1 6
2000B0564-NS  -np 超高分解能共鳴オ－ジェ電子分光による三原子分子内殻励起状態 上田　潔 東北大学 日本 BL27SU 18

の核の運動の探索
2000B0565-ND  -np マイクロビームを用いたX線散乱トポグラフィによるGaN on GaAsの観察 鈴木　芳文 九州工業大学 日本 BL28B2 12
2000B0567-ND  -np 平面波X線の屈折効果イメージングによる大型ゴム複合材料中の 近浦　吉則 九州工業大学 日本 BL20B2 3

構造分布の３次元観察
2000B0568-NM  -np 散乱トポグラフィに用いる高エネルギー白色マイクロビームの形 近浦　吉則 九州工業大学 日本 BL28B2 9

成と走査に関する開発研究
2000B0569-NM  -np 白色X線高温トポグラフ観察システムの完成とそれによる珪素鋼 近浦　吉則 九州工業大学 日本 BL28B2 6

(Fe-Si合金)、GaAs、ZnSeおよびZnTe結晶の構造緩和に関する研究
2000B0570-CDL -np ナイロン試料へのヨウ素ドーピングに伴う配向変化の観察 川口　昭夫 京都大学 日本 BL45XU 3
2000B0572-ND  -np 高エネルギーX線を用いた多核重金属化合物の高分解能高精度単 尾関　智二 東京工業大学 日本 BL04B2 12

結晶X線構造解析
2000B0573-ND  -np Low Temperature phase transition in Ca doped SrTiO3 Kennedy Brendan The University of Sydney Australia BL02B2 9
2000B0574-CS  -np 遅い時間領域における高分解赤外過渡吸収スペクトル測定技術の開発 近藤　泰洋 東北大学 日本 BL43IR 10
2000B0575-CS  -np BL43IRにおける顕微赤外分光計の空間分解能及びその波長依存性の測定 近藤　泰洋 東北大学 日本 BL43IR 7
2000B0576-CL  -np 放射光医学診断システム開発のための基礎的研究 宇山　親雄 広島国際大学 日本 BL20B2 6
2000B0578-NS  -np DyCo５単結晶の軟X線MCDによるCo,Dy磁気モーメントのSL分離評価 中村　哲也 理化学研究所 日本 BL25SU 6
2000B0579-CD  -np ラウエトポグラフ法による有機結晶の同定と構造決定 泉　邦英 京都大学 日本 BL28B2 18
2000B0580-NX  -np 焼却飛灰中の鉛の結合状態 名越　正泰 日本鋼管株式会社 日本 BL01B1 3
2000B0581-ND  -np Pressure calibration at high temperatures Fei Yingwei Carnegie Institution USA BL04B1 9

of Washington
2000B0583-LD  -np 超臨界金属流体の静的・動的構造の解明（BL04B2) 田村　剛三郎 広島大学 日本 BL04B2 30
2000B0584-UL  -p Protein BのＸ線結晶構造解析 木下　誉富 藤沢薬品工業㈱ 日本 BL40B2 1
2000B0585-UL  -p 創薬研究のための結晶構造解析 伊藤　晋 中外製薬㈱ 日本 BL40B2 1
2000B0586-UOM -np β壊変核種の半減期を変える試み 馬場　宏 大阪大学 日本 BL08W 12
2000B0587-UL  -np High resolution data collection for colicin E7, E2, Fis mutants and glucanase Yuan Shiao-Han Institute of Molecular Biology Taiwan, ROC BL41XU 6
2000B0590-UL  -np 大腸菌由来レダクトイメソラーゼの結晶構造解析 矢嶋　俊介 東京農業大学 日本 BL41XU 3
2000B0592-UL  -np 多波長異常分散法による細胞分裂阻害蛋白質MinDの結晶構造解析 姚　閔 北海道大学 日本 BL41XU 3
2000B0593-UL  -np フルクトース-1,6-ビスホスファターゼI（FBPase-1)のSe-Met誘導 多田　俊治 大阪府立大学 日本 BL41XU 2

体を用いたMAD法による構造解析
2000B0594-UL  -np カタラーゼペルオキシダーゼの高分解能構造解析 多田　俊治 大阪府立大学 日本 BL41XU 1
2000B0595-UL  -np 細菌べん毛蛋白質Hook32Kフラグメント（H32）のＸ線結晶構造解析 今田　勝巳 科学技術振興事業団 日本 BL41XU 3

創造科学推進事業
2000B0596-UL  -np 原核生物由来リボソーム蛋白質L5と5S rRNAとの複合体の高分解能構造解析 姚　閔 北海道大学 日本 BL41XU 3
2000B0597-UL  -np γ-グルタミルシステイン合成酵素の変異体結晶を用いたMAD測 日立

廾 隆雄 福井県立大学 日本 BL41XU 0.375
定のための予備解析

2000B0599-UL  -np 多波長異常分散法によるイソプロピルリンゴ酸イソメラーゼの結晶構造解析 姚　閔 北海道大学 日本 BL41XU 2.625
2000B0601-UL  -np 抗がん剤ブレオマイシン：DNA複合体の立体構造に基づくDNA切断機構の解明 松本　治 京都大学 日本 BL41XU 3
2000B0602-UL  -np 高度好熱菌RNAポリメラーゼのX線結晶解析 関根　俊一 理化学研究所 日本 BL41XU 3
2000B0606-UL  -np ヒト上皮成長因子（EGF）とEGFレセプターとの複合体のX線結晶構造解析 濡木　理 東京大学 日本 BL41XU 3
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(財)高輝度光科学研究センターでは、SPring-8の共

用ビームラインを利用して行う研究課題を募集して

います。以下の要領でご応募下さい。

1．利用期間等
平成13年9月6日～平成14年1月（190シフト程度）

の予定（但し、平成13年12月中旬～平成14年1月

中旬は冬期長期運転停止期間）

2．募集の締め切り
平成13年5月26日（土）消印有効

持参および時間指定宅配便は5月28日（月）午前10

時利用業務部必着分のみ受理

申請書の受理通知は6月4日（月）までに電子メー

ルで行います。

3．募集の対象となるビームライン
募集の対象となるビームラインを表1に示します。

このうち2001B から新たに募集を開始するビーム

ラインはBL20XU（医学・イメージングⅡ）およ

びBL35XU（高分解能非弾性散乱）で、これらは

立ち上げに資する課題を優先します。

4．提供するビームタイム
・共用ビームライン（表1参照）：190シフト程度

ただし、R&Dビームライン（BL38B1, BL46XU,

BL47XU）：60シフト程度

・原研ビームライン（BL11XU, BL14B1, BL23SU）

：40シフト程度

なお、原研が行っている研究については原研

に問い合わせてください。

・理研ビームライン（BL44B2, BL45XU）：40シ
フト程度

なお、理研が行っている研究については理研

に問い合わせてください。

BL29XU（理研　物理科学Ⅰ：長尺BL）は

募集を計画中です。利用については理研の担当

者と内容等を相談してください。

5．応募方法
［1］成果非専有課題

SPring-8利用研究課題申請書（成果非専有用）

を記入要領に従い作成し、正本1部、副本15部

を項目8の提出先までお送り下さい。副本の作

成は項目7に示す。

［2］成果専有課題

SPring-8利用研究課題申請書（成果専有用）を

記入要領に従い作成し正本1部、副本5部を項目

8の提出先までお送り下さい。副本の作成は項

目7に示す。

成果専有課題を申請される場合は、別途料金

支払い等に関する契約を結んでいただく必要が

ありますので、利用業務部にお問い合わせ下

さい。

6．申請書
成果非専有用、成果専有用の申請書の別があり、

各申請書は蛋白質結晶構造解析用申請書とそれ以外

（散乱・回折、XAFS、分光、実験技術、その他）

用があります。以下の、SPring-8のＷＷＷホームペ

ージにPDF形式ファイルと一部Wordで供給してい

ます。また、SPring-8利用者情報Vo.6. No3, 2001の

177ページからの申請書のコピーも利用いただけ

ます。

［利用研究課題募集案内のホームページアドレス］
http://www.spring8.or.jp/JAPANESE/user_info/（日本語）
http://www.spring8.or.jp/ENGLISH/user_info/（英語）

7．副本について
作成された申請書A4版の原本（正本）の1，2頁

を表面に、また3，4頁を裏面としてA4版1枚に左綴

じで読めるようにした縮小両面コピー。

PRESENT  STATUS  OF  SPring-8

2001B SPring-8共用ビームライン利用研究課題の募集について

放 射 光 利 用 研 究 促 進 機 構　

財団法人高輝度光科学研究センター
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（蛋白質結晶構造解析の課題で原本が5枚になった場

合は5頁目を同様に縮小コピーし副本の2枚目として

下さい。）

8．申請書提出・問い合わせ先
〒679-5198 兵庫県佐用郡三日月町光都1-1-1

(財)高輝度光科学研究センター　利用業務部

「共用ビームライン利用研究課題募集係」

平野有紀、坂尻佐和子、牧田知子

TEL：0791-58-0961／FAX：0791-58-0965

e-mail: sp8jasri@spring8.or.jp

成果専有課題を郵送される場合は封筒に「専有」

と朱書して下さい。

9．申請書作成上のお願い
［1］課題の種類（新規／継続）について

SPring-8の課題は6カ月の間に実行できる範囲

の具体的な内容で申請してください。SPring-8

の継続課題は、前回申請した課題が、なんらか

の理由により終了しなかった時に申請していた

だくものです。研究そのものが何年も続いてい

くことと、SPring-8の継続課題とは別に考えて

ください。前回採択された課題のビームタイム

を終了されて、研究が続く場合は新規課題の申

請を行ってください。

［2］実験責任者について

実験の実施全体に対してSPring-8の現場で責任

をもつ人が実験責任者となってください。

［3］フィリングについて

特殊なフィリングでの運転が不可欠な課題は、

最良のフィリングと最低限実験が実行できるフ

ィリングを定量的に詳細に（バンチ間隔の時間、

等間隔かハイブリッドでもよいか等）記入して

ください。ただし、ビーム不安定の起きるフィ

リングの運転はできませんので、あらかじめご

了承ください。

10．審査について
［1］成果非専有課題：科学技術的妥当性、研究手段

としてのSPring-8の必要性、実験の実施可能性、

実験の安全性について総合的かつ専門的に審査

を行う。

［2］成果専有課題：実験の実施可能性、実験の安全

性のみ審査する。

11．審査結果の通知
平成13年7月中旬の予定

なお、採択の通知を受けた申請者（実験責任者）

は2週間以内に利用研究課題実行者名簿をイン

ターネットで登録していただくことになりま

す。また、そのときに新規のユーザーはユーザ

ー登録が必要になります。

12．ビーム使用料
成果非専有課題（成果を公開された場合＊））：

無料

成果専有課題：通常利用：472,000円／1シフト

（8時間）

時期指定利用：708,000円（ビーム使用料+割増

料金）／1シフト（8時間）
＊）課題終了後60日以内に利用報告書を提出し

ていただくことで、成果が公開されたとみなし

ます。

13．次回（2002A）の応募締切
次回利用期間（平成14年2月～8月ただし7，8月

は夏期長期運転停止期間）分の募集は平成13年

10月に締め切る予定です。



171 SPring-8 Information／Vol.6 No.3  MAY  2001

PRESENT  STATUS  OF  SPring-8

表1．募集の対象となるビームライン

■共用ビームライン（R&Dビームライン［BL38B1,BL46XU,BL47XU］以外）：190シフト程度を利用でき
ます。なお、BL20XU、BL35XUは今回2001Bから募集を開始します。

 No. 　　ビ ー ム ラ イ ン 名 　　　　　　研　　　　　究　　　　　分　　　　　野  

検出器，回折計，試料周辺機器，光源（試料位置でのエネルギー範囲等）    

 1 BL01B1：XAFS Ｘ線吸収微細構造  

 Lytle-type検出器，単素子SSD，19素子SSD，イオンチャンバー 

 電気炉，マッフル炉，クライオスタット（10-300K） 

 偏向電磁石（3.8～117keV）    

 2 BL02B1：結晶構造解析 結晶構造解析，散漫散乱，粉末結晶回折  

 7軸回折計，ワイセンベルグカメラ，微小結晶用真空カメラ 

 クライオスタット（10-300K），電気炉（300-1,000K），ダイヤモンドアンビル高圧装置（温度可変10-300K） 

 偏向電磁石（5～90keV ）    

 3 BL02B2：粉末結晶構造解析 粉末結晶構造解析  

 イメージングプレート装着デバイ・シェラーカメラ 

 クライオスタット（10-300K），高温装置（300-1,000K） 

 偏向電磁石（5～38keV）    

 4 BL04B1：高温構造物性 高圧地球科学，高温物性研究  

 2段式高温高圧装置（油圧1500トン, 30GPa, 2000K），エネルギー分散型粉末X線回折計， 

 Ge半導体検出器，高温高圧ガス加圧型測定装置（ヘリウムガス加圧：2,000kg/cm2, 1,650K） 

 偏向電磁石（白色10～150keV）    

 5 BL04B2：高エネルギーＸ線回折
 高圧物性研究，高温高圧ガス小角散乱，融体・無定形物質散乱， 

   精密構造解析 

 高エネルギーイメージングプレート回折計，2軸回折計，ワイセンベルグカメラ，高圧ガス容器 

 偏向電磁石（モノクロメータ37.8, 61.7keV，集光光学系あり）    

 
6  BL08W：高エネルギー非弾性散乱

 磁気コンプトン散乱，高分解能コンプトン散乱，   

    高エネルギー蛍光Ｘ線分析 

 Ge半導体検出器（多素子，セグメント），分光結晶型検出器 

 超伝導磁石（±3T），クライオスタット（10-300K） 

 楕円偏光ウイグラー（100～120keV,　300keV）    

 7  BL09XU：核共鳴散乱 メスバウアー散乱，非弾性散乱，表面・界面構造解析  

 APD検出器，NaI検出器，PIN検出器 

 4軸回折計，2軸ゴニオメータ，高分解能ゴニオメータ 

 クライオスタット（3.8-500K），精密架台 

 真空封止アンジュレータ（9～80keV）    

 8 BL10XU：高圧構造物性 超高圧構造物性，高輝度XAFS  

 超高圧ダイヤモンドアンビル装置（300GPa），高圧用クライオスタット（10-300K）， 

 高温加熱システム（3,000K），イオンチャンバー，XAFS用クライオスタット（15-300K）， 

 Ge100素子検出器（開発中） 

 真空封止アンジュレータ（15～35keV；高圧ステーション，6～35keV；XAFSステーション） 

 9 BL20XU：医学・イメージングⅡ  イメージング技術 

 汎用精密回折計、イオンチャンバー、シンチレーションカウンタ、Ge－SSD、高分解能画像検出器。 

 真空封止アンジュレータ（8～37.7keV，周期長26ｍｍ，最大K値2.0，　標準二結晶モノクロメータ 

 Si111，液体窒素冷却）    
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10 BL20B2：医学・イメージングⅠ

 アンジオグラフィー，トモグラフィー，屈折イメージング， 

   トポグラフィー 

 中尺ビームライン（215m） 

 大ビームサイズ（最大値300mm（H）×15mm（V）at 200m ; 医学利用棟， 

　　　　　　　　　　　　　　60mm（H）×5mm（V） ; 実験ホールハッチ） 

 偏向電磁石（6～80keV）    

 11  BL25SU：軟Ｘ線固体分光 高分解能光電子分光，光電子回折・ホログラフィー，磁気円二色性 

 光電子分光装置，磁気円二色性測定装置，二次元球形エネルギー分析器 

 ヘリカルアンジュレータ（0.5～1.5keV，エネルギー分解能E/△E＞10,000）    

 
12  BL27SU：軟Ｘ線光化学

 高分解能分子分光，光イオン化機構，内殻励起機構，薄膜創製，機能材料 

   の微細加工，反応機構解析  

 軟X線光化学実験装置（リフレクトロン型TOF質量分析装置，気相用光電子分光装置） 

 軟Ｘ線CVD実験装置 

 8の字アンジュレータ（0.3（0.15）～2.7keV，エネルギー分解能E/△E＞10,000）    

 13  BL28B2：白色Ｘ線回折 白色Ｘ線トポグラフィー  

 各種検出器付き回折計，赤外加熱システム（1,800K） 

 偏向電磁石（白色　3keV～）    

 14 BL35XU：高分解能非弾性散乱 Ｘ線非弾性散乱（IXS），核共鳴散乱（NRS） 

 Various APDs for NRS, Cooled Si Diodes for IXS, Ionization Chambers, NaI(Tl)Scintillation detector, 

 X-ray CCD camera for alignment, 

 Eurlerien cradle（Huber512.1）for IXS, Closed cycle He cryostat (10-300K), LN2 cryostat (80-300K),     

 Furnace （300-1000K） 

 4-Circle diffractometer (Huber512) for NRS 

 Standard SPring-8 In Vacuum Undulator（6～75keV）    

 
15

  BL39XU：磁性材料 

 （名称が変更されました） 
磁気散乱，磁気円二色性，微小領域元素分析，極微量分析

  

 磁気散乱用回折計，クライオスタット（15-300K），電磁石（2T） 

 微小領域蛍光Ｘ線分析装置，斜入射蛍光Ｘ線分析装置 

 真空封止アンジュレータ（5～37keV ）    

 16 BL40XU：高フラックス 各種時分割実験，時分割小角散乱など  

 高フラックス（試料位置で0.2mm2
内に1015光子/秒），エネルギー分解能（約2%，結晶単色器なし， 

 収束鏡あり） 

 ヘリカルアンジュレータ（8～17keV）   

 17 BL40B2：構造生物学Ⅱ 生体高分子結晶構造解析，汎用小角散乱  

 生体高分子結晶構造解析装置（イメージングプレートおよびCCD検出器） 

 汎用小角散乱装置（イメージングプレートおよびCCD検出器） 

 多波長異常回折法用XAFSシステム, 構造解析用ワークステーション, 液体窒素冷却装置（85-375K） 

 偏向電磁石（7～18keV）    

 18 BL41XU：構造生物学Ⅰ 生体高分子結晶構造解析  

 生体高分子結晶構造解析装置（イメージングプレートおよびCCD検出器） 

 多波長異常回折法用XAFSシステム, 構造解析用ワークステーション, 液体窒素冷却装置（85-375K） 

 真空封止アンジュレータ（6～38keV）    

 19  BL43IR：赤外物性 顕微分光，表面科学，吸収・反射分光、磁気光学  

 顕微分光装置（マッピングステージ、フロー式クライオスタット、低温DAC、高温DAC）， 

 表面科学実験装置（IRAS, HREELS, LEED） 

 吸収反射分光装置（放射光同期ピコ秒レーザシステム） 

 磁気光学顕微分光装置（14Ｔ超電導電磁石）    
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20 BL38B1：R&D（3） Ｘ線吸収微細構造, 生体高分子結晶構造解析  

 Lytle-type検出器，単素子SSD，イオンチャンバー，クライオスタット（10-300K） 

 生体高分子結晶構造解析装置（CCD検出器），液体窒素冷却装置（85-375K） 

 偏向電磁石（3.8～117keV）    

21 BL46XU：R&D（2） 磁気回折など  

 多軸回折計 

 真空封止ハイブリッドアンジュレータ（12～24keV，1次光で供給可能）    

22 BL47XU：R&D（1） 光学系開発など  

 精密架台など 

 真空封止アンジュレータ（6～54keV，液体窒素冷却結晶単色器あり）    

 

 

 

23 BL11XU：原研　材料科学II 高圧物性研究、核共鳴散乱ステーションを共同利用に提供  

 超高圧発生プレス，精密ゴニオメータ 

 真空封止アンジュレータ（7～70keV）    

24 BL14B1：原研　材料科学Ⅰ 高圧物性研究，表面・界面科学，結晶構造研究  

 超高圧発生プレス，κ型多軸回折計 

 偏向電磁石（単色(5～90keV）／白色(5～150keV））    

25 BL23SU：原研　重元素科学 軟Ｘ線分光，表面化学，放射線生物  

 光電子分光装置，磁気円二色性装置，ＥＳＲ装置，表面化学反応分析装置 

 可変偏光アンジュレータ（0.5～1.5keV）    

26 BL44B2：理研　構造生物学Ⅱ  時分割ラウエ結晶回折，結晶構造解析，XAFS 

 XAFSステーション（クライオスタット，10-350K） 

 結晶構造解析装置（CCD検出器，クライオスタット80-375K） 

 構造解析用ワークステーション，パルスNd:YAGレーザ，Dyeレーザ 

 偏向電磁石（白色　6～30keV ）    

27 BL45XU：理研　構造生物学Ⅰ  （小角散乱ステーションのみ共同利用に提供） 

 イメージングプレート，イメージインテンシファイヤー型CCD検出器 

 高分解能小角散乱装置 

 真空封止型垂直アンジュレータ（12.4keV）    

■共用ビームライン（R&Dビームライン）：60シフト程度を利用できます。

■原研／理研ビームライン：40シフト程度を利用できます。但し成果非専有課題（成果公開）のみ。
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この申請書記入要領は「成果非専有」用です。「成果非専有」研究とは利用結果を公開することに

より、ビーム使用料が無料となる研究です。利用結果は実験終了後60日以内に所定の様式に従う利

用報告書で公開していただきます。これをJASRIは利用報告書集として公表します。また、利用結

果を含む科学技術論文が出版される場合は、JASRIにその別刷を提出していただきます。

生命科学分野で蛋白質結晶構造解析の課題を申請されれるかたは、［3］、［4］ページは別フォーマ
ットの蛋白質［3］、蛋白質［4］で申請して下さい。
また、成果専有（成果非公開；ビーム使用料有料）課題用申請書は別にありますので利用業務部へ
お問い合わせください。

SPring-8利用研究課題申請書（成果非専有用）記入要領
（本要領の見出し番号は「申請書」の記載事項の番号と一致しています。）

はじめに
審査は書類だけで行われます。研究分野が多少異

なる審査員が読んでも、その提案の重要性が理解で

きるように、研究の目的や方法等それぞれの項目に

ついて具体的に記述して下さい。また、半年の共同

利用実験のビームタイムの範囲内で実行できる内容

の申請を行って下さい。包括的な内容の申請は審査

の対象となりません。

［1、2ページ目］共通項目
1．提案課題の種類：

「新規N」通常の申請

「継続C」以前採択された課題が何らかの理由によ

り終了せず、継続して実験したい場合の

申請（以前採択された課題番号を記入し

てください。実験責任者が変わる場合は

新規課題で提出して下さい。）

「緊急U」緊急に実験が必要になった場合に申請す

る場合の申請

2．実験責任者：

実験の全体を把握し、かつ実験の実施全体に対

してSPring-8の現場で責任をもつ人を記入して下

さい。すでにSPring-8のユーザー登録をされてい

るかたはユーザーカード番号も記入して下さい。

なお、電子メールアドレスが記入されている申請

者には、締め切り日から２週間以内に申請書の受

理通知を電子メールで送ります。

3．実験課題名：

申請書には、実験方法や測定対象を明らかにし

た6カ月の共同利用期間で遂行できる具体的な実

験課題名を、日本語および英語で記入して下さい。

包括的な課題名による申請は審査の対象となりま
せん。なお、申請者の優先性の保護のため実験が

終了するまで課題名を公表しません。（即ち、課

題の採択時には、実験責任者の名前と所属、配分

シフト数のみ公表し、課題が終了後に課題名を公

表します。）

4．審査希望分野：

「Life  Science」、……等の頭文字「L」、……

等を選んで記入して下さい。選択肢に適当な分野

がない場合は「O」（Others）を記入して下さい。

5．共同実験者：

実際にビームラインを使って実験を行う人に限

定して、実験責任者を含まない1名以上を記入し

て下さい。ただし、10名以上になる場合は主要メ

ンバー10名までを記入して下さい。

すでにSPring-8のユーザー登録をされているか

たはユーザーカード番号も記入して下さい。

6．希望ビームライン：

希望するビームラインの名称を順位をつけて記

入して下さい。また、その理由については12．で

明らかにして下さい。（2本のビームラインの利用

を希望される場合は、各ビームラインごとに申請

書を提出してください。）

7．所要シフト数：

実験目的を達成するために必要なビームタイム

をシフト数（1シフト＝8時間）で記入して下さい。

このときに､この課題は6カ月の間に共同利用とし

て実施することを考慮してください。実験を分け



て行いたいものは1回に必要なシフト数と何回行

いたいか記入し、その合計も記入して下さい。ま

た算出根拠を後の項目12．に記載してください。

原則として、審査後申請者に利用時期についての

問い合わせを致しませんので、ビームタイムの配
分を受けても実験ができない時期がわかっている
場合は、特記事項にはっきりご記入下さい。バン
チ数の希望、その他ビームタイム配分に関して特
別考慮が必要な事項がある場合も特記事項にご記

入下さい｡

8．安全性に関する記述、対策

（1）施設に持ち込む測定試料全ての名称、形態

（形状）、量、性質（放射性、毒性、可燃性、伝

染性、無害など）について記入し、取り扱いに

注意を要する物質については利用法、保存法、

利用後の処理法を記入して下さい。なお、

SPring-8では持ち込み物品は全て持ち帰ってい

ただくことになっています。

・「試料名」について： 一般名、構造式等（XAFS
を測定する場合は組成も）
を記入し、略称や頭文字の

表記はさけて下さい。CA

S番号があるものでも自分

で調整した試料には「自

作」、自分で創製した試料

で物性値が未知のものにつ

いては、「創製」と付記し

てください。

・「形態（形状）」の例： 結晶、粉体、加圧成形体、

小片、液体、薄膜

・「量」について： 体積、重さ、または、プレ

ート、ドロップ、ボタン、

キャピラリの大きさ、及び

個数で表示

・「性質」の例： 発火性、引火性、可燃性、

爆発性、酸化性、禁水性、

強酸性、腐食性、有毒性、

放射性、感染性、発ガン性

（催奇性）、その他の有害性、

無害等。

非密封RI試料、ウイルス試料は今回の募集対

象外です。密封放射線源については定義量

（3.7MBq）未満のものに限り実験ホールでの使

用が認められています。動物の持込みがある場

合は「動物持込み有」チェック欄にチェックし

てください（課題が採択されましたら、「動物

実験計画書」を提出していただきます）。

（2）測定試料以外で安全上取扱いに注意を要する

物質の名称、形態、量、性質、使用目的と具体

的な使用方法を記入し、安全対策を示して下さ

い。上記（1）参照。

（3）施設に持ち込む装置、器具の名称と、安全に

配慮しなければならないものについては、その

仕様と安全対策を記入して下さい。

（4）安全に配慮しなければならない実験を行う場

合は、該当する内容にチェックを入れ、安全対

策を記入して下さい。

9．必要とする施設の装置、器具

ビームラインハンドブックで確認した後、記入し

て下さい。最新情報はSPring-8のＷＷＷホームペー

ジ（http://www.spring8.or.jp/JAPANESE/facility

/bl/）にありますので、参照してください。

署名欄 自筆署名してください。（署名がない場

合は受理されませんので、ご注意ください。）

［3、4ページ目］一般（蛋白質結晶構造解析）
10．提案の種類と提案理由

提案の種類にチェックを入れ、その種類によっ

て以下の観点で提案理由を記入して下さい。

「新規提案」：

研究分野が多少異なる審査員が読んでもその提案

の重要性が理解できるように、研究の意義、目的

等それぞれの項目について具体的に記載して下さ

い。包括的な内容の申請は審査の対象となりませ
ん。期待される成果の中ではSPring-8の寄与する

点を具体的に示して下さい。

「継続提案」：

継続を必要とする理由（例：ビームダンプがあり

実施できなかった等）を記入して下さい。前回の

申請で行われた実験の結果（成果）について具体

的に記載し、問題点があった場合はその解決策を

示したうえ、今回の提案で実施を計画している内

容を具体的に示して下さい。試料の変更、実験方

法に大きな変更を伴うものについては「新規提案」

で申請して下さい。

「緊急提案」：

緊急に実験が必要になったときに提案して下さ

い。SPring-8のビームラインによる実験が不可欠
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であり、かつ、緊急性が必要な理由を具体的に示

すとともに、その波及効果についても示して下さ

い。

11．本申請に関わるこれまでの研究成果、準備状況、

これまでに採択された課題との関係、他に申請課題

がある場合はその課題との関係、同種実験の経験

期待される成果を得るために、これまでに得た研

究成果並びに装置、試料の準備状況等を具体的に

示して下さい。これまでに採択された課題との関

係や関連テーマで他に申請があるときは、その課
題との関係を記述してください。同種実験の経験

についても記述して下さい。

12．実験の方法、レイアウト、ビームライン選定の

理由（放射光のエネルギー範囲等）、シフト数の算

出根拠

（1）新しい測定法の場合には、図を用いて実験の

特徴が明らかになるようにして下さい。

（2）最適のビームラインを選ぶため、申請書作成

にあたってはSPring-8のビームラインの整備状

況をＷＷＷホームページ（ht tp : / /www .

spring8. or.jp/JAPANESE/facility/bl/）で確

認して下さい。

（3）ビームラインのどのような特性（例えば、エ

ネルギー範囲、集光特性、測定器等）に着目し

て利用を希望するビームラインを選定したのか

について説明して下さい。XAFSの測定の場合
は利用する放射光のエネルギー範囲を明記して
下さい。

（4）要求するシフト数の算出根拠を記述して下さ

い。

［蛋白質3、蛋白質4ページ目］蛋白質結晶構造解析
■10．提案の種類と提案理由 一般と同じ

■11．これまでに採択された課題との関係、関連す

るテーマで他の申請がある場合はその課題との関

係、同種実験の経験

これまでに採択された課題との関係、関連するテ

ーマで他の申請がある場合はその課題との関係や同

種実験の経験について記述して下さい。

■12．ビームライン選定の理由、シフト数の算出根拠

ビームラインの選定の理由と要求するシフト数の

算出根拠を記述してください。

■13．構造解析の対象についての情報

SPring-8での実験について、審査に必要な項目が

あげてありますので、できるだけ漏れなく記入して

ください。なお、書ききれない場合は用紙を追加し

てください。

SPring-8 利用者情報／2001年５月　176

SPring-8の現状



利用研究課題申請書 

１. 提案課題の種類を記号で記入　 

放射光利用研究促進機構　財団法人 高輝度光科学研究センター　〒679-5198　兵庫県佐用郡三日月町光都１丁目１-１　　 
Telephone : +81-(0)791-58-0961     Fax : +81-(0)791-58-0965     e-mail : sp8jasri@spring8.or.jp　　　 

２. 実験責任者：氏 名 （ ロー マ字併記 ） 、 所属機関 、 部局 、 職位 、 連絡先所在地 、 電話 、 fax、 e-mail

３. 実験課題名　 （ 日本語および英語で記入 ） 

４. 審査希望分野を記号で記入 

５. 共同実験者 （ 主要 メンバー 10名以内を記入 ） ：氏 名 （ ロー マ字併記 ） 、 所属機関 、 部局 、 職位 

６. 希望ビームラインと優先順位　 

７. 所要シフト数 ［ １シフト＝８時間 ］ 

前課題番号 

［１］ 

※継続の場合は前課題番号を記入 

Life Science（生命科学） Spectroscopy（分光） 
Diffraction & Scattering（散乱 ・ 回折） Method & Instrumentation（実験技術、方法等） 
XAFS（ XAFS） 

 
Others（その他） 

新規（ New） N
継続（ Continuation） C
緊急（ Urgent） U

ｼﾌﾄ ×　　　回 合計　　　ｼﾌﾄ 

特記事項（来所できない時期、希望運転モード等）： 

、 （ﾕｰｻﾞｰｶｰﾄﾞ番号） 

（ﾕｰｻﾞｰｶｰﾄﾞ番号） 、 

様式A1-1（2000.4） 

（積算根拠を１２．に記述） 

成果非専有用 
（成果公表） 

様式 A1
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８. 安全に関する記述 、 対策 

９. 必要とする施設の装置、器具 

※ Office Use Only 受理年月日 

受理番号 （ 課題番号 ） 

審査結果　 ［ 採択／不採択 ］ 

財団法人　高輝度光科学研究センター　殿 上記の通り申請します 

申請年月日　 実験責任者自筆署名　 

［２］ 

８-4　安全に配慮しなければならない実験（高電圧，ガス，高圧力，高温，その他）の内容と安全対策 

８-3　持ち込む装置、器具（装置名、仕様、安全対策） 

８-2　試料以外で安全上配慮を要する物質（物質名／形態／量／性質（放射性，毒性，可燃性，伝染性， 
 

８-1　測定試料（試料名（組成を記入）／形態／量／性質（放射性，毒性，可燃性， 
　　   伝染性，無害など）／利用法、保存法、利用後の処理法） 

様式A1-2（2000.4） 

試料名 量 利用法、保存法、利用後の処理法 

装置名 仕様 安全対策 

)

安全対策 

動物持込み有 

性質 

該当するもの 高電圧 ガス 高圧力 高温 その他 (： 

無害など）／使用目的、使用方法／および安全対策） 

形態 （形状） 

様式 A1

SPring-8 利用者情報／2001年５月　178



１ ０.

実験責任者氏名　 

［３］ 

１１.本申請に関わるこれまでの研究成果、準備状況、これまでに採択された課題との関係、他に申請課題が 
ある場合はその課題との関係、同種実験の経験 

様式A1-3（2000.4） 

新規提案 継続提案 緊急提案 

提案の種類と提案理由 

新規提案では研究の意義、目的、特色、期待される成果、SPring-8を必要とする理由， 
継続提案では前回の実験の結果、継続を必要とする理由，緊急提案では研究の意義、 
SPring-8を必要とする理由、緊急課題を希望する理由を必ず含むこと。 
 

様式 A1
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１ ２. 実験の方法 、 レイアウト 、 ビームライン選定の理由（使用するエネルギー又は波長）、 
（ 継続課題提案の場合は今回申請されたシフト数の算出根拠を記入し、 

。 ） 

実験責任者氏名　 

［４］ 
様式A1-4（2000.4） 

様式 A1

 シフト数算出の根拠 
それ以外の項目は前提案から変更がある場合のみ記入して下さい 

SPring-8 利用者情報／2001年５月　180



１ ０.

実験責任者氏名　 

蛋白質［３］ 
様式A1-3（2000.4）L

１ １. これまでに採択された課題との関係、関連するテーマで他の申請がある場合はその課題との関係、 
同種実験の経験 

１ ２.

提案の種類と提案理由 

新規提案では研究の意義、目的、特色、期待される成果、SPring-8を必要とする理由， 
継続提案では前回の実験の結果、継続を必要とする理由，緊急提案では研究の意義、 
SPring-8を必要とする理由、緊急課題を希望する理由を必ず含むこと。 
 

 ビームライン選定の理由、シフト数算出の根拠 

新規提案 継続提案 緊急提案 

様式 A1
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１ ３.

実験責任者氏名　 

蛋白質［４］ 
様式A1-4（2000.4）L

構造解析の対象についての情報 

サンプル名 

　分子量 
（結晶学的非対称単位） 

有の場合 

類似分子名 

１次構造の相同性(%)

大きさ 

成長に要する日数 

結晶化の再現性 

格子定数 

空間群 

到達分解能 

使用Ｘ線装置 

分子量 

同種・類似分子の 
　　　　構造解析例 

結晶化 

予備的回折実験 

予定している解析法（分解能の向上を目的とする申請の場合は空欄とする。） 

MIR/SIR法（重原子名） 

MAD法(異常分散原子名)

MR法（モデル分子名） 

MIR/SIR,MAD法の場合 
重原子（異常分散原子） 
誘導体の調製状況 

クライオ実験の準備状況 

（生物学的単位） 

（有無） 

様式 A1
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 F
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７
 

１
 

１
７
 

     

利
用
研
究
課
題
申
請
書
の
記
入
例
 

－
　
表
　
－
 

【
申
請
書
の
１
、
 ２
頁
を
表
と
し
て
 A
4
版
１
枚
に
縮
小
両
面
コ
ピ
ー
（
倍
率
：
 A
3
→
 A
4
】
 

 

実
際
に
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
を
使
っ
て
実

験
を
行
う
人
に
限
定
し
て
、
実

験
責
任
者
を
含
ま
な
い
１
名
以

上
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
（
但

し
10
名
以
上
に
な
る
場
合
は
主

要
メ
ン
バ
ー
10
名
ま
で
）
ユ
ー

ザ
ー
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
は

ユ
ー
ザ
ー
カ
ー
ド
番
号
も
記
入

し
て
下
さ
い
。
 

成
果
非
専
有
研
究
と
は
利
用
結
果
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ビ
ー
ム
使
用
料
が
無
料
と
な

る
研
究
で
す
。
利
用
結
果
は
実
験
終
了
後
60
日
以
内
に
所
定
の
様
式
に
従
う
利
用
報
告
書
で

公
開
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
を
JA
SR
Iは
利
用
報
告
書
集
と
し
て
公
表
し
ま
す
。
 

ま
た
、
利
用
結
果
を
含
む
科
学
技
術
論
文
が
出
版
さ
れ
る
場
合
は
、
JA
SR
Iに
そ
の
別
刷
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

希
望
す
る
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
の
名

称
を
順
位
を
つ
け
て
記
入
し
て

下
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
理
由
に

つ
い
て
は
１
２
.で
明
ら
か
に
し

て
下
さ
い
。
 

２
０
○
○
年
　
○
月
○
日
 

11
月
15
～
25
日
は
フ
ラ
ン
ス
出
張
の
た
め
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ビ
ー
ム
タ
イ
ム
が
 

配
分
さ
れ
る
場
合
は
こ
の
時
期
を
さ
け
て
下
さ
い
。
 

隣
接
14
～
20
バ
ン
チ
ず
つ
を
21
バ
ン
チ
間
隔
（
22
8n
s）
で
入
れ
る
運
転
モ
ー
ド
を
 

希
望
い
た
し
ま
す
。
 

高
圧
小
角
Ｘ
線
散
乱
測
定
 

装
置
 

安
全
弁
に
よ
り
暴
発
を
防
ぐ
 

安
全
弁
に
よ
り
暴
発
を
防
ぐ
 

高
分
解
能
モ
ノ
ク
ロ
メ
ー
タ
、
ア
バ
ラ
ン
シ
ェ
・
フ
ォ
ト
・
ダ
イ
オ
ー
ド
検
出
器
 

ク
ラ
イ
オ
ス
タ
ッ
ト
 高
圧
セ
ル
、
圧
力
ポ
ン
プ
、
 

ト
リ
ガ
ー
発
生
装
置
 

ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
確
認
し
た
後
、
記
入
し
て

下
さ
い
。
最
新
情
報
は
SP
rin
g-
8の
Ｗ
Ｗ
Ｗ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

 （
ht
tp
://
w
w
w
.s
pr
in
g8
.o
r.
jp
/J
A
P
A
N
E
S
E
/fa
ci
lit
y/
bl
/）
 

に
あ
り
ま
す
の
で
、
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
 

必
ず
自
筆
署
名
し
て
下
さ
い
。
 

（
署
名
が
な
い
場
合
は
受
理
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
）
 

①
施
設
に
持
ち
込
む
測
定
試
料
全
て
の
名
称
、
形
状
、
量
、
性
質
に
つ
い
て
記
入
し
、
取
り
扱
い
に
注
意
を
要
す
る
物

質
に
つ
い
て
は
利
用
法
、
保
存
法
、
利
用
後
の
処
理
法
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
SP
ri
ng
-8
に
持
ち
込
ま
れ
た
物

品
は
、
全
て
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

②
測
定
試
料
以
外
で
取
り
扱
い
に
注
意
を
要
す
る
物
質
の
名
称
、
量
、
性
質
、
使
用
目
的
、
使
用
場
所
と
具
体
的
な
使

用
方
法
を
記
入
し
、
安
全
対
策
を
示
し
て
下
さ
い
。
 

③
施
設
に
持
ち
込
む
装
置
、
器
具
の
名
称
と
、
安
全
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
使
用
と

安
全
対
策
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
 

④
安
全
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
実
験
を
行
う
場
合
は
、
そ
の
内
容
、
安
全
対
策
等
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
 

実
験
方
法
や
測
定
対
象
を
明
ら
か
に
し
た

６
カ
月
の
共
同
利
用
期
間
で
遂
行
で
き
る

具
体
的
な
実
験
課
題
名
を
日
本
語
お
よ
び

英
語
で
記
入
し
て
下
さ
い
。
包
括
的
な
課

題
名
に
よ
る
申
請
は
審
査
の
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。
な
お
、
申
請
者
の
優
先
性
の
保

護
の
た
め
実
験
が
終
了
す
る
ま
で
課
題
名

を
公
表
し
ま
せ
ん
。
（
即
ち
、
課
題
の
採

択
時
に
は
、
実
験
責
任
者
の
氏
名
と
所
属

、
配
分
シ
フ
ト
数
の
み
公
表
し
、
課
題
が

終
了
後
に
課
題
名
を
公
表
し
ま
す
。
）
 

実
験
の
全
体
を
把
握
し
、
か
つ
実
験
の
実

施
全
体
に
対
し
て
SP
rin
g-
8の
現
場
で
責
任

を
も
つ
人
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
す
で
に

SP
rin
g-
8の
ユ
ー
ザ
ー
登
録
を
さ
れ
て
い
る

方
は
ユ
ー
ザ
ー
カ
ー
ド
番
号
も
記
入
し
て

下
さ
い
。
な
お
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

が
記
入
さ
れ
て
い
る
申
請
者
に
は
、
締
め

切
り
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
申
請
書
の
受

理
通
知
を
電
子
メ
ー
ル
で
送
り
ま
す
。
 

「
Li
fe
 S
ci
en
ce
」
…
等
の
頭
文
字

「
L」
…
等
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
 

選
択
肢
に
適
当
な
分
野
が
な
い
場

合
は
「
Ｏ
」
(O
th
er
s)
を
記
入
し
て

下
さ
い
。
 

実
験
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
ビ
ー

ム
タ
イ
ム
を
シ
フ
ト
数
（
１
シ
フ
ト
＝
８
時

間
）
で
記
入
し
て
下
さ
い
。
こ
の
と
き
に
､

こ
の
課
題
は
６
カ
月
の
間
に
共
同
利
用
と
し

て
実
施
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

実
験
を
分
け
て
行
い
た
い
も
の
は
１
回
に
必

要
な
シ
フ
ト
数
を
何
回
行
い
た
い
か
記
入
し
、

そ
の
合
計
も
記
入
し
て
下
さ
い
。
ま
た
算
出

根
拠
を
後
の
項
目
１
２
.に
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。
利
用
で
き
な
い
時
期
す
な
わ
ち
既
に

来
所
で
き
な
い
時
期
が
わ
か
っ
て
い
る
場
合

は
特
記
事
項
に
記
入
し
て
下
さ
い
。
原
則
と

し
て
、
審
査
後
申
請
者
に
利
用
時
期
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
を
致
し
ま
せ
ん
の
で
、
ビ

ー
ム
タ
イ
ム
を
配
分
し
て
も
実
験
が
で
き
な

い
時
期
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
ご
記
入
下

さ
い
。
バ
ン
チ
数
の
希
望
、
そ
の
他
ビ
ー
ム

タ
イ
ム
配
分
に
関
し
て
特
別
考
慮
が
必
要
な

事
項
が
あ
る
場
合
も
特
記
事
項
に
、
ご
記
入

下
さ
い
｡ 

「
試
料
名
」
に
つ
い
て
：
 

一
般
名
、
構
造
式
等
を
記
入
し
、
略
称
や

頭
文
字
の
表
記
は
さ
け
て
下
さ
い
。
C
A
S

番
号
が
あ
る
も
の
で
も
自
分
で
調
整
し
た

試
料
に
は
「
自
作
」
、
自
分
で
創
製
し
た

試
料
で
物
性
値
が
未
知
の
物
に
つ
い
て
は
、

「
創
製
」
と
付
記
し
て
下
さ
い
。
 

「
形
態
（
形
状
）
」
の
例
：
 

結
晶
、
粉
体
、
加
圧
成
形
体
、
小
片
、
液
体
、

薄
膜
 

「
量
」
に
つ
い
て
：
 

体
積
、
重
さ
、
ま
た
は
、
プ
レ
ー
ト
、
ド

ロ
ッ
プ
、
ボ
タ
ン
、
キ
ャ
ピ
ラ
リ
の
大
き
さ
、

及
び
個
数
で
表
示
。
 

「
性
質
」
の
例
：
 

発
火
性
、
引
火
性
、
可
燃
性
、
爆
発
性
、

酸
化
性
、
禁
水
性
、
強
酸
性
、
腐
食
性
、

有
毒
性
、
放
射
性
、
感
染
性
、
発
ガ
ン
性

（
催
奇
性
）
、
そ
の
他
の
有
害
性
、
無
害
等
。
 

非
密
封
R
I試
料
、
ウ
イ
ル
ス
試
料
は
今
回

の
募
集
対
象
外
で
す
。
密
封
放
射
線
源
に

つ
い
て
は
定
義
量
（
3.
7M
Bq
）
未
満
の
も

の
に
限
り
実
験
ホ
ー
ル
で
の
使
用
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

動
物
の
持
ち
込
み
が
あ
る
場
合
は
、
「
動

物
持
込
み
有
り
」
チ
ェ
ッ
ク
欄
に
チ
ェ
ッ

ク
し
て
下
さ
い
。
（
課
題
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
ら
、
「
動
物
実
験
計
画
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

（
X
=0
.0
02
）
 

   
【
自
作
】
 

（
X
=0
.0
02
）
 

   
【
自
作
】
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１
 ０
.

実
験
責
任
者
氏
名
　
 

［
３
］
 

１
１
.本
申
請
に
関
わ
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
、
準
備
状
況
、
こ
れ
ま
で
に
採
択
さ
れ
た
課
題
と
の
関
係
、
他
に
申
請
課
題
が
 

あ
る
場
合
は
そ
の
課
題
と
の
関
係
、
同
種
実
験
の
経
験
 

様
式
A
1-
3（
20
00
.4
）
 

新
規
提
案
 

継
続
提
案
 

緊
急
提
案
 

提
案
の
種
類
と
提
案
理
由
 

新
規
提
案
で
は
研
究
の
意
義
、
目
的
、
特
色
、
期
待
さ
れ
る
成
果
、
SP
rin
g-
8を
必
要
と
す
る
理
由
，
 

継
続
提
案
で
は
前
回
の
実
験
の
結
果
、
継
続
を
必
要
と
す
る
理
由
，
緊
急
提
案
で
は
研
究
の
意
義
、
 

SP
rin
g-
8を
必
要
と
す
る
理
由
、
緊
急
課
題
を
希
望
す
る
理
由
を
必
ず
含
む
こ
と
。
 

 

様
式

 A
1

１
 ２
.実
験
の
方
法
 、
 レ
イ
ア
ウ
ト
 、
 ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
選
定
の
理
由
（
使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
又
は
波
長
）
、
 

（
 継
続
課
題
提
案
の
場
合
は
今
回
申
請
さ
れ
た
シ
フ
ト
数
の
算
出
根
拠
を
記
入
し
、
 

。
 ）
 

実
験
責
任
者
氏
名
　
 

［
4］
 

様
式
A
1-
4（
20
00
.4
）
 

 
シ
フ
ト
数
算
出
の
根
拠
 

そ
れ
以
外
の
項
目
は
前
提
案
か
ら
変
更
が
あ
る
場
合
の
み
記
入
し
て
下
さ
い
 

様
式

 A
1

方
法
 

　
　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
 

 レ
イ
ア
ウ
ト
 

　
　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
 

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
 

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
 

           ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
選
定
理
由
 

　
　
測
定
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
○
○
で
、
集
光
は
・
・
・
・
・
、
M
IR
-O
A
S
法
で
の
 

測
定
が
で
き
る
・
・
・
・
・
の
で
B
L○
○
○
○
を
希
望
す
る
 

 シ
フ
ト
数
算
出
の
根
拠
 

　
　
Z
nS
と
C
dS
中
に
0.
2％
程
度
添
加
さ
れ
た
F
e-
57
原
子
の
フ
ォ
ノ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
ス
ペ
ク
ト
ル
 

を
測
定
す
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
A
l中
の
F
e-
57
原
子
の
核
共
鳴
非
弾
性
散
乱
実
験
結
果
、
 

リ
ン
グ
電
流
の
増
加
、
な
ら
び
に
多
素
子
A
P
D
検
出
器
の
性
能
向
上
等
か
ら
推
測
す
る
と
、
必
要
 

最
小
限
の
統
計
精
度
の
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
に
は
、
 

室
温
で
の
１
試
料
あ
た
り
の
測
定
時
間
：
お
よ
そ
14
h 

77
K
で
の
１
試
料
あ
た
り
の
測
定
時
間
：
お
よ
そ
16
h 

20
K
で
の
１
試
料
あ
た
り
の
測
定
時
間
：
お
よ
そ
16
h 

と
考
え
ら
れ
る
。
 

　
ま
た
、
元
の
物
質
の
X
線
非
弾
性
散
乱
を
測
定
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
 

室
温
で
の
１
試
料
あ
た
り
の
測
定
時
間
：
お
よ
そ
20
h 

よ
っ
て
合
計
：
（
14
h×
2）
+（
16
h×
2）
+（
16
h×
2）
+（
20
h×
2）
+=
13
6h
 

程
度
必
要
に
な
る
。
 

　
こ
れ
よ
り
、
計
17
シ
フ
ト
が
必
要
と
な
る
 

   
高
 輝
 度
  太
 郎
 

高
 輝
 度
  太
 郎
 

利
用
研
究
課
題
申
請
書
の
記
入
例
 

－
　
裏
　
－
 

【
申
請
書
の
３
、
 ４
頁
を
裏
と
し
て
 A
4
版
１
枚
に
縮
小
両
面
コ
ピ
ー
（
倍
率
：
 A
3
→
 A
4）
 】
 

図
 

　
我
々
は
こ
れ
ま
で
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
を
確
認
し
て
い
る
。
 

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
測
定
準
備
状
況
と
し
て
は
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
測
定
系
の
立
ち
上
げ
は
ほ
ぼ
終
了
し
て
お
り
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
良
好
な
試
料
が
出
来
て
お
り
、
試
料
に

関
し
て
は
す
ぐ
に
準
備
可
能
で
あ
る
。
 

　
II-
V
I族
化
合
物
Z
nS
, C
dS
は
、
多
く
の
分
野
で
用
い
ら
れ
て
い
る
半
導
体
で
あ
る
が
、
C
u原
子
等

の
不
純
物
を
添
加
し
た
蛍
光
体
は
X
線
蛍
光
体
や
エ
レ
ク
ト
ロ
ル
ミ
ネ
セ
ン
ス
蛍
光
体
等
と
し
て
非
常

に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
こ
れ
ま
で
の

測
定
方
法
で
は
困
難
で
あ
っ
た
。
 

　
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
の
相
関
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
本
研
究
で
は
、
他
の
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
と
い
う
特
色
が
あ
る
。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
が
期
待
さ
れ
る
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
 

本
研
究
は
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
必
要
と
さ
れ
る
高
輝
度
単
色
X
線
源
と
立
ち
上
げ
ら
れ

て
い
る
検
出
器
系
は
S
P
rin
g-
8以
外
で
は
利
用
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
 

提
案
の
種
類
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
、
そ
の
種
類

に
よ
っ
て
以
下
の
観
点
で
提
案
理
由
を
記
入
し

て
下
さ
い
。
 

「
新
規
提
案
」
：
研
究
分
野
が
多
少
異
な
る
審

査
員
が
読
ん
で
も
そ
の
提
案
の
重
要
性
が
理
解

で
き
る
よ
う
に
、
研
究
の
意
義
、
目
的
等
そ
れ

ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
具
体
的
に
記
載
し
て
下

さ
い
。
期
待
さ
れ
る
成
果
の
中
で
は
SP
ri
ng
-8

の
寄
与
す
る
点
を
具
体
的
に
示
し
て
下
さ
い
。
 

「
継
続
提
案
」
：
継
続
を
必
要
と
す
る
理
由
 

（
例
：
ビ
ー
ム
ダ
ン
プ
が
あ
り
実
施
で
き
な
か

っ
た
等
）
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
前
回
の
申
請

で
行
わ
れ
た
実
験
の
結
果
（
成
果
）
に
つ
い
て

具
体
的
に
記
載
し
、
問
題
点
が
あ
っ
た
場
合
は

そ
の
解
決
策
を
示
し
た
う
え
、
今
回
の
提
案
で

実
施
を
計
画
し
て
い
る
内
容
を
具
体
的
に
示
し

て
下
さ
い
。
試
料
の
変
更
、
実
験
方
法
に
大
き

な
変
更
を
伴
う
も
の
に
つ
い
て
は
「
新
規
提
案

」
で
申
請
し
て
下
さ
い
。
　
　
 

「
緊
急
提
案
」
：
緊
急
に
実
験
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
に
提
案
し
て
下
さ
い
。
SP
ri
ng
-8
の
ビ

ー
ム
ラ
イ
ン
に
よ
る
実
験
が
不
可
欠
で
あ
り
、

か
つ
、
緊
急
性
が
必
要
な
理
由
を
具
体
的
に
示

す
と
と
も
に
、
そ
の
波
及
効
果
に
つ
い
て
も
示

し
て
下
さ
い
。
 

期
待
さ
れ
る
成
果
を
得
る
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
に
得
た
研
究
成
果
並
び
に
装
置
、
試

料
の
準
備
状
況
等
を
具
体
的
に
示
し
て
下

さ
い
。
こ
れ
ま
で
に
採
択
さ
れ
た
課
題
と

の
関
係
や
、
今
回
他
に
申
請
課
題
が
あ
る

場
合
は
そ
の
課
題
と
の
関
係
を
記
述
し
て

下
さ
い
。
ま
た
同
種
実
験
の
経
験
に
つ
い

て
も
記
述
し
て
下
さ
い
。
 

（
１
）
新
し
い
測
定
法
の
場
合
に
は
、
図
を
用
い
て
実
験
の
特
徴
が
明

　
　
　
か
に
な
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

（
２
）
最
適
の
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
を
選
ぶ
た
め
、
申
請
書
作
成
に
あ
た

　
　
　
っ
て
は
SP
ri
ng
-8
の
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
の
整
備
状
況
を
 

　
　
　
Ｗ
Ｗ
Ｗ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

　
　
　
（
ht
tp
://
w
w
w
.s
pr
in
g8
.o
r.
jp
/J
A
P
A
N
E
S
E
/fa
ci
lit
y/
bl
/）

　
　
　
で
確
認
し
て
下
さ
い
。
 

（
３
）
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
の
ど
の
よ
う
な
特
性
（
例
え
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　
範
囲
、
集
光
特
性
、
測
定
器
等
）
に
着
目
し
て
利
用
を
希
望

　
　
　
す
る
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
を
選
定
し
た
の
か
に
つ
い
て
説
明
し
て
下

　
　
　
さ
い
。
X
A
F
S
測
定
の
場
合
は
、
使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
ま

　
　
　
た
は
波
長
）
を
必
ず
記
入
し
て
下
さ
い
。
 

（
４
）
要
求
す
る
シ
フ
ト
数
の
算
出
根
拠
を
記
述
し
て
下
さ
い
。
 

注
②
　
申
請
書
の
提
出
：
 

注
①
　
署
名
：
 

申
請
書
の
提
出
は
A
4版
４
頁
の
原
本
１
部
、
並
び
に
、
原
本
の
 

１
、
２
頁
を
表
面
に
、
ま
た
３
、
４
頁
を
裏
面
と
し
て
A
4版
１
 

枚
に
縮
小
両
面
コ
ピ
ー
し
た
副
本
１
５
部
（
下
の
注
意
参
照
）
 

を
下
記
に
郵
送
し
て
下
さ
い
。
 

申
請
書
の
２
ペ
ー
ジ
目
に
あ
る
署
名
欄
に
は
必
ず
署
名
し
て
下
 

さ
い
。
 

〒
 6
79
-5
19
8

兵
庫
県
佐
用
郡
三
日
月
町
光
都
1-
1-
1

（
財
）
高
輝
度
光
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
　
利
用
業
務
部
 

「
共
用
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
利
用
研
究
課
題
募
集
」
係
 

1・
・
・
・
・
・
・
・
 

・
・
・
・
・
・
・
・
 

・
・
・
・
・
・
 

・
・
・
・
・
・
 

・
・
・
・
・
 

10
・
・
・
・
 

・
・
・
・
・
 

・
・
・
・
・
 

・
・
・
・
・
 

・
・
・
・
・
 

[1
]

[3
]

天
 

地
 

天
 

地
 

・
・
 
＊
縮
小
両
面
コ
ピ
ー
す
る
 

　
場
合
の
注
意
 

表
面
と
裏
面
の
天
地
は
 

必
ず
同
一
方
向
に
し
て
 

下
さ
い
。
 

一
般
（
蛋
白
質
結
晶
構
造
解
析
以
外
）
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１
 ３
.

実
験
責
任
者
氏
名
　
 

蛋
白
質
［
４
］
 

構
造
解
析
の
対
象
に
つ
い
て
の
情
報
 

サ
ン
プ
ル
名
 

　
分
子
量
 

（
結
晶
学
的
非
対
称
単
位
）
 

有
の
場
合
 

類
似
分
子
名
 

１
次
構
造
の
相
同
性
(%
)

大
き
さ
 

成
長
に
要
す
る
日
数
 

結
晶
化
の
再
現
性
 

格
子
定
数
 

空
間
群
 

到
達
分
解
能
 

使
用
Ｘ
線
装
置
 

分
子
量
 

同
種
・
類
似
分
子
の
 

　
　
　
　
構
造
解
析
例
 

結
晶
化
 

予
備
的
回
折
実
験
 

予
定
し
て
い
る
解
析
法
（
分
解
能
の
向
上
を
目
的
と
す
る
申
請
の
場
合
は
空
欄
と
す
る
。
）
 

M
IR
/S
IR
法
（
重
原
子
名
）
 

M
A
D
法
( 異
常
分
散
原
子
名
)

M
R
法
（
モ
デ
ル
分
子
名
）
 

M
IR
/S
IR
,M
A
D
法
の
場
合
 

重
原
子
（
異
常
分
散
原
子
）
 

誘
導
体
の
調
製
状
況
 

ク
ラ
イ
オ
実
験
の
準
備
状
況
 

（
生
物
学
的
単
位
）
 

（
有
無
）
 

１
 ０
.

実
験
責
任
者
氏
名
　
 

蛋
白
質
［
３
］
 

様
式
A
1-
3（
20
00
.4
）
L

１
 １
.こ
れ
ま
で
に
採
択
さ
れ
た
課
題
と
の
関
係
、
関
連
す
る
テ
ー
マ
で
他
の
申
請
が
あ
る
場
合
は
そ
の
課
題
と
の
関
係
、
 

同
種
実
験
の
経
験
 

１
 ２
.提
案
の
種
類
と
提
案
理
由
 

新
規
提
案
で
は
研
究
の
意
義
、
目
的
、
特
色
、
期
待
さ
れ
る
成
果
、
SP
rin
g-
8を
必
要
と
す
る
理
由
，
 

継
続
提
案
で
は
前
回
の
実
験
の
結
果
、
継
続
を
必
要
と
す
る
理
由
，
緊
急
提
案
で
は
研
究
の
意
義
、
 

SP
rin
g-
8を
必
要
と
す
る
理
由
、
緊
急
課
題
を
希
望
す
る
理
由
を
必
ず
含
む
こ
と
。
 

  ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
選
定
の
理
由
、
シ
フ
ト
数
算
出
の
根
拠
 

新
規
提
案
 

継
続
提
案
 

緊
急
提
案
 

様
式

 A
1

様
式

 A
1

高
 輝
 度
  太
 郎
 

高
 輝
 度
  太
 郎
 

32
3-
3

利
用
研
究
課
題
申
請
書
の
記
入
例
 

－
　
裏
　
－
 

【
申
請
書
の
３
、
 ４
頁
を
裏
と
し
て
 A
4
版
１
枚
に
縮
小
両
面
コ
ピ
ー
（
倍
率
：
 A
3
→
 A
4）
 】
 

   

　
ヒ
ト
○
○
症
候
群
は
、
ヒ
ト
の
行
動
不
全
を
伴
う
も
の
で
あ
る
（
１
）
。
こ
れ
ら
を
支
配
す
る
遺

伝
子
は
、
マ
ウ
ス
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
か
ら
発
見
さ
れ
た
（
２
）
。
ゲ
ノ
ム
解
析
か
ら
明
ら
か
に

な
っ
た
ア
リ
ル
構
成
の
比
較
か
ら
、
遺
伝
子
xy
zA
と
xy
zB
の
産
物
の
変
化
が
主
な
発
症
原
因
と
考
え

ら
れ
た
（
３
）
。
こ
れ
ら
、
蛋
白
質
の
原
子
レ
ベ
ル
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
○
○
症
候

群
の
分
子
的
発
症
機
構
を
詳
細
に
解
明
で
き
る
と
と
も
に
、
高
機
能
な
治
療
薬
開
発
の
効
率
化
が
期

待
で
き
る
（
４
）
。
 

　
申
請
者
ら
は
、
こ
れ
ま
で
に
遺
伝
子
産
物
xy
z蛋
白
質
、
xy
zア
ー
ゼ
［
Ｅ
．
Ｃ
．
１
．
2．
3．
4］

お
よ
び
大
腸
菌
xy
z蛋
白
質
断
片
-F
ab
複
合
体
の
結
晶
化
に
成
功
し
て
い
る
（
５
）
。
し
か
し
な
が
ら

結
晶
の
大
き
さ
が
10
0µ

m
以
下
で
、
実
験
室
系
の
回
析
計
で
は
、
5Å
分
解
能
程
度
の
回
析
し
か
得
ら

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
Ｘ
線
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
も
顕
著
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
10
0Ｋ
で
の
凍
結
結

晶
・
取
り
扱
い
の
条
件
設
定
を
行
っ
た
。
微
小
結
晶
を
用
い
た
。
M
IR
-O
A
S
ま
た
は
M
A
D
法
に
よ
り

構
造
決
定
を
行
う
た
め
に
S
P
rin
g-
8の
使
用
を
希
望
す
る
。
 

参
考
文
献
：
 

（
1）
M
ar
ga
re
t A
. e
t a
l (
19
X
X
) 
J.
 B
io
ch
em
. X
X
X
, 1
21
3-
45
 

（
2）
M
ar
y 
B
. e
t a
l (
19
X
X
) 
C
el
L.
 X
X
X
, 1
21
3-
45
 

（
3）
E
m
ily
 C
. e
t a
l (
19
X
X
) 
S
ci
en
ce
 X
X
X
, 1
21
3-
45
 

（
4）
A
nn
e 
D
. e
t a
l (
19
X
X
) 
F
E
B
S
 le
tt.
 X
X
X
, 1
21
3-
45
 

（
5）
H
yr
a 
E
. e
t a
l (
19
X
X
)A
ct
a 
C
ry
st
. D
X
X
, 1
21
3-
45

提
案
の
種
類
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
、
そ
の
種
類

に
よ
っ
て
以
下
の
観
点
で
提
案
理
由
を
記
入
し

て
下
さ
い
。
 

「
新
規
提
案
」
：
研
究
分
野
が
多
少
異
な
る
審

査
員
が
読
ん
で
も
そ
の
提
案
の
重
要
性
が
理
解

で
き
る
よ
う
に
、
研
究
の
意
義
、
目
的
等
そ
れ

ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
具
体
的
に
記
載
し
て
下

さ
い
。
期
待
さ
れ
る
成
果
の
中
で
は
SP
ri
ng
-8

の
寄
与
す
る
点
を
具
体
的
に
示
し
て
下
さ
い
。
 

「
継
続
提
案
」
：
継
続
を
必
要
と
す
る
理
由
 

（
例
：
ビ
ー
ム
ダ
ン
プ
が
あ
り
実
施
で
き
な
か

っ
た
等
）
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
前
回
の
申
請

で
行
わ
れ
た
実
験
の
結
果
（
成
果
）
に
つ
い
て

具
体
的
に
記
載
し
、
問
題
点
が
あ
っ
た
場
合
は

そ
の
解
決
策
を
示
し
た
う
え
、
今
回
の
提
案
で

実
施
を
計
画
し
て
い
る
内
容
を
具
体
的
に
示
し

て
下
さ
い
。
試
料
の
変
更
、
実
験
方
法
に
大
き

な
変
更
を
伴
う
も
の
に
つ
い
て
は
「
新
規
提
案

」
で
申
請
し
て
下
さ
い
。
　
　
 

「
緊
急
提
案
」
：
緊
急
に
実
験
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
に
提
案
し
て
下
さ
い
。
SP
ri
ng
-8
の
ビ

ー
ム
ラ
イ
ン
に
よ
る
実
験
が
不
可
欠
で
あ
り
、

か
つ
、
緊
急
性
が
必
要
な
理
由
を
具
体
的
に
示

す
と
と
も
に
、
そ
の
波
及
効
果
に
つ
い
て
も
示

し
て
下
さ
い
。
 

こ
れ
ま
で
に
採
択
さ
れ
た
課
題
と
の
関
係

や
同
種
実
験
の
経
験
に
つ
い
て
記
述
し
て

下
さ
い
。
 

こ
れ
ま
で
に
、
同
種
の
蛋
白
質
の
構
造
解
析
例
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
課
題
採
択
の
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SPring-8の現状

SPring-8は1997年10月に供用を開始して以来、こ

の3月で3年半経過した。その間蓄積リングはスケジ

ュールに従って1998年5月にビーム電流100mAを蓄

積するとともに、設計値を上まわる性能を早々に達

成していった。2000年夏期長期運転停止期間にリン

グの4箇所に30m長直線部を設けるための電磁石の

大がかりな配置換えが行われたが、そのビーム性能

は改造前とほとんど同じ水準に達している。一方、

ビームライン（BL）に関しては、当初共用BL10本

で始まったが、その後BLの増設が続き、昨年度ま

でに共用BL20本（R&D BL3本を含む）、専用BL7本、

原研・理研BL6本、加速器診断BL1本の合計34本が

稼動している。現在調整中、建設中あるいは建設が

確定したBLは、共用BL5本、専用BL2本、原研・理

研BL5本、加速器診断BL1本の合計13本であって、

本年度も多数のBLの建設が進められる。これらが

完成すると全部で47本に達し、設置可能なBLの総

数62本の約3/4を占める。このような状況から、

SPring-8はBLの建設フェーズから本格的な利用フ

ェーズに推移してきたと認識される。

上述のように、多数のビームラインの増設・立ち

上げのおかげで広い放射光利用研究分野のかなりの

領域をカバーできるようになりつつある。一方で、

利用分野の拡大に伴う利用者数の増加や利用者のよ

り多いビームタイムの要請に応ずるためには加速器

の運転時間を増やす必要がある。しかし、それらに

対応して大幅に人員を増やすことは実現性に乏しい

と考えられる。そこで、これからの本格的な利用フ

ェーズにおいて限られた数のスタッフによって利用

支援を着実に行っていくための方策が昨年の秋頃か

らJASRI放射光研究所内で議論され、その組織の変

更案が検討された。従来の放射光研究所の組織は、

1996年1月から1年以上にわたる研究所基本問題懇談

会における基本的な枠組みの検討結果をもとにつく

られたもので、加速器部門、ビームライン部門、実

験部門、利用促進部門と施設管理部門の5部門から

なっていた。

本年4月から放射光研究所は文末に示すような新

しい組織に変更された。その骨子は次のとおりであ

る。従来の5部門のうち、大幅に変更されたのは利

用系のビームライン部門、実験部門と利用促進部門

の3部門であって、ビームライン・技術部門、利用

研究促進Ⅰ部門と利用研究促進Ⅱ部門に編成替えさ

れた。施設管理部門の組織は従来どおりである（部

門長は瀬崎勝二氏）。

今回の改組でもっとも重要なポイントはグループ

体制を確立させることであった。部門内の業務をグ

ループに区分けし、グループをユニットとして業務

を遂行する形がとられる。グループは数個のチーム

からなり、グループリーダー／チームリーダーの統

率のもとで活動する。

加速器部門は従来どおりの4つのグループ、運

転・軌道解析グループ、線型加速器グループ、リン

グ加速器グループと制御グループから編成されてお

り、今回それらのもとにチームが組織された（部門

長は熊谷教孝氏）。

ビームライン・技術部門は従来のビームライン部

門と利用促進部門の中の基幹的設備の整備に関わる

光源・基幹チャンネルグループ、光学系・輸送チャ

ンネルグループ、制御グループと共通技術に関わる

共通技術開発グループ、共通技術支援グループから

構成されている（部門長は副所長が兼務しているが、

実務的に石川哲也氏に部門長代理をお願いして

いる）。

利用研究促進Ⅰ部門と利用研究促進Ⅱ部門は、従

来の利用促進部門に属する共用ビームラインの支援

に関わるグループと実験部門のすべてのグループを

まとめたもので、それぞれ材料科学と生命・環境科

学に関連する共用ビームラインを利用に供する部門

である。利用研究促進Ⅰ部門には、構造物性Ⅰグル

放射光研究所の組織変更について

財団法人高輝度光科学研究センター

理事　放射光研究所副所長　　菊田　惺志
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PRESENT  STATUS  OF  SPring-8

ープ（極端条件下の構造、動的構造変化、構造ゆら

ぎ）、構造物性Ⅱグループ（表面構造、X線非弾性

散乱）、分光物性Ⅰグループ（XAFS、磁性）と分

光物性Ⅱグループ（軟X線分光、赤外分光）が属す

る（部門長は壽榮松宏仁氏）。利用研究促進Ⅱ部門

には構造生物グループ（蛋白質結晶構造解析）、生

物･医学グループ（小角散乱、医学診断）と顕微･分

析グループ（イメージング、微量元素分析）が属す

る（部門長は植木龍夫氏）。

利用研究促進ⅠとⅡの両部門にはさらにそれぞれ

産業応用・利用支援ⅠとⅡのグループが設けられ

た。これは前年度に導入されたコーディネーター制

度を効果的に運用するためのもので、材料科学分野

（コーディネーターは古宮聰氏と梅咲則正氏）と生

命・環境科学分野（コーディネーターは中前勝彦氏）

の専門分野別に産業応用・利用支援の強化が図ら

れる。

SPring-8は世界最高性能の加速器、光源および多

彩な最高レベルの実験装置群をもっており、JASRI

のスタッフはこれらの施設・機器の運転・保守整

備・高度化を行うとともに、供用促進・利用支援に

携わっている。さらに施設の基盤整備も進めている。

一方、将来にわたってSPring-8を第一級の施設とし

て維持・発展させるためには、インハウス・スタッ

フによる開発研究が必須のものである。これらの業

務がいずれに重点を置いて遂行されるかは各部門／

グループの役割によって異なる。

従来の利用促進部門と実験部門は上述の業務のう

ち供用促進・利用支援と開発研究にそれぞれ重点を

置いていた。今回限られた数のスタッフでビームラ

イン担当の役目を果たすために実験部門を利用研究

促進Ⅰ、Ⅱ両部門にマージさせて実験部門のスタッ

フにもその業務に携わってもらうことになった。そ

のうえで各グループが複数のビームライン／実験ス

テーションを受け持つことになった。こうすること

により利用支援の業務を融通性をもたせて着実に実

施できると考えられる。

開発研究についてもグループを研究ユニットとし

て機能させることとしている。将来を見据えた放射

光高度利用技術の開発研究プロジェクトをSPring-8

のサイトにある原研、理研とJASRIが連携して昨年

度から実施している。これは従来の限界を超えた性

能をもつ機器の開発(Instrumentation)と新しい研究

手法の開拓(Methodology)を行うものである。各グ

ループはこの研究資金や外部の競争的研究資金を獲

得して開発研究を進めることになる。その際R&D

ビームラインが有効に活用されるであろう。また外

部機関の研究チームとの研究協力、共同研究を積極

的に行うことも望まれる。

アドホックな客員グループとして加速器部門に高

度放射光利用技術開発グループが設けられた。ここ

では極短バンチビーム生成の開発研究プロジェクト

を実施し、その展開にあわせて利用系からも加わり

その利用研究をめざす。また利用研究促進Ⅰ部門の

客員グループの物性理論グループでは、X線による

励起と緩和に関連した現象を励起状態を含めた電子

状態の計算から研究し、実験と対比させる計画で

ある。

新組織にはまた、研究所の横断的な業務を統括し

て行うとともに、事務局との連携を強化するために、

所長室が設けられた。所長室には「計画調整」、「研

究事務」と「産業利用」の3つのグループが属する。

計画調整グループは従来の所長付計画管理グループ

とビームライン部門の計画調整グループがまとまっ

たもので、全体の事業計画に合わせた運転スケジュ

ールおよびビームラインなどに関する建設工程の調

整・管理の業務を行う。研究事務グループでは、研

究所が関わる部門長会議・グループリーダー会議な

どおよび高度利用技術研究開発委員会・R&Dビー

ムライン委員会などの事務局業務と研究所予算など

の立案に関わる事務局業務が行われ、産業利用グル

ープでは、コーディネーターとの連携による産業利

用促進に関わる企画・立案が行われる（室長は副所

長が兼務）。

政府の行政改革により発足した総合科学技術会議

において本年3月30日付で科学技術計画が決定され

た。それによると、科学技術の戦略的重点化項目と

して「基礎研究の推進」、「国家的・社会的課題に対

応した研究開発の重点化」と「急速に発展し得る領

域への対応」が挙げられている。2番目の項目につ

いては、ライフサイエンス分野、情報通信分野、環

境分野とナノテクノロジー・材料分野の4分野に特

に重点を置くとしている。放射光科学はここに挙げ

られたすべての項目の研究に密接に関わっている。

SPring-8の本格的な利用フェーズに対応できるよう

に編成されたJASRI放射光研究所の新組織のもと

で、将来的に利用系スタッフの増強を図りつつ、国

内外の利用者とともに21世紀初頭に期待されている

科学技術の発展に大きく貢献するように努めたい。
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SPring-8の現状

加速器部門
運転・軌道解析グループ

運転チーム
軌道解析チーム
ビーム物理チーム
光診断チーム

線型加速器グループ
前段加速器チーム
加速管チーム
ビーム診断チーム
高周波源チーム

リング加速器グループ
ビーム輸送チーム
電磁石チーム
高周波加速チーム
真空チーム
ビーム診断チーム

制御グループ
ネットワークチーム
ソフトウェア設計チーム
機器制御チーム

高度放射光技術開発グループ（客員）

利用研究促進Ⅰ部門
産業応用・利用支援Ⅰグループ

産業応用・利用支援Ⅰチーム
構造物性Ⅰグループ

極限構造チーム
動的構造チーム

構造物性Ⅱグループ
表面構造チーム
非弾性散乱チーム

分光物性Ⅰグループ
XAFSチーム

分光物性Ⅱグループ
軟X線チーム
赤外チーム

物性理論グループ（客員）

施設管理部門
計画管理課
運転管理課
施設管理課

ビームライン・技術部門
光源・基幹チャンネルグループ

光源チーム
基幹チャンネルチーム

光学系・輸送チャンネルグループ
光学系チーム
輸送チャンネルチーム

制御グループ
ネットワークチーム
ソフトウェア設計チーム
機器制御チーム

共通技術開発グループ
検出器チーム
放射線評価チーム
専用施設チーム

共通技術支援グループ
周辺技術チーム
情報ネットワークチーム

利用研究促進Ⅱ部門
産業応用・利用支援Ⅱグループ

産業応用・利用支援Ⅱチーム
構造生物グループ

結晶構造解析チーム
生物・医学グループ

生物チーム
医学チーム

顕微・分析グループ
顕微チーム
分析チーム

所長室
計画調整グループ
産業利用グループ
研究事務グループ

JASRI放射光研究所の新組織
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SPring-8が1997年10月に供用を開始してから、も

うすぐ3年半が過ぎようとしている。今年度には大

型施設の中間評価ということで、SPring-8の評価が

行われる予定である。

SPring-8の利用支援は利用促進部門が中心になっ

て行われてきたが、今回かなり大幅な組織変更が行

われた。（放射光研究所の組織変更の詳細について

は本号・菊田氏の報告を参照してください。）利用

系3部門は、従来のビームライン部門、実験部門お

よび利用促進部門から、

・ビームライン・技術部門：

ビームライン建設、維持管理および放射光研

究所に横断的な技術支援など

・利用研究促進部門Ⅰ：

材料科学分野の課題実験に関わる利用支援お

よび高度化開発・利用研究

・利用研究促進部門Ⅱ：

生命・環境科学分野の課題実験に関わる利用

支援および高度化開発・利用研究

に再編された。

1年前の利用者情報（Vol.5,No.3）には、SPring-8

の現状と題してSPring-8利用に関ってJASRIの担当

者が感じている問題とお願いを述べた。ここでは、

平成13年度の共用ビームライン整備状況、蓄積リン

グ運転計画とユーザービームタイム、組織変更にと

もなう利用支援の考え方、利用研究課題選定につい

ての問題および産業利用支援について現状を紹介する。

平成13年度の共用ビームライン
平成13年4月1日現在のビームライン整備の進捗状

況を図1に示す。このビームラインマップには、平

成12年度に建設が終了し13年度から立ち上げられる

共用ビームライン、「表面界面構造解析」BL13XU

および「産業利用」BL19B2がみられる。また、平

成12年度の補正予算で建設が始められている共用ビ

ームライン、「分光分析」BL37XUも含められてい

る。このビームラインはBL39XUからののれん分け

であり、BL39XUはその利用研究分野から今後「磁

性材料」（旧「生体分析」）と呼ばれる。

SPring-8では継続的に新規の共用ビームラインの

建設を行っていく予定である。しかしながら、

SPring-8の世界最高水準性能の優位性を今後とも先

端的研究に反映させていくためには、共用ビームラ

インの建設と並行して、より高度な実験が可能とな

るように既設ビームラインを改造・増強し、実験ス

テーションの新設・高度化を図る必要がある。これ

は、放射光科学における新しい研究分野の拡大や利

用技術・装置技術の急速な発展を受けて行うもので

ある。このような観点から、今後の共用ビームライ

ン建設提案は、ビームラインの改造・増強および実

験ステーション新設・高度化提案をも併せてお願い

することとなろう。図1に見られるように、設置が

可能であるビームラインの3/4の建設がすでにおこ

なわれている現在、ビームライン建設予定地として

残っている場所は長直線部や中尺ビームラインなど

特殊なビームラインがほとんどである。また偏向電

磁石光源ビームラインも設置スペースがかなり窮屈

となっている事が多い。このような状況から、今年

度は共用ビームライン計画趣意書の公募に際して、

ビームライン検討委員会ではあらかじめ説明会を行

う予定である。

ユーザービームタイムの増大（運転計画）
平成12年度の蓄積リング運転実績とユーザービー

ムタイムの実績は以下の通りである。蓄積リングの

運転時間は、計画の5,100時間に対して実績は5,090

時間である。この差は昨年10月の鳥取西部地震およ

び落雷による運転の停止が大きく響いている。

SPring-8が運転を開始して以来、地震による運転停

止は初めてであった。この蓄積リングの運転によっ

て、3,622時間のユーザービームタイムが配分され

た。蓄積リング、ビームライン／実験ステーション

や利用者のミスからおおよそ87時間が失われたが、

これは総ユーザービームタイムの2.4%に当たる。こ

の数字は驚異的に低い。平成12年度は、蓄積リング

の運転時間に対する総ユーザービームタイムの割合
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は71.1%である。

13年度は蓄積リングの運転時間の伸びに対して、

ユーザービームタイムの伸びは著しい。計画されて

いる蓄積リングの運転時間はおおよそ5,500時間で

ある。平成13年度は、12年度の運転に対して、「4週

モード」運転が基本となる。4週モード運転は、3回

の週末を含んで4週間にわたって運転され、ユーザ

ービームタイムとしては60シフト（480時間）の長

丁場である。この運転モードによって、ユーザービ

ームタイムは4,400時間にも迫る。蓄積リングの運

転時間に対する總ユーザービームタイムの割合は

82%にも達する。

組織変更と利用支援の関係
平成13年度のユーザービームタイムは12年度に対

しておおよそ800時間の増加が計画されている。この

ようなユーザービームタイムに対するJASRIの供用

支援は、共用ビームラインの急速な整備と相俟って、

ビームライン担当者にかなりの重荷を背負わせるこ

ととなる。JASRIでは研究所基本問題検討会におい

て研究所の構想を検討してきたが、その当初からビ

ームライン仕様や研究分野などを勘案してビームラ

SPring-8の現状

N

ビームラインマップ 
2001.4.1

挿入光源 (6 m)

挿入光源 (30 m)
偏向電磁石 

ビームライン総数  :  62本 (61本＋1本)

 :  34本 (            )
 :    4本 (            )
 :  23本 (            )

その他  :    1本 (            )

BL11XU 原研 材料科学Ⅱ  

BL14B1 原研 材料科学Ⅰ 

BL23SU 原研 重元素科学 

BL05 IN  

BL04B1 高温構造物性 
BL04B2 高エネルギーX線回折 BL02B1結晶構造解析 

BL01B1  XAFS
BL47XU  R&D (1)

BL46XU  R&D (2)

理研 構造生物学Ⅰ 
理研 構造生物学Ⅱ 

構造生物学Ⅰ 
構造生物学Ⅱ 

BL45XU
BL44B2

BL02B2粉末結晶構造解析 

加速器診断 

:  加速器診断 

加速器診断 

BL09XU 核共鳴散乱 
BL10XU 高圧構造物性 

表面界面構造解析 

産業利用 

BL20B2 医学・イメージングⅠ 
BL20XU 医学・イメージングⅡ 

BL19LXU 理研 物理科学Ⅱ 

BL25SU 軟X線固体分光 

BL27SU軟X線光化学 

BL39XU磁性材料 
BL38B2

BL35XU高分解能非弾性散乱 

BL29XU理研 物理科学Ⅰ 

BL40XU高フラックス 
BL40B2
BL41XU

:  原研、理研ビームライン 

:  共用ビームライン 

BL28B2白色X線回折 

BL38B1  R&D (3)

BL37XU分光分析 

BL43 IR赤外物性 

BL13XU

BL08W 高エネルギー非弾性散乱 

BL17XU 理研 物理科学Ⅲ 

BL22XU 原研 量子構造物性 

BL19B2

BL12XU APCST ID

BL12B2 APCST BM

BL33LEP

BL32B2

レーザー電子光 

BL24XU 兵庫県 

BL15XU 広エネルギー帯域 

BL16XU 産業界 ID

台湾APCST

物質・材料研究機構物質研究所 

産業界専用BL共同体 

BL16B2  産業界 BM
産業界専用BL共同体 

兵庫県 

台湾APCST

BL44XU生体超分子複合体構造解析 

:  専用ビームライン 

大阪大学蛋白質研究所  

大阪大学核物理研究センター 

創薬産業 
蛋白質構造解析コンソーシアム 

:  調整中・建設中・建設予定 （注） 

BL26B2
BL26B1 理研 構造ゲノムⅠ 

理研 構造ゲノムⅡ 

 

区　分 

稼働中 

計画・建設中 

合　計 

20

5

25

共　用 

7

2

9

専　用 

ビームライン 

6

5

11

原研・理研 

1

1

2

加速器診断 

34

13

47

合　計 

図1 ビームライン整備の進捗状況
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インをグループ化し、これにグループ化した研究

者・技術者チームを当てる考え方があった。平成13

年度からは、JASRI利用系が利用研究促進部門Ⅰお

よびⅡに再編され、それぞれがグループ化、チーム

編成によって供用支援に当たることとなっている。

もちろん、大変広範である放射光利用研究分野を限

られた数のチームで支援するわけであるから、現場

に十分に適合できていない部分があることは承知し

ているが、JASRI職員の努力と創意工夫で当面の

SPring-8利用研究課題実験に対処していくこととなる。

利用研究課題選定について
2月26日に東京で開催されたJASRI諮問委員会に

おいて、「SPring-8利用研究課題選定における課題

について」現状の問題点や今後課題選定において留

意すべき事項が審議された。その背景は、SPring-8

が供用開始後3年半を経て最近めざましい利用研究

成果が輩出されているが、本格的な利用期にはいる

に当たり運用に対する問題の提起やより効率的な運

用に必要性が指摘されてきていることである。

今後の利用研究課題選定などに関して留意すべき

点は

・独創的、開拓的研究の採択の拡大：

現在の審査基準には、科学的な観点では課

題の先端性と発展性というキーワードがあ

る。今後、SPring-8が最先端の研究を行うた

めに新規な発想や手法の開発をともなう課

題を積極的に取り上げる。

・国外からの利用の平和目的の確保：

今後国外からの利用のいっそうの増加が予

想されるが、SPring-8が国際的な役割を果た

していくにあたり、その利用研究は平和目

的に限定される。

・分野ごとの特徴を生かす課題選定：

現在の課題選定は、研究分野の特徴を生か

したものとはいえない。したがって、分科

会がビームタイムを留保しての弾力的な運

用や、医学利用・産業利用をはじめ特定の

分野の利用を拡大するためにプロジェクト

的研究の推進が必要である。

などである。4月の利用研究課題選定委員会でこれ

らの検討がはじめられる予定である。この点に関し

て、SPring-8の利用研究者から建設的なご意見がい

ただければと思っている。

産業利用支援
SPring-8の本格的利用を迎えるに当たり、社会的

なニーズに応えるべき幅広い活動が期待されてい

る。日本の産業界においては、激しい国際競争の下

に高付加価値製品の開発が求められる一方で、環境

対策など様々な要求を満たしていかなければならな

い。JASRIは、SPring-8で蓄積されてきた基礎的な

知見をもとに、社会経済のいっそうの展開に寄与す

るために積極的な取り組みを始めている。

その主なものは、

・産業利用促進体制の整備：

産業利用を促進するためにコーディネータ

ーを中心に、利用研究促進部門の中で活動

を行う。

・産業利用促進に関する活動：

産業界のニーズ、研究・開発・生産の動向

に対応し、技術支援、講習会・研修会・ワ

ークショップの開催、コンサルタント業務

をとおしての産業界の利用促進などを行う。

・「産業利用」BL19B2の整備：

共用ビームラインとして平成13年度には産

業利用ビームラインの立ち上げを開始する。

一部は共同利用を2001B期から始める予定で

あるが、本格的な運用は2002A期からを想定

している。産業利用の特殊性を勘案して、

利用研究課題選定委員会に分科会を設けて

課題選定を行うこととなっている。

である。今後の運用などに関しては、SPring-8産業

利用促進有識者会議で継続的に行われる。なお、産

業利用に関する広報活動など取り組むべき今後の課

題についてはJASRI内で検討される予定である。

以上、SPring-8利用に関わるこの一年の動きの中

で、主なものを列挙させていただきました。JASRI

の職員はSPring-8のさらなる利用に関して日々工夫

を重ねてきましたが、外部の利用研究者にはインハ

ウススタッフとは違った視点があるに違いありませ

ん。より良い利用研究成果を挙げるために、建設的

なご提案をお願いいたします。

植木　龍夫　UEKI  Tatsuo
(財)高輝度光科学研究センター　放射光研究所
〒679-5198 兵庫県佐用郡三日月町光都1-1-1
TEL：0791-58-0877 FAX：0791-58-0878
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◎平成13年2～3月の運転・利用実績
SPring-8は2月7日から第2サイクル、3月7日から

第3サイクルの運転をそれぞれ4週間連続運転モード
で実施した。第2～3サイクルでは挿入光源のrf-
BPMによる停止や冷却水流量低下による停止、RF
のサーキュレーターアークによる停止等があったが
順調な運転で、総放射光利用運転時間（ユーザータ
イム）内での故障等による停止時間（down time）
は約1.0％であった。

放射光利用実績については、実験された共同利用
研究の課題は合計255件、利用研究者は1047名で、
専用施設利用研究の課題は合計77件、利用研究者は
331名にのぼった。

1．装置運転関係
（1）運転期間

第2サイクル（2／7（水）～3／ 2（金））
第3サイクル（3／7（水）～3／30（金））

（2）運転時間の内訳
運転時間総計 約1113時間
①装置の調整及びマシンスタディ 約153時間
②放射光利用運転時間 約951時間
③故障等によるdown time 約9時間
総放射光利用運転時間（ユーザータイム=②+③）
に対するdown timeの割合 約1.0％

（3）運転スペック等
①第2～3サイクル（マルチバンチ運転）
・160 bunch train×（12－1）
・定時入射　1日1回（15時）
・蓄積電流　1～99mA

（4）主なdown timeの原因
①地震時の軌道の変動によるInter lock
②挿入光源rf-BPMによるInter lock
③冷却水の流量低下によるInter lock
④機器の誤操作によるInter lock
⑤SR－RFサーキュレーターアーク

（5）トピックス
①第2サイクルから、4週間連続運転モードのマ

シンスタディについては原則的にサイクルの
第3週目の月～水曜日に行う。

②第3サイクル（3月24日）での地震後の影響に
ついて、全系の加速器の点検・確認、管理区

域内の遮蔽等の点検・確認を行い異常の無い
ことを確認した。

2．利用関係
（1）放射光利用実験期間

第2サイクル（2／ 8（木）～2／19（月））
（2／21（水）～3／ 2（金））

第3サイクル（3／ 8（木）～3／19（月））
（3／21（水）～3／30（金））

（2）ビームライン利用状況
稼働ビームライン

共用ビームライン 17本
R＆Dビームライン 3本
理研ビームライン 3本
原研ビームライン 3本
専用ビームライン 6本
加速器診断ビームライン 1本

共同利用研究課題 255件
共同利用研究者数 1047名
専用施設利用研究課題 77件
専用施設利用研究者数 331名

（3）トピックス
①第3サイクル（3月24日）での地震後の影響に

ついて、全ビームラインの機器及びハッチ扉
等の点検・確認を行い異常の無いことを確認
した。

3．ニュースバル関係
ニュースバルの第2～3サイクルは、順調に利用

運転（焼き出し運転含む）及びマシンスタディ等
を行った。

（1）運転期間（土日は基本的に運転停止）
第2サイクル（2／8（木）～3／ 2（金））
第3サイクル（3／8（木）～3／30（金））

◎今後の予定
（1）4月4日から6月29日までサイクル間の運転停止

期間・中間運転停止期間をはさみ、4週間連続
運転モードの運転を3サイクル（第4～6サイク
ル）行う予定である。運転条件については決定
しだい、ユーザーに報告する。

SPring-8の現状

SPring-8運転・利用状況

財団法人高輝度光科学研究センター

所 長 室 　 計 画 調 整 グ ル ー プ



1．はじめに
平成12年度補正予算により、新しい共用ビームラ

インとして分光分析ビームラインの建設が開始され

た。このビームラインは、既存のBL39XUに併設さ

れていた分光分析実験ステーションを独立させ新た

な展開を図ることを目的としたものであり、設置場

所としてBL37XUが選定された。本稿は、計画段階

での概要を紹介することを意図して準備されたもの

である。本ビームラインの基本的構成はSPring-8標

準Ｘ線アンジュレータビームラインであるが、新た

な試みとして一枚振り結晶分光器による高エネルギ

ーＸ線利用ブランチを併設した。これは、近い将来

に建設を計画している高エネルギーＸ線利用ビーム

ラインのR&D的性格も持つものである。

本稿は、各担当者が準備した原稿を石川の責任で

取纏めたものである。「ビームラインの構成」を後

藤、「実験エリアとユーティリティ」を竹下、「実験

ステーション機器」を早川、その他の部分を石川が

担当した。このため、表記等に不統一が残っている

ことを畏れるが、読者のご寛恕を頂きたい。

2．ビームラインの構成
分光分析ビームラインBL37XUは標準真空封止ア

ンジュレータ（周期長32mm、周期数140）を挿入

光源とするアンジュレータビームラインで、これに

続くフロントエンド部も標準アンジュレータ用フロ

ントエンドとなる。挿入光源およびフロントエンド

の概要については文献［1、2］を参照されたい。

光学系・輸送チャンネルを中心としたビームライ

ン構成は図1に示す通りである。このビームライン
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分光分析ビームライン（BL37XU）の計画

図1 BL37XUのビームライン構成
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の特徴は、新たな試みとして、標準的なX線アンジ

ュレータビームライン構成（標準ブランチ）に加え

て、結晶1枚振りの高エネルギーブランチを設けた

ことである。

（1）標準ブランチ

いわゆる標準型であり、標準型二結晶分光器とタ

ンデムの水平偏向ミラー調整機構により主要光学系

が構成される。これは、表面界面構造解析ビームラ

イン［3］とほぼ同様の光学系である。

二結晶分光器は、水冷のピンポスト結晶を回転傾

斜配置において用いる標準アンジュレータビームラ

イン用二結晶分光器を導入することになるが、今後

の状況により循環型液体窒素冷却装置の導入の可能

性も検討されている。

ビームの水平方向の集光と高調波除去を目的とし

て水平偏向のミラー調整機構が2台タンデムに設置

される。これにより二結晶分光器からのストレート

光およびそれに平行な反射光を選択して利用するこ

とが可能になる。ミラーは長さ700mmのもので、

視射角はおよそ2～10mradの範囲で選択可能であ

る。ストレート光と反射光のずれは最大で27mmと

視射角に依存して変化するため、ミラー調整機構よ

り下流はICF152規格のコンポーネントを用いてビ

ームの平行移動に対して余裕をもたせている。場合

によって実験ステーション機器はミラー視射角に依

存して水平方向に追随できるような併進機構が必要

になる。ミラー本体は、コーティング材としてPtと

Rhの2種類を塗り分けた石英平面ミラーであり、光

軸に直角方向の併進機構によりコーティング材を選

択し使用するエネルギーによって使い分けることが

できる。ミラー調整機構はベント機構を備え、水平

方向の集光が可能である。

実験ハッチは2つあり、ハッチ選択は通常のタン

デムハッチの取り扱いにしたがう。輸送チャンネル

終端のベリリウム窓から各実験ハッチの機器までは

かなりの距離となり、真空パイプもしくはヘリウム

ガスのビームパスが必要になる。Heガス置換可能

な真空パイプ類、カプトン窓、および架台類につい

ては基本セットを用意しているが、実験ステーショ

ン機器との取り合いに応じては、さらに専用ものを

別途用意する必要がある。

（2）高エネルギーブランチ

図1に示す通り、標準二結晶分光器の上流側にブ

ラッグ角1.5度の一枚振りの高エネルギー分光器を

設置し、偏向角3度にて水平方向に蓄積リング寄り

に偏向し、実験ハッチ1まで導く。分光器の構造は

BL04B2のものと似ており［1］、長さ700mmの水平

偏向ミラー調整機構をベースにしたものになる。

当面Si 111反射が用いられ、フォトンエネルギー

75.5keVの高エネルギーX線が取り出される。アン

ジュレータの十数次のピークをこのエネルギーに合

わせるように適当にアンジュレータギャップを調整

することになる。

標準二結晶分光器において333反射を用いて75.5

keVのX線を取り出した場合と比較してみる。単純

にイントリンシックなロッキングカーブを計算し、

反射率を考慮した実効的なバンド幅を求めてみると

一枚振り111反射により約16倍の強度が得られるこ

とがわかる。このことが、エネルギーは固定ながら

高エネルギーX線が得られるブランチをつくる理由

の一つである。

結晶の冷却方法はR&D的要素を含むが、最初は

対称反射（視射角1.5度）にし、通常の偏向電磁石

ビームラインにおける白色対応のミラーと同様にサ

イドクーリング方式の間接冷却が採用されることに

なる。余分な低エネルギー成分を除去し結晶での熱

負荷を低減する目的でメタルフィルターユニットを

分光器の直上流に配置している。

高エネルギー分光器の結晶の挿入／退避により実

質の標準ブランチとの切り替えがおこなわれること

になる。したがって、同時利用可能なブランチビー

ムラインではない。また、このブランチについては

実験ハッチ2までのビームの導入は予定しておらず、

実験ハッチ1における使用に限定している。

3．実験エリアとユーティリティ
SPring-8における硬Ｘ線ビームラインでは、輸送

チャンネル機器、試料等で散乱された放射線を法的

ならびにSPring-8放射線障害予防規定によって定め

られた許容線量以下に遮蔽するために、ビームライ

ン全体を放射線遮蔽ハッチで覆うことが原則となっ

ている。隣接ビームラインとの境界条件およびハッ

チ自身の設計における基本的な原則は共通化されて

いるが、個別ビームラインのハッチは、ビームライ

ンの構成、実験ステーション機器およびビームライ

ン周辺の実験エリアなどを考慮して設計される。

ハッチ本体は光学ハッチ、実験ハッチ1および実

験ハッチ2から構成されいずれも連結されている。

実験ハッチの主な仕様は以下のとおりである。
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寸法

ハッチ内寸とはハッチパネル内面からの距離を示

し、補助遮蔽体、アングル材などの突起物は含まない。

入退室扉

ハッチ自動扉制御方法については、これは、手動操

作時の必要動作力、開閉スピード調整の容易さ、お

よび安全性などの観点から電動モーター制御を採用

している。また自動扉電気錠についても、振動によ

る実験への悪影響をさけるため、DCソレノイドを

採用している。

ケーブルダクト

各ハッチにつき2箇所の天井部ケーブルダクトは、

安全系インターロック用ケーブル、ユーティリティ

類用であるため、実験には使用できない。

電力

電気配線は、原則として実験系と光学系、制御系は

独立にクラスター化させ、実験系には漏電遮断ブレ

ーカーを使用している。

冷却水および圧空ポート

4．実験ステーション機器
BL37XUでは高輝度なアンジュレータ光を用いて

空間分解能を持った極微量元素の化学状態分析法を

開発する事、これらの手法を用いて材料や生体組織

中の微量元素の挙動を調べその機能発現を明らかに

する事を目標としている。

これらの課題は既にBL39XU（生体分析BL）に

設置された微小領域蛍光Ｘ線分析装置［4］、斜入射

蛍光Ｘ線分析装置［5］を利用して進められており、

期待した性能を実現すると共に様々な応用研究に利

用されている。また、微小領域蛍光Ｘ線分析装置に

設けられた光学ベンチを利用して標準型モノクロメ

ーターからのビーム評価に加えて、蛍光Ｘ線ホログ

ラフィー法による特定元素まわりの局所構造解析

（京大・河合、東北大・林ら）［6］、KBミラーによる

エネルギー可変なマイクロビーム生成（広大・早川、

廣川ら）［7］、Ｘ線光音響法によるイメージング

（広大・升島ら）［8］などが実施されている。さらに、

ハッチ内の僅かなスペースや資産を利用して蛍光Ｘ

線結像顕微鏡の開発（筑波大・青木、渡辺、山本ら）
［9］、溶液表面での偏光XAFS測定（阪大・渡辺ら）
［10］など新規な手法を用いた成果が報告されている。

一方、利用できるエネルギー域の関係でBL39XUで

は実現できなかった重元素のＫ殻励起蛍光Ｘ線分析

についてもBL8Wにおいて基礎的な研究が進められ

ている（東理大・中井、寺田ら）［11］。

BL37XUには既存の微小領域蛍光Ｘ線分析装置、

斜入射蛍光Ｘ線分析装置を高度化した機器を移設す

ることに加えて上述の様々な新手法に対応した装置

実験ハッチ1 
1組

 

入退室扉組数 

入退室扉位置 上流側より5m地点．ホール側 

上記入退室扉種類
 2枚組スライド外扉． 

 上流側手動．下流側自動． 

上記室扉開口部有効 3m幅×2.3ｍ高以上 

実験ハッチ2 
1組

 

入退室扉組数 

入退室扉位置 ハッチ中心．ホール側 

上記入退室扉種類
 2枚組スライド外扉． 

 上流側手動．下流側自動． 

上記室扉開口部有効 2m幅×2.3ｍ高以上 

実験ハッチ1天井部ケーブルダクト個数 5 

実験ハッチ1側面ケーブルダクト個数 3 

実験ハッチ2天井部ケーブルダクト個数 5 

実験ハッチ2側面ケーブルダクト個数 3

　設 置 場 所 　　　種　　　類  数量 

実験ハッチ1内 200V系コンセント盤 1ヶ所 

実験ハッチ1内 100V系コンセント 3ヶ所 

実験ハッチ1外 100V系コンセント 2ヶ所 

実験ハッチ2内 200V系コンセント盤 1ヶ所 

実験ハッチ2内 100V系コンセント 3ヶ所 

実験ハッチ2外 100V系コンセント 2ヶ所 

設　置　場　所 数　　量 

 実験ハッチ1内 　1ヶ所 

 実験ハッチ2内 　1ヶ所 

実験ハッチ1長さ （内寸） 8m 

実験ハッチ1幅 （内寸） 5m 

実験ハッチ1高さ （内寸） 3.3m 

実験ハッチ2長さ （内寸） 6m 

実験ハッチ2幅 （内寸） 4m 

実験ハッチ2高さ （内寸） 3.3m
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群が新たに設置される。共用ビームラインとしての

要請を考えれば、既にBL39XUで実績をあげた局所

分析（微小部、表面・界面）、微量分析、Ｘ線分光、

偏光制御といった測定法、測定装置を幅広いユーザ

ーが容易に利用できるレベルに高めると同時にＸ線

分析の極限をめざす取り組みに向けたスペースや機

器を確保することにも留意されている。放射光蛍光

Ｘ線分析で実現される検出限界は既にfgレベルに到

達しており、環境からの汚染が無視できないレベル

になりつつある。クリーンハッチの建設については

今回は見送られているが、新しい装置群では各装置

を簡易なクリーンブースに設置するなどして今後の

ありかたを探っていくことになる。

実験ハッチはタンデムに2つ設置されるが、表1に

設置を予定している装置を示す。上流の実験ハッチ

1には主に常設の装置が設置される。BL37XUの特

徴である高エネルギーＸ線を利用しての実験はハッ

チ内に設置される汎用架台上で進められる予定であ

る。実験ハッチ2での実験などに際してそれぞれの

装置は光軸からの待避が必要となるが、ビームに対

する位置決め再現性を向上することで準備時間をで

きるだけ短くする事、実験の再現性を向上する事を

めざしている。同様な事は顕微分析における試料位

置決めについても必要である。試料中の目的とする

部位の迅速な分析を実現するために試料ホルダーの

取り付け再現性の向上や位置決め技術などを重視し

ており、試料を装着するだけで目的の部位に10µｍ
程度の精度でビームを照射できる事をめざして

いる。

下流の実験ハッチ2は実験ハッチ1での実験中もハ

ッチ内での作業を進めることができる点に特徴があ

る。実験ハッチ1と比べてやや小さいが、持ち込み

装置や新規測定法の開発に活用される事を期待して

いる。

5．おわりに
本稿では、BL37XUに共用ビームラインとして建

設を予定している「分光分析ビームライン」の概要

を紹介した。このビームラインでは、ハッチ建設を

11月中に終了し、年明けの組立調整作業を予定して

いる。2月中には輸送チャンネル部分のハードウェ

アを完成させ、3月にはインターロック系、制御系、

実験ステーション機器が揃う予定である。平成14年

4月から試験調整運転を開始し、2002Bから利用研

究に供することが出来るよう、スケジュールの調整

を行っていく。

本ビームライン建設に関わる設計・発注作業に

JASRIビームライン・技術部門の光源・フロントエ

ンドグループ、光学・輸送チャンネルグループおよ

び制御グループの沢山の方の御助力をいただいたこ

とに感謝したい。
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1．はじめに
平成12年度11月の補正予算によって、新たに原研

ビームライン1本の建設が認められ、平成13年度末

の完成を目指して整備を進めることになった。

現在SPring-8にある原研ビームラインとしては、

BL23SU（重元素科学）、BL14B1（材料科学Ⅰ）、

BL11XU（材料科学Ⅱ）の3本が利用運転を行って

いる。これらは原研所内での広範囲な放射光利用分

野をカバーするために、それぞれ主要なエネルギー

領域において相補的な役割分担をしている。新たに

建設される4本目もこの方針の延長にある。表1に新

設ビームラインを含む原研ビームライン4本の研究

内容・特徴の相違点をまとめた。

今回のビームライン建設の主な目的をまとめると

次の2点になる。

①　アクチノイドやランタノイド系を対象とした共

鳴磁気散乱あるいは磁気吸収実験の実施

②　既存の原研ビームラインにおけるビームタイム

不足の緩和

前者に係るビームライン仕様として、例えばウラ

ンUのM5吸収端のエネルギーが約3.5keVであるな

ど、比較的Be窓による吸収が大きいエネルギー領

域までカバーする必要がある。加えてUなどの国際

規制物質や超ウラン元素を研究対象とするために、

それらの使用が許される特定のエリア、すなわち

RI棟にビームラインを導入する必要がある。この

ことは今回の建設計画が既存のBL23SUに続いて、

SPring-8における非密封放射性物質の放射光研究を

実施するためのRI棟およびビームライン整備の一

環となることを意味する。

後者については、現状の3本のビームラインそれ

ぞれが複数の研究テーマのもとに運用され、複数の

実験ハッチや装置を研究者ごとに交替で使っている

事情がある。このうちBL11XUの高温高圧発生装置

を新ビームラインに移設することで、高圧実験に関

するビームタイムの増加と、一方のBL11XUにおけ

その他のビームライン

量子構造物性ビームラインBL22XU建設計画の概要

日本原子力研究所　関西研究所　放射光科学研究センター

小西　啓之、塩飽　秀啓、稲見　俊哉、片山　芳則、綿貫　徹

表1 原研ビームラインの整備計画
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る核共鳴散乱実験や非弾性散乱実験、表面回折実験

の強化をねらいとする。

RI棟に放射光を引き込むことと光源としてアン

ジュレータを選択することで、新ビームラインは

BL22XUとなる（RI棟に建設可能な未計画ビームラ

インとして残るのは、偏向電磁石光源のBL22B2の

み）。目的①に従って（予算要求の通り易さも意識

しているが）、ビームライン名称は「量子構造物性

ビームライン」とした。

2．ビームラインの概要
2-1．挿入光源と基幹チャンネル

前章に記した目的①では比較的長波長の硬X線が

必要とされるのに対して、目的②の観点からは高い

透過能やより高いQでの回折測定が必要となる反面、

バックグラウンドの遮蔽や検出器の特性などによる

実験の行い易さを考慮して、50～70keVのX線が要

求される。

両者を一次光で取り出せるアンジュレータとして

理化学研究所・北村英男主任からご提案いただいた

真空封止型リボルバー式アンジュレータが最も魅力

的であったが、何分年度後半の補正予算では詳細を

詰める時間があまりに少なく、今回は採用を見送っ

た。最終的には標準的な真空封止X線アンジュレー

タ（磁石周期長38mm、磁場周期数118）に決定し

た。一次光で3～10数keVを、11～15次光で50～

70keVを利用する。

この挿入光源の最大total power（gap=9mm）は

約12.6kWと計算される。これは標準的なX線アンジ

ュレータ用基幹チャンネルで十分対応できる。ただ

し後で述べる理由から、標準的な基幹チャンネル機

器構成から実験ホール側の機器の一部（端部排気真

空槽やBe窓真空槽など）は削除する。

2-2．輸送ラインの概略と遮蔽ハッチ
単色X線を得るために3～70keVを1台の二結晶分

光器、1組の結晶面でカバーするのは製作上困難で

あるし、得策ではない。考えられる方法は複数台の

分光器を用意するか、結晶面を真空中で切り換える

かのいずれかだが、我々は前者を選択した。平板の

Si111結晶を用いてできるだけX線強度を高くする

ことと、液体窒素冷却の採用に伴ってその振動対策

を行う際に面切換機構のない方がいろいろな可能性

を検討できると考えたからである。

集光方法としては高圧実験などで高エネルギーX

線を用いる場合はベリリウム屈折レンズ、磁気散

乱・吸収実験などで低エネルギーX線を用いる場合

は高調波除去の目的と合わせて全反射ミラーを用い

る。全反射ミラーの集光点はRI棟内の光源から約

115ｍの地点と設定した。実質的にミラーが設置で

きるのは蓄積リング棟実験ホールの光源から50～85

ｍの間であるが、レイトレースの結果ではできるだ

け後方にミラーを持ってきたほうが集光に適してい

る。これはミラーの曲率が小さいと反射面スロープ

エラーの影響が顕著になるためと考えられる。

以上から遮蔽ハッチとしては光学ハッチ、高圧実

験のための実験ハッチ1、ミラーチェンバーを入れ

た実験ハッチ2（本来ならミラーハッチと呼びたい

が、当面混乱を避けるためこの名称を用いる）、RI

棟実験ホールでの磁気実験用の実験ハッチ3の4つを

製作することになる。光学ハッチ内の最下流にベリ

リウム屈折レンズを置くが、その集光点となる実験

ハッチ1は屈折レンズの焦点距離をできるだけ長く

取れるように、光学ハッチと分離して、実験ハッチ

2と連結させて実験ホールの後方に設置する。光学

ハッチと実験ハッチ1の間、実験ハッチ2と3の間は

鉛を巻いたシールド真空配管でつながれる。特に実

験ハッチ2と3の間では一部屋外に機器を設置する必

要があり、シールド真空配管や真空ポンプを風雨か

ら保護するための措置も必要になる。

主要機器の配置案を図1に示す。

図1 BL22XUの主要機器の配置
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2-3．二結晶分光器
2台用意する二結晶分光器のうち、低エネルギー

用（3～37keV）のものは従来の標準型二結晶分光

器に準じたもので、第一結晶と第二結晶が共通の回

転軸により回転し、低位置出射はカム等を用いたリ

ンク機構で実現される。ただしブラック角の範囲を

3°～42°と特に高角側に拡大している点で特別仕様

となる。

高エネルギー用（35～70keV）では第一結晶と第

二結晶の主軸回転が独立しており、定位置出射させ

るために第一結晶回転機構全体を並進ステージに載

せる。ブラック角の範囲は1.6°～3.2°で、二結晶間の

垂直方向のオフセットは標準型結晶分光器と同じく

30mmとする。このため第一結晶の並進距離はかな

り長くなり、真空槽全体の大きさは1.5m程度にな

る見通しである。

2-4．全反射ミラー
全反射ミラーはM0、M1、M2、M3の4枚を用意

する。M0はミラー使用時には必ず光軸上に挿入さ

れ、M0による入射・反射角の調整によってM1～

M3の選択が決まる（図2）。

M0は平面ミラーで、長手方向の機械曲げによっ

て縦集光を行う。反射コート材はNi及びRhを塗り

分ける。その選択切換のために光軸に垂直で水平方

向の並進機構を用意する。M1～M3は横集光を行う

ためのサジタルミラーである。各ミラーの仕様を表

2に示す。

ミラーを真空中に保持して位置・角度調整を行う

ためのチェンバーを3台製作する。このうち第一チ

ェンバーにはM0とM1の2枚のミラーを収納する。

2-5．真空排気系その他
光学ハッチ内の機器やミラーチェンバーは基本的

にターボ分子ポンプによって真空排気を行う。ただ

しシールド真空配管や実験ハッチ1内の連結管部分

などはスクロールポンプや油回転ポンプで対応す

る。3keV以上のエネルギーであればある程度低真

空度領域があってもX線の減衰はほとんど無視でき

るからである。

しかしX線ビームライン標準のBe窓を使用すると

低エネルギー領域での減衰は必ずしも無視できな

い。先に述べたようにBL22XUでは基幹チャンネル

の実験ホール側標準排気真空槽を排して差動排気シ

ステムを置き、水冷Be窓なしでも基幹チャンネル

超高真空を維持できるようにする。一方で非密封放

射性試料を扱うことも考慮し、差動排気部下流や大

気中への放射光ビーム取り出し口には可動式Be窓

を取り付けて、Be窓を用いても実験に不都合のな

い状況では（特にX線エネルギーの高いとき）原則

的に真空隔壁としてこれを挿入できるようにする。

その他に各部で真空破断が生じた場合に上流部の

真空保護や放射性試料の拡散を防ぐ方法として高速

バルブと音響遅延管を全体で3箇所に用意する。

その他のビームライン

表2 BL22XUのミラーの仕様

図2 BL22XUのミラーシステムの概念
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3．実験ステーションと研究内容
3-1．蓄積リング棟実験ハッチ1において

実験ハッチ1では主として、原研極限環境物性グ

ループによる高圧実験が行われる。ハッチ内部の上

流側には、現在BL11XUに設置されているマルチア

ンビル型高温高圧発生装置SMAP180を移設し、圧

力12GPa、温度1200℃程度までの領域でX線回折実

験や密度測定実験などを行う。標準型二結晶分光器

に加えて高エネルギー用結晶分光器を使うことによ

り、液体や非晶質のX線回折実験においては広い波

数範囲の測定が可能となり、実空間での分解能が高

い構造データが得られると期待される。また密度測

定でも、高エネルギーX線が使えると、より重い元

素の測定が可能となる。

ハッチ内部の下流側には、ダイアモンドアンビル

セル用回折計を設置する。本回折計は現在製作中で

あるが、粉末および単結晶X線回折実験を可能とす

る仕様となっている。特に検出器としてオンライン

読取型イメージングプレートおよびCCDカメラを備

えており、前者によって構造解析用粉末回折データ

の取得および単結晶振動写真の撮影等を行い、後者

によって単結晶構造解析用データの取得、時分割測

定等を行うことを予定している。また4K冷凍機を

搭載することにより、高圧下低温実験も可能であり、

この場合CCDカメラを使用することにより短時間に

多くの温度点のデータを取得することができる。

3-2．RI棟実験ハッチ3において
実験ハッチ3では、主に3d遷移金属（Ti～Cu）の

K 吸収端、ランタノイド（Ce～Yb）のL吸収端、

アクチノイド（U）のM吸収端を用いた共鳴回折実

験を計画している。従って、主に用いられるエネル

ギー範囲は3.5～9keVということになる。実験装置

としては、垂直振りの四軸回折計と水平振りの二軸

回折計が設置される。

四軸回折計は標準的なEulerianクレイドルを用い

たものである。幾つかの冷凍機が用意されており、

2K～室温までの測定が可能である。また偏光解析

アナライザも使用できる。ここでは、軌道秩序、四

重極転移、電荷秩序等の共鳴回折実験が行われる予

定である。UのM端での実験ではHeパスの窓材によ

る吸収も無視できないため、回折計全体をHe槽に

入れる工夫も行う予定である。なおミラーによる集

光が30keVまで行えるので、共鳴散乱でない実験、

例えばDACを用いたUを含む試料の低温高圧実験等

も可能である。

一方、二軸回折計では、超伝導マグネットを載せ

る事により、磁場下での回折実験を計画している。

試料テーブルにはスイベル（χ）と回転ステージ

（φ）が付いており、ある程度の試料の軸合わせが

可能である。研究対象としては、磁場誘起の四重極

秩序、構造相転移などが考えられる。また、超伝導

マグネットは水平磁場を印加するタイプなので、こ

こではさらに磁気円二色性の実験が可能である。こ

れに備えて水平偏光を円偏光に変換する移相子が実

験ハッチ内に設置される。この移相子は、特にU

のM端での使用を考慮して、全体を真空槽に入れる

ようにする。

4．おわりに
これから詳細設計、製作、現地作業と進み、平成

14年3月末頃にはオフビームでの動作試験を完了し

たい。ハッチへの放射光導入や光学系の立ち上げ等

は平成14年度に入ってからになるだろう。

本ビームラインの建設に関しまして、SPring-8関

係者の方々やユーザーの皆様のご理解とご協力をい

ただけますよう、お願いいたします。
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1．はじめに
平成12年度補正予算により、理化学研究所は2本

のハイスループットタンパク結晶構造解析用偏向電

磁石ビームラインを整備することになった。本稿は

計画段階での概念設計報告書となることを意図して

準備されたものである。これらのビームラインは今

後のハイスループット構造解析の魁の役割を果たす

べきものであり、また既に計画が進んでいる専用ビ

ームライン（創薬産業ビームライン）［1］や、既設

のタンパク結晶構造解析用ビームラインとの共通

性・互換性も考慮して、SPring-8標準コンポーネン

トをベースとした全体設計が進められている。

本稿は、各担当者が準備した原稿を石川の責任で

繋ぎあわせたものであり、「ビームラインの構成」

を後藤、「実験エリアとユーティリティ」を竹下、

「実験ステーション」を山本が担当し、その他の部

分と全体の平仄を合わせる作業を石川が行った。従

って、各項目を各々独立な読み物として読んで頂け

れば幸甚である。

2．ビームラインの構成
構造ゲノムビームラインは標準的な偏向電磁石ビ

ームライン構成に基づいており、個々の要素に関す

る基本的な考え方は既に文献［2, 3］に示した通りで

ある。フロントエンド、制御・インターロックにつ

いてはこれらを参照されたい。ここでは、光学系を

中心にビームラインの構成について述べる。

実験ホール全体を見渡し偏向電磁石ビームライン

が建設可能な残りわずかな候補地のなかから、光学

系として全く同等の2本の偏向電磁石ビームライン

を建設することが可能な場所を検討した結果、

BL26B1、B2を選択することになった。いったん場

所を決めてしまうと、あとは隣接するビームライン、

すなわちBL25SU、BL27SUの2本の軟X線ビームラ

インにはさまれた場所において、いかにできるだけ

等価な2本のビームラインをレイアウトするかが主

な課題となったが、幸いR&DビームラインⅢ

（BL38B1）を雛型とし、多少の修正をすることによ

り図1に示すように光学系として全く同等の2本のビ

その他のビームライン

構造ゲノムビームライン（BL26B1/B2）の計画

図1．BL26B1、B2のビームライン構成

理化学研究所　播磨研究所　　山本　雅貴　

財団法人高輝度光科学研究センター

放射光研究所　ビームライン・技術部門

後藤　俊治、竹下　邦和

理 化 学 研 究 所 　 播 磨 研 究 所

財団法人高輝度光科学研究センター

放射光研究所　ビームライン・技術部門

石川　哲也
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ームラインを配置することができた。図1には現れ

ていないが、BL26B2の光学ハッチと実験ハッチの

間、 および、実験ハッチの下流側からBL27SUの光

学ハッチへのアクセスが可能になるようにしてい

る。また、BL26B1の光学ハッチと実験ハッチを分

離することによりBL26B2の光学ハッチへのアクセ

スを可能にしている。

光学系は標準的な偏向電磁石ビームラインのもの

であり、特にBL38B1と同様の光学系を採用してい

る［4］。なお、本誌本号で別途紹介される創薬産業

ビームラインBL32B2［1］もほとんど同様のビーム

ライン構成である。

偏向電磁石ビームライン用標準二結晶分光器にお

いては、主としてSi 111反射により単色X線を得る

ことになる。

光源から40m付近には高調波除去および集光を目

的としてミラーが設置される。ミラーは、長さ1m、

サジタル曲率半径70mmのシリンドリカルミラーで

あり、母材は石英でコーティングはRhである。偏

向方向は下向きで、湾曲機構により子午線方向に曲

げ二次元的に集光する。BL38B1と同様に、約8m離

れた光学ハッチと実験ハッチの間は、通常の偏向電

磁石ビームラインよりひとまわり口径の大きな

ICF203規格のシールド真空パイプによって接続し、

真空パイプを動かすこと無しに、ミラーを退避させ

たストレート光から視射角5mrad（偏向角10mrad）

の反射光まで通すことを可能にしている。光学系の

立ち上げ調整後は、視射角を3.6mradに固定し、カ

ットオフエネルギー18keVとして使用する予定であ

り、この場合焦点位置はほぼ実験ハッチの中央（光

源から約52.5m）になる。

なお、このビームラインで利用可能な最大水平取

り込み角は1.5mradであるが、シリンドリカルミラ

ーを用いた場合には、有限のミラーサイズのために

水平、垂直方向ともにアクセプタンスが制限される。

簡単な見積もりにより水平方向のアクセプタンスは

0.7mrad程度になる。

3．実験エリアとユーティリティ
SPring-8における硬Ｘ線ビームラインでは、輸送

チャンネル機器、試料等で散乱された放射線を法的

ならびにSPring-8放射線障害予防規定によって定め

られた許容線量以下に遮蔽するために、ビームライ

ン全体を放射線遮蔽ハッチで覆うことが原則となっ

ている。隣接ビームラインとの境界条件およびハッ

チ自身の設計における基本的な原則は共通化されて

いるが、個別ビームラインのハッチは、ビームライ

ンの構成、実験ステーション機器およびビームライ

ン周辺の実験エリアなどを考慮して設計される。

BL26B1とBL26B2のハッチは一体化し設計され、

一部の光学ハッチは共通の壁パネルを有している。

共に光学ハッチと実験ハッチを分離型とし、その間

から隣接ビームラインのハッチへのアクセスが可能

である。

設計、製作を容易にするためにBL26B1とBL26B2

の仕様は可能な限り同等とした。以下に述べる実験

ハッチの主な仕様はBL26B1とBL26B2で共通で

ある。

寸法

ハッチ内寸とはハッチパネル内面からの距離を示

し、補助遮蔽体、アングル材などの突起物は含ま

ない。

入退室扉

ハッチ自動扉制御方法については、これは、手動操

作時の必要動作力、開閉スピード調整の容易さ、お

よび安全性などの観点から電動モーター制御を採用

している。また自動扉電気錠についても、振動によ

る実験への悪影響をさけるため、DCソレノイドを

採用している。

ケーブルダクト

各ハッチにつき2箇所の天井部ケーブルダクトは、

安全系インターロック用ケーブル、ユーティリティ

類用であるため、実験には使用できない。

実験ハッチ長さ （内寸） 5 m 

実験ハッチ幅 （内寸） 3 m 

実験ハッチ高さ （内寸） 3.3m

実験ハッチ入退室扉組数 1組 

入退室扉位置 ハッチ下流側、ホール側 

上記入退室扉種類
 2枚組スライド外扉、 

 上流側手動、下流側自動 

上記室扉開口部有効 2m幅×2.3ｍ高以上 

実験ハッチ天井部ケーブルダクト個数 　　5 

実験ハッチ側面ケーブルダクト個数 　　2
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電力

電気配線は、原則として実験系と光学系、制御系は

独立にクラスター化させ、実験系には漏電遮断ブレ

ーカーを使用している。

冷却水および圧空ポート

4．実験ステーション
4-1. 構造ゲノムビームラインの役割

タンパク質は遺伝子情報をもとに作り出される生

命現象の基本単位であり、その機能を解明すること

が生命現象を解明するためには必要不可欠である。

また、ヒトゲノムやイネゲノム計画により、多くの

生物種の全遺伝情報が明らかにされつつある。構造

ゲノム研究では、ポストゲノム計画の一つとしてゲ

ノム解析により得られた膨大な遺伝子情報からの最

終生産物であるタンパク質の立体構造を網羅的に解

析する事を目標にしている。多くのタンパク質につ

いて立体構造情報の蓄積を進めることにより、タン

パク質の機能発現機構を明らかにし生命現象に対す

る理解を深めるだけでなく、将来的にはその機構に

直接作用するような合理的な医薬品開発などを可能

にする。

構造ゲノムビームラインは、簡便に膨大なタンパ

ク質の立体構造を解明することを目的に、最も効率

よく迅速にタンパク質結晶の回折強度測定を実行可

能にする。結晶構造解析法には、タンパク質サンプ

ルの結晶化や結晶構造解析における位相問題など難

関が予想される。構造ゲノム研究では迅速・簡便な

結晶化スクリーニング法の適用が予定されており、

今後の研究成果が期待されている。Ｘ線回折強度の

位相問題では、放射光利用技術の発展に伴い、多波

長異常分散法（MAD：Multiwavelength Anomalous

Diffraction Method）による位相決定が一般的に利

用される様になってきた。MAD法は異常散乱子を

含む1個の結晶からの複数波長の回折強度データに

より位相決定を行うものであり、結晶の同型性など

の系統誤差を排除して高分解能での位相決定を可能

にする。現在、MAD法は金属蛋白質や良質の重原

子誘導体結晶を主な対象としているが、構造ゲノム

ビームラインではさらにセレノメチオニンを導入し

たタンパク質結晶との組み合わせにより、構造未知

タンパク質の位相決定のルーチン化を予定している。

図2に実験ステーションに設置する自動回折計の

概念図を示した。実験ステーションには構造ゲノム

研究において必要不可欠な膨大なサンプルを管理し

ながらハンドリングする凍結結晶サンプルチェンジ

ャーを中心とした大量サンプル管理システムを導入

する。また、回折強度データ収集の効率を最大化す

るために、高速検出器および結晶の測定方位を最適

化することが可能なκゴニオメータを設置する。

4-2. 大量サンプル管理システム
構造ゲノム研究では、ゲノム解析により得られた

遺伝子情報から生産された膨大な数のタンパク質サ

ンプルを間違いなく管理しながら、結晶化しハンド

リングして放射光ビームラインでの回折強度データ

収集を行う必要がある。また、その膨大な収集済み

回折強度データについても管理・保存しながら以降

の解析を迅速に進めるために、データベースを基本

とした大量サンプル管理システムが必要不可欠であ

る。

構造ゲノムビームラインでは、大量サンプル管理

システムのハードウェアーの中核となる自動サンプ

ル結晶交換用の凍結結晶サンプルチェンジャーを開

発して、実験ハッチに設置する。現在凍結結晶のマ

図2．自動回折計の概念図（詳細は本文参照）

　設 置 場 所 　　　種　　　類  数量 

実験ハッチ内 200V系コンセント盤 1ヶ所 

実験ハッチ内 100V系コンセント 1ヶ所 

実験ハッチ外 100V系コンセント 2ヶ所 

　　　設　置　場　所 　　　数　　量 

　　　 実験ハッチ内 　　　　1ヶ所 
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ウント・保存にはマグネットとクライオバイアルを

使用した、クライオマウントシステムが一般的に使

用されている。しかし、これはサンプルチェンジャ

ーで使用するにはサンプル交換時の信頼性が乏し

く、試料結晶毎に個別のバイアルを使用するため大

量サンプル管理ではより効率的な形状を持ったマウ

ントおよび保存用の結晶マウントピンの開発が重要

である。構造ゲノムビームラインへの導入を目標と

して、自動結晶マウント時の信頼性向上のため、専

用の結晶マウントピンの開発を進めている。その形

状はクライオバイアルより小型の物とし、保存用ラ

ックに複数個（5×5個程度）を同時にマウントした

状態で保存・運搬し、自動データ収集に使用するこ

とで、大量サンプル結晶の効率的な管理・測定を可

能にする。これにより、実験ハッチの入退室を行う

ことなくビームラインにおける大量の試料結晶の評

価・検討を効率的に行うことができる。また、評

価・検討結果に従って複数の結晶についてのルーチ

ン化された自動データ収集を可能とする。

4-3. 自動回折計
自動回折計は、サンプルチェンジャーに対応した

結晶試料用ゴニオメータ、入射光成型制御部、2つ

タイプの異なる2次元検出器と架台から構成される。

本装置は、タンパク質結晶構造解析実験での振動写

真法による回折イメージ撮影に使用する。結晶試料

用ゴニオメータはκ-ジオメトリーを採用し、遠隔

操作によりモザイク型CCD検出器および高速イメ

ージングプレート検出器を切り換えて使用できる機

構を採用する。これにより、任意の方位でマウント

されたタンパク質結晶から、測定方位や使用検出器

について最適な測定条件において、高分解能の回折

強度イメージを記録できる。高輝度放射光下でのビ

ームライン実験において、タンパク質結晶では放射

線損傷を最低限に抑えながら、高いシグナル／ノイ

ズ比の回折強度測定を可能にするため、任意のビー

ムサイズに整形するための2台の4象限スリットと高

速ビームシャッターを入射光成型制御部に採用す

る。全てのデータ収集は凍結サンプルについて

100Kでの強度測定を行うため、窒素吹きつけ低温

装置を設置している。MAD法による位相決定を予

定している試料結晶の評価・検討用に吸収端測定用

蛍光XAFS測定系も回折計に組み込まれている。

タンパク質結晶ではそのＸ線回折能・格子定数・

放射線損傷に対する耐性などの違いから、結晶毎に

検出器に対する要求仕様が異なったものとなる。そ

こで、高速性を重視したモザイク型CCD検出器と

高ダイナミックレンジ・大検出面積を特徴とする高

速イメージングプレート検出器の2つの異なるタイ

プの2次元検出器を採用する。モザイク型CCD検出

器は有効検出面積が210×210mm2、ピクセルサイズ

が51×51µm2の2×2モザイク型検出器である理学電

機製のJupiter210を採用した。本検出器では、最高

1時間あたり250イメージ以上の連続データ収集が可

能である。また、高速イメージングプレート検出器

には、有効検出面積400×400mm2、ピクセルサイズ

100×100µm2を1分以下で読み出し可能な理学電機

製のR-AXIS Vを採用した。両検出器ともに画素数

は4000×4000pixelsを標準としており、1イメージ

あたりのデータ量は32MBと巨大なものであり、最

終的な自動データ収集結果の保存およびデータ処理

は構造ゲノムビームラインと高速ネットワーク接続

されたハイスループットファクトリーの大規模高速

データ処理システムによって行われる予定である。

本ビームラインの実験ステーションは、最終的に

膨大な数のタンパク質結晶を、最高の効率で迅速に

回折強度測定可能にする。平成13年度中に大量サン

プル管理システムや自動回折計の開発・製作を行

い、平成14年度からの試験運転開始をめざして

いる。

5．おわりに
ここで紹介した構造ゲノムビームラインは、基本

構成として既存のBL40B2およびBL38B1と殆ど同等

なものである。また、BL32B2に建設が計画されて

いる専用ビームライン（創薬産業ビームライン）も

基本的には同一の構造を持つ。本ビームラインでは、

SPring-8に於けるビームラインオートメーションの

端緒となるべく、実験ステーションでの試料まわり

に新機軸を打ち出している。このことによって、大

量のタンパク質結晶のハイスループット解析を可能

とする。

本ビームラインのハッチ建設は夏のシャットダウ

ン中に開始し、11月中に終了する予定である。また、

コンポーネント類は全て年内には揃い、年明けから

組立作業を開始し、2月中にメカニカルな部分は全

て完成する。3月に、インターロック系、制御系、

実験ステーション装置が完成し、年度明けからの試

験調整運転を予定している。
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1．はじめに
日本製薬工業協会加盟の製薬会社（22社）で蛋白

質構造解析コンソーシアムを設立し、SPring-8に

「創薬産業ビームライン」を専用ビームラインとし

て建設することになった。本稿では、当該ビームラ

イン建設の目的、建設にいたるまでの経緯を紹介し、

合わせてビームラインの概要を紹介する。ビームラ

インの概念設計は理研構造ゲノムビームラインのそ

れと平行して行われ、可能な限りにおいて互換性を

確保することが考慮されている。本計画は、参加製

薬会社、理化学研究所播磨研究所および(財)高輝度光

科学研究センターの多数の研究者と事務方が議論を

重ねた結果として成案となったものであり、本稿の

著者はそれぞれを代表した報告者である。

2．目的：創薬産業ビームラインの目指すもの
専用ビームラインでの測定に期待すること
1．高輝度放射光を利用した微小結晶構造解析によ

る結晶化に伴う経費、時間、および労力等の削

減、さらにデータの質の改善。

2．コンソーシアム参加企業内でのビームタイムス

ケジュールによる計画的なタンパク質構造解析

の実施。また、柔軟な運用体制による測定必要

時のビームタイム確保。

3．施設使用料を支払うことによる研究成果の占有

非公開。

4．理研播磨研究所との技術指導契約および研究者

間情報交換によるコンソーシアム参加企業研究

者の技術習得・技能向上。

タンパク質構造解析と知的財産
昨年6月にヒトゲノム解読がほぼ（約90％）終わ

り、その後は遺伝子が作り出すタンパク質の機能解

明に焦点が集まっている。昨年11月、横浜で開催さ

れた構造ゲノム科学の第一回国際会議はポストゲノ

ム研究における国際競争の激化を予感させる内容で

あった。さらに、本年2月に国際ヒトゲノムプロジ

ェクトとセレーラ社は人間の遺伝子数が当初推定の

半分以下、3万～4万程度であることを公表した。従

って、一つの遺伝子が複数の異なるタンパク質を作

っていることは確実であり、遺伝子特許のみでタン

パク質の権利は押さえ難いとの解釈が示されてい

る。タンパク質の働きを明らかにして知的財産を確

保することが積極的に展開されることが予想され

る。たとえ遺伝子を特許で押さえられてもライセン

スなどによって事業化に繋げることも可能である。

ゲノム競争で遅れた日本の製薬企業の巻き返しは十

分可能であると期待されている。

タンパク質構造解析と創薬
病気の診断・治療技術の研究開発には関連タンパ

ク質の解析が必須である。しかし、従来の創薬は標

的タンパク質（受容体、イオンチャネル、酵素 等）

の構造と機能を十分解明できない状況での試行錯誤

の研究で、新たな薬物標的タンパク質を見出すこと

は限界に達していた。今後のヒトゲノム情報を利用

した医薬品の創製（ゲノム創薬）は『タンパク質の

構造と機能の解明』を基盤として展開することは確

実で、固有の三次元構造を持つタンパク質の立体構

造解析がその中心的技術である。

即ち、『タンパク質の構造と機能の解明』を基盤

とした医薬品研究開発の大きな流れは、『病気の原

因解明 ＝ 特定の病気の発症に関与する特定のタン

パク質機能の解明』→『特定のタンパク質およびそ

の複合体（タンパク質-薬物など）の立体構造解析』

→『特定のタンパク質、あるいはタンパク質群相互

OTHER BEAMLINES

創薬産業ビームライン（BL32B2）計画

持 田 製 薬 株 式 会 社 　 研 開 企 画 推 進 部

西島　和三

理化学研究所　播磨研究所　Ｘ線干渉光学研究室

石川　哲也
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作用を標的とする薬物設計』→『高活性かつ高選択

な薬物の探索 ＝ 副作用の少ない優れた新薬の研究

開発』となるであろう。

構造解析情報を利用した創薬手法
薬物標的タンパク質の構造と機能の情報を考慮し

ない古典的な構造活性相関の解析は生理活性化合物

の後付け説明であり、そこから新規なリード化合物

の探索を期待することは困難であった。一方、欧米

主導の大規模なコンビナトリアル合成を中心とする

探索研究は莫大なコストアップを伴い、かつ成功率

という点でも限界が見えてきた。ゲノム－ポストゲ

ノム研究の成果を活かしながら新薬開発を進めてい

くためには、生命科学情報の解析結果から論理的か

つ効率的に薬物分子を設計する手法がこれまで以上

に重要と認識されている。その結果として、より高

活性かつ高選択で副作用の少ない薬物の設計と効率

的な候補化合物の探索が期待されている。

具体的には、標的タンパク質の立体構造情報、特

に標的タンパク質-薬物複合体構造の詳細な解析情

報を高い精度で活用した医薬品設計（Structure-

based Drug Design）とコンピュータ薬物スクリーニ

ング（in silico screening）が手法として定着してき

た。たとえば、自動ドッキング等を応用したコンピ

ュータ薬物スクリーニングは自社が保有するサンプ

ル、および市販化合物や仮想化合物の三次元構造デ

ータベース（数十万～数百万化合物）を対象とした

検索である。スクリーニング結果として、少数の化

合物群がヒットした場合はそれらの化合物のみを購

入あるいは合成し、生理活性を測定することで、よ

り迅速にかつ低コストで初期のリード化合物（シー

ド化合物）群の探索が可能である。有望な新規リー

ド化合物はさらに最適化されて開発候補化合物へと

誘導される。また、標的タンパク質を含めた周辺タ

ンパク質群の構造変化等が追跡できれば、薬物の作

用機構がタンパク質レベルで解明されるので、新し

い薬物スクリーニング系のアイデアに貢献する。

3．経緯：建設開始まで
1999年4月～6月　SPring-8の利用促進

日本製薬工業協会（以下、製薬協）の研究開発委

員会（以下、委員会）において、製薬業界として取

組むべきゲノム－ポストゲノム研究を協議していた

時、JASRI関係者から放射光の利用による生体高分

子物質の構造解析が紹介された。標的タンパク質の

構造情報に基づく創薬がゲノム－ポストゲノム研究

の成果を活用した創薬研究の中心であるとの認識か

ら、委員会では第三世代放射光施設SPring-8に高い

関心が示された。

＊ 研究開発委員会：日本製薬工業協会（2001年3

月、企業81社加盟）の21社が参加している委

員会。創薬研究の基盤整備、および研究開発

関連学問の発展・普及など研究開発を促進す

る環境づくりを推進。創薬研究検討部会、臨

床開発検討部会、制度・国際化検討部会など

に分かれて活動中。

1999年7月～2000年3月　SPring-8訪問～SPring-8
構造生物産業応用研究会発足

委員会の創薬研究検討部会（以下、部会）は一昨

年7月にSPring-8を施設訪問した。初めて見学した

印象として、今後の国際的な新薬開発競争に打ち勝

つためには世界最高の性能を備えたSPring-8を創薬

へ最大限活用する方策が必要と強く感じた。それ以

後、施設関係者との情報交換を行いながら産業利用

促進の方策等を部会で検討していた。

一昨年秋頃、理化学研究所播磨研究所とJASRIの

関係者からSPring-8の産業利用促進の具体的方策と

してJASRIと共同研究を行うSPring-8構造生物産業

応用研究会（以下、研究会）の発足が紹介された。

また、米国製薬企業専用ビームラインの稼動状況等

を含めて、創薬に関連したタンパク質の構造解析が

欧米で確実に進展しつつあることも知らされた。こ

れを契機に委員会では国内製薬企業による専用ビー

ムライン建設および運用に伴う具体的な諸事項が協

議され始めた。研究会発足時には製薬協加盟18社を

含む企業26社が登録されていたが、委員会では研究

会への積極的な参加を継続推進した。

2000年4月～2000年9月　創薬産業ビームライン設置
計画趣意書を提出

研究会への製薬協加盟会社の参加は着実に増えて

いったが（2000年末、製薬協加盟25社を含む33社登

録）、この研究会の活動期間は2002年3月迄であり、

研究会がSPring-8を使用できる時期－時間もかなり

限定したものとなっていた。委員会内外より、測定

必要時に成果占有で使用可能な専用ビームラインを

建設する要望が増していた。一方、タンパク質構造

解析に適当なビームラインはSPring-8において残り

少ないとの情報であった。

その他のビームライン
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委員会ではタンパク質およびその複合体の立体構

造解析が次世代創薬の中心的技術であるとの総意か

ら、大型施設共同利用を目的とした蛋白質構造解析

コンソーシアム（以下、コンソーシアム）を設立し、

専用ビームラインを建設することが最優先課題とな

った。そして、昨年9月に専用施設設置計画趣意書

をJASRIに提出した。

ビームライン名称：創薬産業ビームライン

機関名：蛋白質構造解析コンソーシアム

機関参加会社：

日本製薬工業協会 研究開発委員会 加盟21社

代表提案者名：奥田秀毅

（塩野義製薬株式会社 取締役 業務部長）

［日本製薬工業協会 研究開発委員会 委員長］

連絡担当者名：西島和三

（持田製薬株式会社 研開企画推進部 主事）

［日本製薬工業協会 研究開発委員会 専門委員］

2000年10月～2001年1月　米国調査～準備会発足
～専用施設設置実行計画書提出

コンソーシアムによる専用ビームラインの建設準

備から運用体制、さらにタンパク質構造解析に基づ

いた創薬研究体制などの情報入手を目的として、昨

年10月に米国調査（APS：Advanced Photon Source

内の米国製薬企業コンソーシアム IMCA-CAT：

Industrial Macromolecular Crystallography

Association - Collaborative Access Team 訪問等）を

実施した。

10月末にJASRIの専用施設検討委員会で設置計画

趣意書が審査通過したことから、11月初旬にコンソ

ーシアム設立準備会（12社参加）を発足し、11月末

に専用施設設置実行計画書を提出した。その後、準

備会では専用ビームライン設置契約書および利用契

約書の内容をJASRIと協議し、コンソーシアム内の

規約案等も検討した。

2000年2月～3月　専用施設設置計画承認～コンソ
ーシアム参加企業確定

本年2月末にJASRIの諮問委員会で専用施設設置

計画が承認されたことから、コンソーシアム参加の

最終調整を行った結果、若干の参加会社の変更があ

ったが下記の22社参加となった。

コンソーシアム参加会社（22社）：

エーザイ、大塚製薬、キッセイ薬品工業、協

和発酵工業、三共、塩野義製薬、大正製薬、

大鵬薬品工業、武田薬品工業、田辺製薬、第

一製薬、大日本製薬、中外製薬、帝人、日本

新薬、日本たばこ産業、万有製薬、藤沢薬品

工業、三菱東京製薬、明治製菓、持田製薬、

山之内製薬

参加会社は下記事項を了解している。

1．放射光を用いた結晶測定によるタンパク質構

造解析を自社で実施する事。

2．ビームラインの測定時間は参加企業で均等に

割り振る事。

3．所有権、利用権、業務実施に伴う義務等は参

加企業で平等に分担する事。従って、専用ビ

ームラインの建設投資額（約5億）および年

間運営維持費（約1億）は均等負担。

4．参加は6年間（2001～2006年度）の継続が前提。

特別な事情（会社の合併等）が発生した場合

の途中退会はコンソーシアムで協議。また、

2006年度以降の退会－入会は、その時点での

希望を考慮してコンソーシアムで協議。

なお、運用体制を含めた規約等は４月末に開催予

定の総会で決定する。

4．ビームラインの概要
ハードウェアとしてのビームラインは、本誌本号

で別途紹介されている「構造ゲノムビームライン」
［1］との互換性を最重視して設計された。すなわち、

ビームライン光学系としてはSPring-8標準偏向電磁

石ビームライン用二結晶分光器の下流に下振りの湾

曲シリンドリカルミラーを置いて、単色ビームを試

料上に集光するものを採用し、実験ステーション機

器としては、モザイク型CCD検出器と高速イメー

ジング・プレート検出器の両方を装備した自動回折

計を導入する。ビームライン概念設計図（図1）を

示す。構造ゲノムビームラインとの最大の違いは、

設置場所の違いによるフロントエンドの長さの違い

であり、これはエンドステーション利用者には殆ど

意識されないと思われる。一旦蓄積リングシールド

壁外に出ると、構造ゲノムビームラインとの違いは

殆どなく、実験ステーション機器やソフトウェアに

関しても共通的に整備を進めることが計画されてい

る。従って、構造ゲノムビームラインで開発された

新技術を、タイムラグなく創薬産業ビームラインに

取り込んでいくことが可能であるし、また両方のビ

ームラインを利用するユーザーにシームレスな測定

環境を提供できる。

OTHER BEAMLINES
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5．おわりに
本ビームラインは2001年度内にハードウェアを完

成、2002年5月連休前にビームライン光学系調整と

実験ステーション機器調整を終了する予定である。

連休後から試験的な利用実験を開始して、2002年秋

には本格的な利用研究を展開する。

コンソーシアム設立に関しては、理化学研究所研

究顧問の勝部幸輝博士と(財)高輝度光科学研究センタ

ーの植木龍夫博士に御助力を頂いた。ビームライン

の概念設計に関しては、(財)高輝度光科学研究センタ

ー放射光研究所・ビームライン部門の後藤俊治博

士、竹下邦和博士をはじめとする多数のスタッフの

御助力を頂いた。またステーション機器の概念設計

に関しては、理化学研究所播磨研究所の山本雅貴博

士、宮野雅司主任研究員の御助力を頂いた。その他

にも計画の初期の段階から理化学研究所播磨研究所

研究推進部や(財)高輝度光科学研究センター事務部門

の多くの方々に助けて頂いたことを感謝する。

参考文献

［1］山本雅貴、後藤俊治、竹下邦和、石川哲也：

SPring-8利用者情報、Vol. 6 No. 3（2001）

西島　和三　NISHIJIMA  Kazumi
持田製薬株式会社
（コンソーシアム準備会リーダー：日本製薬工業協会専門委員）
〒160-0004 東京都新宿区四谷1-22
TEL：03-3225-6616 FAX：03-3354-9759

石川　哲也　ISHIKAWA  Tetsuya
理化学研究所　播磨研究所　Ｘ線干渉光学研究室
〒679-5148 兵庫県佐用郡三日月町光都1-1-1
TEL：0791-58-2805 FAX：0791-58-2807
e-mail：ishikawa@spring8.or.jp

その他のビームライン

図1 ビームラインの構成
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1．はじめに
狭幅選択MOVPE（Metal-Organic Vapor Phase

Epitaxy）法は、InP（100）基板上の［011］方向

に成膜された一対のSiO2ストライプマスクに挟まれ

た2µm以下の狭い領域に選択的にMOVPE成長する

方法で、NECオリジナルな技術である（Fig.1）［1,2］。

この方法の長所は、SiO2ストライプマスク幅を変化

させることにより、同一成長条件でも、選択成長層

の膜厚、結晶組成を変化させることが可能であるこ

とと、（100）面と（111）B面に囲まれた理想的な

光導波路がエッチングを行うことなく自動的に形成

できることである（Fig.2）。この長所を活かして、

各種の光集積素子［3,4］や高性能レーザーダイオー

ド［5］等の作製が行われている。

このような特長を持つ狭幅選択MOVPE法を成功

させるためには、狭い領域のInGaAsP選択成長層の

膜厚、結晶組成（バンドギャップ、格子歪量）をデ

バイス設計通りに制御する必要がある。そのために

は、選択成長において、SiO2マスク幅によって変化

するInGaAsP組成を定量的に把握することが必要で

ある。基板全面にエピタキシャル成長された

InGaAsP層の場合には、フォトルミネッセンス

FROM  LATEST  RESEARCH

高分解能マイクロビームＸ線回折法による

InGaAsP選択成長層の評価

ＮＥＣ関西　化合物デバイス統括部

阪田　康隆

姫 路 工 業 大 学 　 理 学 部　

津坂　佳幸、松井　純爾

Abstract

We have succeeded in developing the high-resolution microbeam x-ray diffraction method to define

optical devices. Using the method, the lattice constants of quaternary alloy (InGaAsP) compound

semiconductors selectively grown in microscopic regions measuring 1.7 µm in width were accurately

measured. As a result, it is possible to define the composition of the selectively grown InGaAsP layers

with roughly 100 times more accuracy than when using traditional technologies.

ＮＥＣ　基礎研究所

木村　滋、木村　英和

小林　憲司、泉　弘一

Fig. 1 Schematic figure of narrow-stripe selective-MOVPE growth.
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（Photo-Luminescence：PL）と高分解能X線回折

（High-Resolution X-Ray Diffraction：HRXRD）法

により、バンドギャップと格子歪量を求め、それら

から組成を決定することが行われているが、選択成

長層の場合、これまでは顕微フォトルミネッセンス

（µ-PL）によるバンドギャップの測定しかできてお

らず、正確に組成を判断するのは困難な状況であっ

た。これは、ミクロンオーダーの領域でHRXRD法

を行えなかったためである。

最近、米国にある第三世代放射光施設APS

（Adovanced Photon Source）のCaiらが高輝度放射

光を利用して、小さなピンホールやフレネル・ゾー

ン・プレートと呼ばれる集光素子で形成したミクロ

ンオーダーのX線ビームを使い選択成長された

InGaAsP多重量子井戸構造の超格子衛星反射が測定

できることを示した［6］。しかし、上記のX線マイ

クロビームは、10－4ラジアン程度の角度広がりを

持つため、超格子の衛星反射のように基板ピークか

ら離れた位置に現れる反射を測定する場合には有効

であるが、基板ピークの極めて近い位置に現れる歪

の小さい選択成長層からの回折ピークを測定するの

には使えないものであった。

そのため、我々は兵庫県ビームライン（BL24XU）

を利用して、シリコンの非対称反射を利用した、角

度広がり、および、エネルギー広がりの小さいX線

マイクロビームを開発している。これまでに、エネ

ルギー15keVの硬X線で、試料位置でのビームサイ

ズ7.1µｍ（水平方向）×4.8µｍ（垂直方向）、発散角

7.7µrad、エネルギー幅66meVのX線マイクロビーム

を作製することに成功し、Δd/d～10－6の微小な歪

を局所的に測定できることを示した［7］。このマイ

クロビームはHRXRD測定に十分な性能を持ってい

るため、我々はInP基板上の幅1.7µmの狭いストラ

イプ領域に選択成長されたInGaAsPのHRXRD測定

を行った。その結果、ビームサイズは選択成長領域

の幅より大きいものの、両端にSiO2マスクが存在す

るので、選択成長層のみからの回折ピークを明瞭に

捕えることができ、格子歪量の定量に成功した［8］。

その結果、InxGa1-xAsyP1-yのIn組成（x）とAs組成

（y）を一義的に決定することが可能になり、これ

までマスク幅によって変化しないと思われていた

Asの組成が変化することが明らかになった。

2．実験
2－1．試料

今回測定した試料は、n型InP（100）基板上［011］

方向に一対のSiO2ストライプマスク（マスク幅

Wm＝4～40µm、開口幅Wo＝1.7µm）が形成された

パターン基板を用いて選択成長したInGaAsP層であ

る。基板上のストライプマスクが形成されていない

領域に常圧MOVPE法によりInGaAsP層とInPキャ

ップ層を選択成長した（Fig.3）。Ⅲ族ソースにはト

リメチルインジュウム（TMIn）とトリメチルガリ

ウム（TMGa）を、Ⅴ族ソースにはアルシン（AsH3）

とフォスフィン（PH3）を使用した。非選択成長領

域（Wm＝0µm）に形成されたInxGa1-xAsyP1-yの組

成は、x＝0.56, y＝0.61であった。また、非選択成長

領域でのInGaAsP層とInPキャップ層の厚さは、両

方とも約20nmであった。

2－2．実験方法
今回の実験で使用したX線光学系の配置図をFig.4

に示す。実験は兵庫県ビームライン（BL24XU）の

Ｃハッチで行った。このビームラインは8の字アン

ジュレータからの高輝度X線が利用できるビームラ

インである［9］。今回の実験では、アンジュレータ

光からSi 111二結晶分光器により1.5次光である

15keVのX線を取り出して利用した。そのX線を

100µm（水平）×50µm（垂直）に4象限スリットで

整形した後、水平方向と垂直方向にそれぞれ2回ず

最近の研究から

Fig. 2 A cross-sectional SEM photograph of selectively grown
InP/InGaAsP layers.
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つFZ-Si（100）の511非対称反射を行うことにより、

ビームサイズの圧縮を行った。非対称反射によるビ

ームの圧縮は、非対称因子b＝sin（θB＋α）/sin

（θB－α）の逆数倍になる。ここで、θBはブラッ

グ角、αは表面と回折面とのなす角であり、今回

の場合、θB＝23.29°、α＝15.79°であるため、

b＝4.83となり、ビーム幅は水平方向、垂直方向と

もに1/b2＝1/23.3＝0.043倍に圧縮される。ビームに

発散角がなければ100×50µm2のビームを圧縮して

いるので、4.3×2.2µｍ2のビームが得られることに

なるが、511非対称反射によるビーム発散が水平方

向では7.7µrad、垂直方向では5.3µradであるため、

試料位置ではビーム発散による広がりが4～5µm含

まれる。試料位置でのビームサイズを測定するため

に、試料位置でナイフエッジを水平方向、及び垂直

方向にステップ幅1µｍで移動させ透過X線強度を測

定した。その結果、試料に入射するX線のビームサ

イズの実測値は7.3µm（水平方向）×6.4µｍ（垂直

方向）であった。また、ビームのフラックスは、こ

の非対称反射光学系により約1/15000に減少したが、

HRXRD測定には充分なものであった。

このマイクロビームを入射X線として、サブミク

ロンの精度で試料の位置決めができるXYZ移動ス

テージを備えた垂直軸型高精度2軸回折計により

HRXRD測定を行った。試料は、［011］方向が水平

線と平行になるようにセットした。試料の目的の微

小領域にマイクロビームX線を入射させる方法は、

以下の手順で行った。まず、試料を取り付けるゴニ

オヘッドに円錐形のピンを取りつけ、そのピンの先

がマイクロビームの中心にくるように透過光強度を

モニターしながら調整する。その後、焦点距離

300mmで約200倍の拡大像が得られる望遠レンズを

取り付けたCCDカメラ2台で2方向からピンの先端

を観察し、モニター画面上に記録する。その後、ピ

FROM  LATEST  RESEARCH

Fig. 4 The experimental arrangement setup at BL24XU.
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ンを外して、試料をゴニオヘッドに取り付け、目的

とする微小領域が2台のモニター上のビームを記録

した位置にくるように調整した。ロッキング曲線の

測定は、InP 400回折ピーク周りを0.004°ステップ

で微小回転させながらシンチレーション検出器によ

り回折強度を計測することにより行った。計測時間

は1点10秒で行った。また、この測定に先立って、

正確なInP 400のピーク角度位置と半値幅を求める

ために、非選択成長領域においてInP 400基板ピー

クを0.0002°ステップで測定した。この時、シンチ

レーション検出器の数え落としを防ぐために検出器

の前に1mm厚のAl吸収板を設置して測定した。

3. 結果と考察
Fig.5に非選択成長領域で測定したInP 400のロッ

キング曲線を示す。この曲線の半値幅は21.7µradで
あった。この値は、理想的なInP 400の半値幅18.8

µradと非常に近く、本測定光学系がHRXRD測定に

有効であることを証明している。Fig.6には狭幅選

択成長層と非選択成長領域で測定した一連のロッキ

ング曲線を示す。Fig.6で、横軸は、Δq/q=Δθcot

θBでプロットしている。ここで、ΔθはInGaAsP

層ピーク位置とInP基板ピーク位置との差（単位は

ラジアン）、θBはInP基板のブラッグ角である。

Wm＝30µmを除くすべての曲線で、Δq/q＝0に見

られるInP基板ピークの他にInGaAsP選択成長層の

ピークが測定できていることが分かる。選択成長層

からのピークは、Wmが増加するにつれて、強度が

増加するとともに高角側から低角側にシフトしてい

る。狭幅選択成長の成長速度増加現象と組成変動現

最近の研究から

Fig. 5 A measured InP 400 peak profile at the non-selective
growth region (Wm = 0 µm) of the sample.

Fig. 6 A series of the rocking curves from the narrow-stripe selective MOVPE grown regions of the sample. The log of the diffraction
intensity was plotted against Δq/q.
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象を反映している。これらの現象はFig.7に示すよ

うに、新たに2つの原料供給経路、「SiO2マスク上か

らの表面マイグレーション」と「横方向気相拡散」、

が狭幅選択成長では加わることにより起こると考え

られている［10］。

Δq/q＝－Δd/dであることは、ブラッグの法則

から導けるため、基板表面に垂直な方向のInGaAsP

選択成長層の歪はFig.6のピーク位置から直接求め

ることができる。Fig.8には、マスク幅に対してプ

ロットした基板表面に垂直方向の歪を示す。今回測

定したInGaAsP選択成長層はInP基板にエピタキシ

ャル成長しているため、ポアッソン変形が起こって

いる。InGaAsP層が完全にエピタキシャル成長して

いる（ミスフィット転位の発生がない）場合、歪の

ない立方晶のInGaAsPの格子定数a0を求めるために

は、以下の式が利用できる［11］。

（1）

ここで、aInPはInP基板の格子定数で5.8686Åである。

また、CijはInGaAsPの弾性定数であるが、C11/

（C11+2C12）＝0.502を使用した。この値は、InP,

InAs, GaP, GaAsの弾性定数を使いIn0.5Ga0.5As0.5P0.5

に対して内挿したものである［13］。（1）式により計

算したa0も同時にFig.8の右縦軸に示している。a0に

注目すると、マスク幅の増加に伴い、増加しながら

飽和値に近づくように変化していることが分かる。

InGaAsPの格子定数はベガード則に良く従うことが

知られており、InP, InAs, GaP, GaAsの格子定数を

使い次の式で表される［12］。

a0＝0.4174x＋0.2021y－0.0123xy＋5.4512 （2）

（2）式から、In組成（x）、もしくは、As組成（y）

が増加するとInGaAsPの格子定数が大きくなること

FROM  LATEST  RESEARCH

Fig. 8 Mask width dependence of the perpendicular strain Δd/d
and the unstrained lattice parameter a0 for narrow-stripe selective
MOVPE grown InGaAsP layers.

a0－aInP
aInP

C11

C11＋2C12

Δd
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が分かる。したがって、狭幅選択成長ではマスク幅

の変化に伴い、In、もしくは、Asが選択成長層に

取り込まれ易くなることを示している。また、（2）

式から、InGaAsPのような4元混晶では、格子定数の

測定のみからでは組成を決定できないことも分かる。

Fig.9にµ-PLにより測定されたPLピーク波長を示

す。このPL波長データとFig.8の格子定数のデータ

から、InGaAsP組成を一義的に導出できる。その結

果をFig.10に示す。●がⅢ族（In）組成を、○がⅤ

族（As）組成を表している。この結果、これまで

オージェ電子分光法による測定で観測されず変化し

ないとされていたⅤ族組成がマスク幅の増加ととも

に変化していることが初めて観測された。さらに、

As組成yは単調に増加するのではなく、狭いマスク

幅領域（Wm<10µm）では逆に減少する領域が見ら

れる。このことは、Ⅴ族組成の変動要因に複数のメ

カニズムがあり、しかもそれらがAs原料とP原料で

各々逆方向の効果をもたらしている可能性があると

考えられる結果である。

4．まとめ
SPring-8兵庫県ビームラインを利用した高分解能

マイクロビームX線回折法により、狭幅選択

MOVPE法でInP基板上の幅1.7µmの狭いストライプ

領域に選択成長されたInGaAsP層からの回折ピーク

を測定することに成功した。その結果、選択成長さ

れたInGaAsP層の格子歪量、および、格子定数を定

量することが可能になった。InGaAsPのような4元

混晶の組成を同定するためには、バンドギャップと

格子歪量の両方を測定する必要があるが、これまで

は、µ-PLによるバンドギャップの測定しかできて

いなかった。今回、SPring-8を利用したマイクロビ

ームX線回折により初めて、格子歪量の定量に成功

した。この結果、InxGa1-xAsyP1-yのIn組成（x）と

As組成（y）を一義的に決定することが可能になり、

これまでマスク幅によって変化しないと仮定されて

いたAsの組成が変化することも明らかになった。

これらの結果をソースガスの制御に生かすことで、

設計通りの組成の結晶を成長することが可能とな

り、デバイス特性の大幅な向上が達成されている。
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1．はじめに
植物の無機物から有機物を合成する能力は、極め

て重要な生体反応である。炭素、窒素および硫黄な

ど無機物の大部分は酸化的状態で存在し、生体が糖

やアミノ酸のような有機体に変換するには還元同化

しなければならない。この同化反応には多くの還元

力が必要で、NO3
－がNH4

＋に還元される過程で

（亜硝酸還元酵素）6電子、SO4
2－がS2－に還元され

る過程（亜硫酸還元酵素）で6電子、グルタミンと

α－ケトグルタル酸から2分子のグルタミン酸を生

じる反応（グルタミン酸合成酵素）で2電子が供給

されなければ全体の反応は進行しない。光合成を行

うラン藻を含めた藻類や高等植物では、光合成明反

応の水分子の開裂により生じる電子をこれらの同化

反応に用いている。光合成電子伝達反応は、原核細

胞のチラコイドや真核細胞の葉緑体チラコイドで行

われ、光還元力は上記の同化反応を触媒する酵素群

に渡されるが、この電子伝達にはフェレドキシン

（Fd）と呼ばれる電子キャリアー蛋白質が働いてい

る。高等植物やラン藻を含めた光合成生物に広く見

出されるFdは植物型Fdとよばれ、補欠分子族とし

て2原子ずつの非ヘム鉄と無機硫黄からなる［2Fe-

2S］クラスターを酸化還元中心として持っている。

真核細胞内で、Fdは葉緑体ストローマに局在し光

合成電子伝達系の光化学系Ⅰから電子を受け取り、

Fd-NADP＋還元酵素など上述のFd依存酵素群へ、

亜硫酸還元、亜硝酸還元、グルタミン酸合成に必要

な電子をわたしている。さらにFdは、これら還元

同化系の酵素以外にも多くのFd依存性の酸化還元

反応を進行させている［1］。以上のように光合成代

謝反応では単一のFdが多くの酵素蛋白質に電子を

伝達しているので、Fdを中心とした電子分配が光

合成を統御するステップとして注目を集めている。

電子伝達反応は光合成、呼吸、薬物代謝など生体

の重要な代謝系をなす反応過程である。電子伝達は

多くの場合、蛋白質に取り込まれている遷移金属イ

オンや有機補欠分子族が酸化還元中心となってい

る。異なる蛋白質の酸化還元中心の間で、高い効率

と特異性が要求され、しかも速い速度で電子を伝達

させるには、酸化還元中心の電位、蛋白質間相互作

用、電子移動の距離などが制御要因として考えられ

ている。いくつかの生体酸化還元反応系では、これ

らの諸要因を明らかにしようとする研究が盛んに行

われている。本稿では光合成の電子伝達蛋白質であ

るFdとFd依存性酵素であるFd-NADP＋還元酵素と

の複合体の結晶構造を基に、電子伝達のメカニズム

と生理的役割の関係について紹介する。

2．トウモロコシの葉由来FdとFd-NADP＋還元酵素
Ⅰ．複合体の結晶構造

植物型Fdは分子量約12Kの酸性蛋白質で、これま

でに様々な生物種に存在するFd［2～7］の立体構造

最近の研究から　

高等植物の電子伝達複合体の立体構造

大阪大学　蛋白質研究所

栗栖　源嗣、楠木　正巳

Abstract

Photosynthetic electron transfer is a key reaction, which makes green plants get the reductive power to grow. About

20 years ago, the first structure of a plant-type ferredoxin, a photosynthetic electron carrier protein, has bee reported.

Many biochemists and plant physiologists have been studying the interaction site of ferredoxin based on this 3D

structure. After the crystal structure of ferredoxin-NADP+ reductase, a partner protein of ferredoxin, has been reported

in 1991, further experiments, including computer modeling and continuous mutational experiments, of this protein-

protein interaction have been done extensively. Here we determined the first 3D structure of this electron transfer

complex from maize leaf. We think that the structural information of this complex is consistent with previous

biochemical and biophysical reports and conclude the precise interaction model.
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が報告されている。また、Fd-NADP＋還元酵素

（FNR）についても3種の立体構造［8～10］が報告さ

れており、立体構造を基にした相互作用領域を明ら

かにする為の研究が進められてきた。生化学的には

化学修飾、部位特異的変異の導入や限定分解等の手

法により、Fd、FNR双方の相互作用領域が同定さ

れている。また、構造生物学的には、FdとFNRの

立体構造上の静電ポテンシャルを基に、複合体モデ

ルが提唱されていた［11］。しかしながら、蛋白質間

相互作用や分子間電子伝達のメカニズムをより直接

的に研究する為には、FdとFd依存性酵素複合体の

立体構造が必要不可欠であり、いくつかのグループ

で複合体の結晶化が試みられてきた。一般にFdと

Fd依存酵素間の電子伝達は静電的相互作用による

蛋白質・蛋白質複合体形成により行われると考えら

れている。そこで我々はトウモロコシ葉緑体中に存

在するFdとFNRの複合体結晶化を試みた。静電的

な複合体状態を保ったまま結晶化するために、PEG

を中心に結晶化条件の検索を進めたところ、18%

（w/v）PEG6000を沈殿剤とした時に、薄茶色の針

状晶を得た。この結晶を用いてSPring-8 BL41XUに

おいてX線回折強度データの収集を行い、その立体

構造を2.59Å分解能で決定することに成功した

（Fig. 1）［12］。

Ⅱ．相互作用領域

結晶中のFdとFNR複合体は1対1で複合体を形成

していた。FNRの酸化還元中心であるFADと、Fd

の酸化還元中心である［2Fe-2S］クラスターの鉄原

子は、複合体構造中で大変近い位置関係にあった。

FADのC8M炭素とFdのFE1鉄までの距離が6.0Å、

FADのC8M炭素と［2Fe-2S］クラスターへの配位

子であるC44のSG硫黄までの距離が4.1Åであった

（Fig. 2）。［2Fe-2S］クラスターのFE1鉄原子は、直

接酸化還元に関与している原子であり、これらの距

離は量子力学的に電子伝達が行われると考えるのに

十分な近さであった。FdおよびFNR双方から合計

47残基がFdとFNRの分子境界にある会合領域に位

置しており、その会合領域の面積は約800Å2であっ

た。これはFNRの全分子表面に対し約5%、Fdの分

子表面に対しては約15%に相当していた。境界面に

存在する原子の約半分は疎水性であり、Fdの5残基

（Y37、C39、A41、C44およびY63）とFNRの4残基

（V92、L94、V151およびV313）が双方の酸化還元

中心近傍に疎水的な環境を作り出し、補欠分子族間

で直接電子伝達されるのに適した環境を作り出して

いた（Fig. 2）。

Ⅲ．塩橋構造とFdの構造変化

FdとFNRの会合領域中には21残基の電荷を持っ

たアミノ酸が存在していた。これらのアミノ酸残基

Fig. 1  Crystal structure of the electron transfer complex between
Ferredoxin and Ferredoxin-NADP+ reductase from maize leaf. Fig. 2  Active site structure of the electron transfer complex.
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は酸化還元中心を取り巻く疎水的な領域の外側に位

置し、そのうち5対のアミノ酸が塩橋を形成してい

た（Fig. 3）。これらの静電的な相互作用が複合体の

安定化に寄与しており、FdとFNRの相対的立体配

置決定の主要因であった。FdとFNR間の静電的相

互作用に関しては、部位特異的変異法や化学修飾法

により多くのグループが関係するアミノ酸の同定を

行ってきた。まとめると、FdのD26、E29、E30、

D34、D61、D65およびD66、FNRのK33、K88、

K91、K88およびK304があげられる（残基番号は全

て対応するトウモロコシでの番号）。これらのアミ

ノ酸は、すべて今回の複合体構造中で二つの蛋白質

間にある会合領域に位置していた。しかしながら、

FdのR40とFNRのE154による塩橋の形成は、全く

予想されていないものであった。おそらく、Fdの

酸性残基とFNRの塩基性残基が静電的相互作用に

寄与するとの考え方のみが積み重なって来た為、

各々に逆の電荷のアミノ酸が関与していると考えに

くかったためであろう。高等植物をはじめとする多

くの光合成生物のFdでは、複合体を形成していな

い単体状態ではR40の側鎖はE29の側鎖と分子内に

塩橋を形成し、この保存された分子内塩橋は［2Fe-

2S］クラスターを取り囲んでいるループ構造を安

定化している［5、13］。このループ構造が［2Fe-2S］

クラスターの酸化還元電位を約－400mVと大変低

くする環境を作り出していると考えられている。今

回の複合体構造中ではR40とE29の分子内塩橋が開

裂し、R40はFNRのE154と、E29はFNRのK304と

新たに分子間に塩橋を形成していた。この塩橋の架

け替えが、FNRとの複合体形成に伴いFdが持つ

［2Fe-2S］クラスターの酸化還元電位がさらに約

90mV低下するという従来の報告に対応する構造変

化であると考えられる。

Ⅳ．複合体形成に伴うFNRの構造変化

電子伝達複合体の結晶構造に加え、Fdが結合し

ていない状態でのトウモロコシFNRの立体構造も

2.2Å分解能で決定した［12］。FNRはN末端側に存在

するFAD結合ドメインとC末端側に存在する

NADP＋結合ドメインから成り、両ドメイン間に挟

まれる形でFADのイソアロキサジン環が位置して

いる［8］。Fdが結合していないFNRの立体構造と複

合体構造中でFdが結合したFNRの立体構造を比較

したところ、興味深い構造変化を確認することが出

来た。両FNRの立体構造の重ね合わせ図からも明

らかなように、N末端ドメインに存在するループ構

造（G89～K91）が大きく変化していた（Fig. 4）。

この領域にあるFNRのK88とK91がFdと塩橋を形成

する為に主鎖構造を変化させていると考えられる。

エンドウ豆のFNRにおいて、基質であるNADP＋は

FNRのC末端ドメインに結合し、NADP＋のニコチ

ン環部分がFADのイソアロキサジン環に相互作用

していることが報告されていたが［10］、今回Fdと

複合体を形成することによってFNRのC末端ドメイ

ンが、全体的に動いていることも初めて明らかにな

った。

複合体形成に伴うE312の動きも重要な構造変化

Fig. 3  Electrostatic interactions within the electron transfer
complex. Fig. 4  Superimposed model of the Fd-bound and Fd-free FNRs.
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である。FNRのE312はFAD近傍に存在する保存残

基でFNRの活性中心に位置し、他のアミノ酸に置

換するとFd間の電子伝達に著しい影響を及ぼすこ

とが報告されている［14］。また、このE312の側鎖は

FNR内部にあるS96と共にNADP(H)のニコチン環

と水素結合することが報告されている［10］。Fdが

結合していないFNRと複合体構造中のFNRの構造

を比較してみると、フリー状態のFNRではS96の

OG酸素と5.6Å離れていたE312のOE1酸素が、Fdと

FNRが複合体になることによりS96のOG酸素の方

へ約2Å近づいて水素結合可能な距離に移動してい

た（Fig. 5）。このE312側鎖の動きは、FNRがFdと

結合することによってFdのS38のカルボニル酸素と

立体障害を起こすことにより分子内部へと押し込ま

れた形になっている。FNR内部に押し込まれた

E312はS96と共に、NADP（H）がFADと特定の相

互作用をする為に必要な配置へと構造変化している

と考えられる。すなわち、複合体形成によりFdが

FNRの表面にあったE312という“プッシュボタン”

を押して、FNRの活性中心がNADP(H)と反応する

のに好都合な状況を作り出したと考えることができ

る。

3．他の組織に存在するFdとFd依存性酵素の相互作用
高等植物では根のような非光合成組織にもFdと

FNRが存在し、今回複合体構造が解かれた葉由来

の分子種とは一次構造が異なるアイソザイムとして

存在している。光合成型および非光合成型の2種類

のFNRのアミノ酸配列を、配列が判明しているい

くつかの植物種間で比較したところ、今回FNRが

Fdと相互作用する際に重要なK88、K91およびE154

は、光合成型FNRにのみ保存されており、根など

の非光合成組織に存在しているFNRでは、これら

のアミノ酸は全て電荷を持たないアミノ酸に置換さ

れていた。そして、トウモロコシの根FNRについ

て、光合成型と非光合成型のFdとの分子間相互作

用力を検討したところ、葉緑体中の光合成型Fd

（FdⅠ）より根プラスチド中の非光合成型Fd（FdⅢ）

との方が、約10倍高い結合定数を持つことが明らか

になった［15］。このことから光合成型と非光合成型

のペアは、おそらく異なった様式で相互作用してい

ることが予想される。すなわち高等植物では器官や

組織によって、アイソザイムを使い分けて、それぞ

れ異なった分子間相互作用により酸化還元の代謝反

応を制御している可能性があると言えるであろう。

現在立体構造の面からこの統御機構を解明するべ

く、トウモロコシの根に存在するFdⅢとroot-FNR

との複合体結晶構造を解析し、電子伝達複合体の構

造とその生理的役割との相関を解析しているところ

である。

おわりに
FdおよびFNR単体の立体構造が約10年前に解明

されてからも、電子伝達複合体の形成に関して決定

的な実験結果は報告されていなかった。本稿で紹介

したトウモロコシ葉緑体中に存在するFdとFNRの

複合体立体構造は、継続的に議論されてきた複合体

の形成様式に詳細な構造情報を与えると共に、電子

伝達メカニズムについても単体の構造解析からは判

らない新規な知見を提供したと考えている。冒頭で

紹介したFdに依存した酵素群による種々の酸化還

元反応は、一つの電子伝達蛋白質と多数の酵素によ

る相互作用ネットワークであり、それぞれの複合体

立体構造と同化反応の統御メカニズムとの相関に興

味が持たれる。今後、窒素同化、硫黄同化などに関

与している亜硝酸還元酵素、亜硫酸還元酵素などと

Fdとの複合体結晶を調整し、同化酵素に関する統

一的な構造研究を進展させていきたいと考えて

いる。

最後に、本研究は大阪大学蛋白質研究所酵素反応

部門、長谷俊治研究室との共同研究で行われたもの

であり、本研究の主なX線回折実験は大型放射光施

設（SPring-8）を利用して行われました。関係諸先Fig. 5  Comparison of the active site structures of FNRs.
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1．はじめに
シンクロトロン放射光によるX線回折･散乱法の

生物試料への応用といえば、だれでも蛋白の結晶構

造解析を連想するであろう。確かにSPring-8の利用

研究課題数を見ても蛋白の結晶構造解析が大きな割

合を占めているし、またポストゲノムプロジェクト

の元でこの分野のさらなる発展が期待されているの

は周知のとおりである。しかしX線回折･散乱法の

応用にはその他に小角散乱･繊維回折という大きな

分野がある。今回とくに繊維回折について解説する

が、この手法の特長は何であろうか。

結晶構造解析の特長は、文字どおり極めて規則的

に配列した蛋白分子の集合体（通常は単一の分子種

か、少数の分子種の複合体）を対象とすることで、

原子レベルの空間分解能が得られる。一方で蛋白分

子が結晶内で置かれている環境は、通常生理的条件

とは大きく異なっている。それに対して繊維回折の

場合は、空間分解能はナノメートル以下で、原子レ

ベルの解像力を得るのは難しい。また繊維状の集合

体を形成する蛋白に対象が限定されるのも欠点であ

る。しかし最大の特長は生理的条件下で機能する蛋

白の構造を調べることができる点で、生きている組

織や細胞から直接回折像を記録することも可能であ

る。多種の分子の集合体が解析の対象にされること

も多い。分子配列の乱れ（disorder）は一般的には

構造解析上の障害とみなされるが、生体内の蛋白分

子集合体の場合にはそれが機能上重要な意味を持つ

ことがあり、その評価が繊維回折では1つのポイン

トとなる。

現在までに用いられた繊維回折実験の対象には、

古典的な例であるDNA、筋肉、コラゲン、原核生

物の鞭毛、変わったところではクモの糸などがある。

ここでは筋肉を用いた実験の例として、我々の最近

の研究成果［1］を紹介する。

2．筋肉の収縮機構
脊椎動物の骨格筋は直径50～100マイクロメート

ル程度の筋細胞が多数集まってできている。個々の

筋細胞には収縮装置と呼ばれる収縮蛋白の集合体が

ぎっしり詰まっていると考えてよい。この収縮装置

の機能上の最小単位はサルコメア（Fig. 1a）と呼ば

れる構造で、収縮装置はこれが多数直列につながっ

て構成されている。サルコメアの中で最も重要な構

造はアクチン、ミオシンという収縮蛋白が重合して

できた2種類のフィラメントで、筋収縮はこの2種の

フィラメントが互いに滑り合うことで生じる（Fig.

1b）。アクチンは分子量約4万の球状蛋白である。

ミオシンは6個のサブユニットからなる分子量約40

万の蛋白であるが、全体としては2個のやや球状の

頭部と、α-ヘリックスのコイルドコイル構造を持
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活性化された筋収縮蛋白のX線繊維回折
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Abstract

X-ray diffraction/scattering techniques using synchrotron radiation offer a wide range of applications

to biological sciences. Protein crystallography is the best-known example. The lesser-known but equally

important applications include small-angle scattering and fiber diffraction. Unlike protein

crystallography, these techniques can be applied to proteins or protein assemblies functioning under

physiological conditions. Here we briefly describe what can be achieved by using the fiber diffraction

technique using synchrotron radiation, with an example of our own recent results on the contractile

proteins in muscle fiber.
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つ尾部に分けることができる（Fig. 1c）。ミオシン

頭部にはアクチン結合部位とATP結合部位がある。

一方尾部はフィラメントの形成に関与する。ミオシ

ン頭部はアクチンに結合し、ATP加水分解時に放

出される化学エネルギーを利用した首振り運動を行

うことで収縮力を発生するといわれてきた（首振り

説［2］）。最近ミオシン頭部の結晶構造が解かれ［3］、

その結果ミオシン頭部はさらにアクチン、ATPの

結合部位を持つモータードメインと、1本のα-ヘリ

ックスの周りに2本の軽鎖（サブユニット）をつけ

たレバーアームからなることが示された（Fig. 1d）。

そしてミオシン頭部全体ではなくて、アクチンに立

体特異的に固定されたモータードメインに対してレ

バーアームのみが首を振ることで収縮張力が発生す

ると考えられるようになった（Fig. 1e）。

3．筋肉のX線回折
筋肉を構成する2種の収縮蛋白はそれぞれがフィ

ラメントを形成し、その中で個々の蛋白分子はらせ

ん状に配列している。このらせんの周期はアクチン

とミオシンで異なるので、X線回折像には2種のら

せん周期に由来する反射が現れる。またフィラメン

トはサルコメアの断面中で六角格子状に配列してい

るので、この配列に由来する反射も出現する。ここ

で取り上げるのはアクチンのらせんに由来する反射

である。

連続らせんのX線回折像（フーリエ変換像）は、

らせんの軸に沿って原点から遠ざかるにつれて次数

の上がる一連の整数次のベッセル関数となり、各次

のベッセル関数はらせんの軸に直角な層線反射とし

て現れる。らせん状に並んだ分子（不連続らせん）

のX線回折像は、この一連のベッセル関数と分子

（モノマー）間隔の逆数を周期とする周期関数のた

たみ込みになる。アクチンのらせんは、らせんの周

期 が モ ノ マ ー の 間 隔 の 整 数 倍 に な ら な い

nonintegral helixで、モノマーの間隔が約2.7ナノメ

ートル、13/6らせん（6らせん周期中に13モノマー）

あるいは28/13らせんとして表現される。結果とし

て得られる回折像はFig. 2の様であり、5.9と5.1ナ

ノメートルの周期に相当する層線反射の強度は特

に高い。

4．実験方法と結果
X線回折の試料として、十分な信号を得るため従

来は筋肉をまるごと（全筋）用いていた。SPring-8

最近の研究から　

Fig. 1 Structure of the contractile machinery of muscle. (a), structure
of a sarcomere consisting of two sets of filaments (myosin and
actin). (b), mechanism of contraction, which is caused by the
sliding of the filaments relative to each other. (c), structure of a
single myosin molecule. (d), structure of a myosin head,
consisting of motor and lever arm domains. (e), conventional
explanation of the mechanism of contractile force production,
caused by the swing of the lever arm domain on the motor
domain bound to an actin filament in a stereospecific manner.

Fig. 2  Schematic diagram of the diffraction pattern obtained from
actin filaments. The pattern consists of a series of layer line
reflections, of which the ones indexed to the periods of 1/5.9
nm-1 and 1/5.1 nm-1 (arrows) are the strongest.
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のアンジュレータ光を用いれば単離した直径50マイ

クロメートル程度の筋細胞30本程度を用いて、わず

か1秒の露光で全筋からのものに匹敵する画質の回

折像を記録することができる。実験はBL45XU小角

散乱ステーション［4］で行い、用いた検出器はイメ

ージインテンシファイヤと冷却CCDカメラ（1000×

1018画素）の組み合わせである。

Fig. 3aは、ウサギの骨格筋細胞をFig. 1bとは逆

方向に引き伸ばし、ミオシンとアクチンのフィラメ

ントの重なり合いを殆どなくしたもののX線回折像

である。この状態ではアクチンフィラメントのまわ

りにミオシン頭部がないので、裸のアクチンフィラ

メントのX線回折像が記録できる（Fig. 2に相当）。

Fig. 3aではその他、ミオシンフィラメントのらせん

に由来する反射も弱く現れている。用いた筋細胞は、

予め界面活性剤で細胞膜を取り除いてある。こうす

ることで収縮蛋白の溶液環境を自由にコントロール

できるほか、拡散によって外来の蛋白などを細胞内

に導入することもできる。

Fig. 3bは、上の筋細胞に尾部から酵素処理によ

って切り離したミオシン頭部を、ATP非存在下で

細胞内に導入したもののX線回折像である。ATPが

存在しないと、ミオシン頭部はアクチンに立体特異

的に強く結合する(死後硬直の状態)。このとき、ミ

オシン頭部はモータードメインからレバーアームの

先端に至るまで厳密にアクチンのらせん周期に従っ

て配列するので、アクチンの周期に由来する反射は

いずれも著しく増強される。

それでは、硬直状態ではなくて収縮時(ATP存在

下)には、ミオシン頭部はどのような状態でアクチ

ンと相互作用しているのであろうか？困ったこと

に、ATPにはミオシンの反応基質として働くほか

にミオシン頭部をアクチンから解離させる作用もあ

る。従ってFig. 3bの筋細胞にATPを加えればミオ

シン頭部はアクチンから外れ、拡散により失われて

しまう。そこで、EDCと呼ばれる架橋試薬を用い

てミオシン頭部がアクチンから解離しないようにし

ておく。こうすることで収縮時に相当するX線回折

像を記録できるばかりでなく、アクチンに結合した

ミオシン頭部の数を常に一定にできる利点もある。

これはX線回折像を解釈する上で極めて重要であ

る。実はEDCで架橋したとき、ミオシン頭部の

ATP分解活性は生筋の収縮時よりもはるかに高い。

これはミオシン頭部がアクチンから解離しないの

で、反応論的にはミオシン頭部に対するアクチン濃

度を無限大に外挿したATP分解速度（Vmax）が得

られるためと解釈されている［5］。

このようにしてミオシン頭部が最大限に活性化さ

れたときのX線回折像がFig. 3cである。従来の説明

に従えば、このときレバーアームは首振り運動をし

ているとはいえ、バルキーなモータードメインは依

然アクチンに立体特異的に結合している。従って硬

直状態（Fig. 3b）でみられたアクチン層線反射の著

しい増強は、かなりの割合で残ると予想される。し

かし実際に観察された回折像（Fig. 3c）は裸のアクチ

ンのもの（Fig. 3a）によく似ており、特に5.9ナノメ

ートルの層線反射の強度分布は全く区別がつかなか

った。立体特異的結合の生じている形跡は殆どない。

Fig. 3 Diffraction patterns recorded from an array of overstretched single rabbit skeletal muscle fibers. (a), pattern recorded in the absence of
exogenously introduced myosin head. Layer lines typical of bare actin filaments are observed. (b), pattern recorded after myosin heads
had been exogenously introduced in the absence of ATP. The actin-based layer lines are strongly enhanced because of the
stereospecific labeling of the actin filaments by the myosin heads. (c), pattern recorded in the presence of ATP after exogenously
introduced myosin heads had been cross-linked. The actin-based layer lines are as weak as those of bare actin filaments and there is
little sign of stereospecific binding.
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以上の結果は、最大限に活性化されたときにレバ

ーアームだけでなく、ミオシン頭部全体がアクチン

上で大きく揺動していることを示している。モデル

計算によると、ミオシン頭部はアクチンの周期に従

う部分が殆どなくなるくらい激しく揺動している必

要がある。実験結果はレバーアームの首振り運動の

存在を否定するものではないが、収縮力発生機構は

それだけで説明できるほど単純ではないことを示し

ている。立体特異的結合はエネルギー的に安定な状

態で、それに近づこうとする傾向が収縮力発生の重

要な要素であっても不思議ではない。それにもかか

わらず立体特異的結合がみられないのは、立体特異

的結合が形成される前にATP分解反応が先に進ん

でしまうためと想像される。このようにミオシン頭

部を常にエネルギー的に不安定な状態に置くことが

効率的な収縮力発生を保証する仕組みなのかもしれ

ない。

5．意義
以上のように、繊維回折法によって機能している

生体分子集合体の構造解析が可能である。この中に

は生体分子の立体構造そのものの決定の他に、分子

配列の乱れ（disorder）から生体分子の動態を知る

ことも含まれる。本研究ではその「乱れ」がまさに

1つのキーワードになっていて、その解析から筋収

縮機構の本質にかかわる情報が得られている。生き

た試料からそのまま繊維回折像を得るのも1つの研

究法であるが、本研究ではそれ以上に種々の操作を

試料に加えている。例えば外来のミオシン頭部を細

胞内に拡散させ、さらにそれをアクチンに化学架橋

している。このとき筋細胞内のアクチンは、外来の

ミオシン頭部を規則的に配列させるための定規とし

て使われていると言えなくもない。従って拡散させ

るミオシン頭部は起源の異なるものでも構わない。

例えば家族性拡張心筋症の原因となる心筋の変異ミ

オシンはもちろん、致死性となるような重度の変異

を持ったミオシンでもインビトロで発現･精製がで

きれば同様に骨格筋細胞中に拡散させ、化学架橋し

てその挙動を繊維回折法により解析することができ

るであろう。さらに各種の細胞に分布するが、機能

が十分には解明されていない各種の非筋ミオシンの

構造･機能解析にも本手法は応用できるであろう。

このように本研究で用いられた手法は基礎研究のみ

ならず心筋症の発症機構の研究など、臨床的応用研

究にも役立つことが期待される。
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1．NEETとは
原子の内殻電子がX線や電子線などにより電離さ

れて空孔を生じると、外殻の電子が軌道を移り空孔

を埋める。その際、蛍光X線やオージェ電子が放出

されるのが普通である。ただし、ある条件が満たさ

れると小さな確率ながら原子核が励起されることが

起こる。これを「電子軌道遷移による核励起」

（Nuclear Excitation by Electron Transition）、略

してNEETと呼ぶ。軌道電子遷移にもとづく、外に

は放出されない仮想的な光子を原子核が吸収するこ

とによる電磁相互作用に基づくものと考えられる。

原子核が励起されて基底状態にもどるときに内殻の

軌道電子が放出される内部転換過程の逆反応とも考

えられる（ただしNEETの場合は束縛状態間の遷

移）。Fig.1にその様子を模式的に示した。

NEETの条件は、内殻電子の電離によってできた

空孔を外殻電子が埋める電子遷移のエネルギーと原

子核励起のためのエネルギーとの差が小さいこと、

それらの遷移において同じ多重極度を持つ放射遷移

が存在することである。1973年に森田がウラン235

について理論的な検討をはじめて行い［1］、その後、

オスミウム189などについて計算や実験が行われた。

NEET現象が起きる大きさはNEET確率（PN）とし

て評価され、原子の内殻電子が電離される確率に対

FROM  LATEST  RESEARCH 

K殻電離に伴う金197核励起現象の観測

高エネルギー加速器研究機構
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abstract

We have succeeded in observing nuclear excitation by electron transition (NEET) on 197Au by a new method.

Monochromatic x-rays of BL09XU were used to ionize the K shell of gold atoms. The internal-conversion electrons

emitted from excited nuclei were detected with the time spectroscopy using a silicon avalanche photodiode detector.

At a photon energy of 80.989 keV, higher than the Au K-edge, the NEET probability on 197Au was determined from a

comparison of the event rates between the NEET and the nuclear resonance at 77.351 keV.
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Fig.1  Schematic of the NEET process.
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する原子核の励起確率の形で定義される。理論計算

によりNEET確率はしだいにより小さいと予想され

るようになってきた。実験で得られた値は計算値と

の開きがあまりに大きかったり、上限値しか決めら

れずにいた。NEETは誰もが納得できるような形で

確認されたとはいえなかった。

2．金197のNEET
金197はNEETが期待されてきた原子核のひとつ

である。Fig.2は金のK殻電離の際に金197原子核

（天然存在比100%）のNEETが起きる電子軌道と原

子核での遷移の様子を示す。金197の場合、K－M1

レベル間の軌道電子遷移と原子核を励起するエネル

ギーの差が51eVと小さい。共通の電磁放射遷移と

してM1放射が存在する。したがって、NEET確率

は比較的大きいと予想された。ただし、原子核の励

起準位の半減期は1.9ナノ秒と短く核励起現象の検

出は困難であった。藤岡らは100keVに加速された

電子をパルス化して金箔に照射しNEETを時間分光

法によって観測するという、よく工夫された実験を

行いその結果を1984年に報告している［2］。これが

金のNEETに関するこれまで唯一の実験だった。電

子分光器を使い時間とエネルギーによって選別され

たL内部転換電子の一部を捉えNEETを観測したと

報告された。しかし発表されたデータは統計が十分

でなく、原子核が脱励起していくときの内部転換電

子強度の時間変化が明瞭には示されていない。それ

でも、NEETが起きない白金での結果を使ったバッ

クグラウンドの評価から

NEET確率はPN=（2.2±

1.8）×10－4と見積もられた。

Table 1にこの実験値とこ

れまでに報告された金197

のNEETについての計算値

を示した［3～7］。量子電磁

力学の導入などにより、計

算値もより確からしいもの

へと近づいていった。ただ

し計算されたNEET確率は

10－5台から1×10－7程度へ

と小さくなった。1995年に

は藤岡らの実験データを見

直してPN=（5.1±3.6）×

10－5と報告されている［8］。

実験で求められたNEET確

率の値は、当初から計算値と大きく異なっていたが、

90年代に報告された計算値とは見直しのあとでもな

お2桁以上の開きがある。このように、金のNEET

も実験と理論との間で決着がついていなかった。

3．放射光による金197のNEET観測
我々は、放射光X線を使う新しい方法で金197の

NEETを観測しようと実験を行った。その特徴は3

つある。第一に、SPring-8で得られる強力な単色X

線ビームを使って金のK殻電離を選択的に行うこ

と、第二に、放射光のパルス性を利用し、試料近く

に配置したシリコン・アバランシェフォトダイオー

ド（APD）検出器［9］を使ってサブナノ秒時間分光

法により内部転換電子（主にL内部転換電子）を検

出しようとしたこと、第三に、同じ実験配置によっ

て測定される核共鳴現象の大きさからNEET確率の

大きさを見積もることである。

最近の研究から　

*The estimation of the NEET probability was corrected by using the same data as in Ref.[2].

Ref. Theory Experiment

H. Fujioka et al. [2] (2.2± 1.8)× 10-4

K. Pisk et al. [3] 3.5× 10-5

A.Ljubicic et al. [4] 2.2× 10-5

E. V. Tk alya [5] 1.4× 10-7

Y. Ho et al. [6] 2.4× 10-7

E. V. Tk alya [7] 1.3× 10-7

A.Shinohara et al. [8]* (5.1± 3.6)× 10-5

ˇ ´

K

M

80.725 keV 1/2+

3/2+

77.351 keV

03.425 keV

M1
77.300keV M1+11%E2

e/γ=4.36

197Au nucleusGold atom(Z=79)

(T1/2=1.91ns)

∆(EA-EN)= - 0.051keV

Fig.2   Level schemes of Au atom and 197Au nucleus for the NEET
process.

Table 1  Calculated and experimental values of the NEET probability on 197Au.
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実験はBL09XUにて行われた。Fig.3に実験装置の

配置図を示す。シリコン（111）二結晶モノクロメ

ータからのビームを利用するが、77～81keVという

高いエネルギーを得るために、（333）反射の光を利

用した。つまりモノクロメータからの1次光をアル

ミニウム（厚さ26mm）で十分に減衰させた状態で

3次光を取り出して使用した。厚さ3µmの金箔が試

料として小型の真空チャンバー内にビームに対して

30度傾けて保持され、金箔表面からの放射線は

2.5mm離れたAPD検出器（有感部：φ3mm、厚さ

30µm）によって検出される。入射X線ビームの強

度は試料の上流および下流（真空チャンバー内）に

設置された透過型シリコン・フォトダイオード（厚

さ500µm）［10］でモニターされる。APDからの信号

は高速増幅器で増幅され、その信号はコンスタント

フラクション・ディスクリミネータ（CFD）によ

ってタイミング信号に変えられる。その際、CFD

の波高弁別レベル以下の低い波高の信号を発生する

低エネルギーの放射線は時間スペクトルから除かれ

る。検出器からの信号のタイミングは加速器のRF

系から得られる時間基準信号と時間－波高変換器

（TAC）によって比較され時間スペクトルが得られ

る。このとき、電子遷移による即発放射線の強大な

パルスは、原子核脱励起に伴う時間遅れ成分検出の

妨げとなる。そこで即発パルスはタイミング信号と

してTACに入力されないように回路で処理される。

時間スペクトル上には、原子核が励起された後に放

出される放射線のみが現れるというしくみである。

実際にAPD検出器がどのような放射線を検出す

るか、確かめてみた。Fig.4は、そのエネルギー・

スペクトルである。ビーム強度毎秒約106光子で

APDの信号を電荷有感型増幅器によって処理した。

放射光研究施設のBL-14Aで測定を行ったが、金K

吸収端前後のエネルギーのX線ビームを使って

SPring-8で時間スペクトルを測定したときと同じ条

件でAPDを作動させた。スペクトルには、主に光

電子（L,M,N）が現れる。このスペクトルには見え

ていないが、金の原子核脱励起の際に放出される内

部転換電子のうち、主たるL1内部転換電子のエネ

ルギーは最大63keVである。金表面から放出される

までに失うエネルギーの違いにより光電子スペクト

ルと同様に低エネルギー側にすそを引く形をとる。

K吸収端より高いエネルギーのX線を入射したとき

にはオージェ電子（KLLなど）が検出される。一

方、シリコンAPDでの検出効率が小さいため、KX

線（67～69keV、78keV）ピークは見られない。9
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Fig.4  Energy spectra measured at 80.989keV and at 80.415keV.

Fig.3  Experimental setup.
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～11keVにはLX線が見える。CFDの波高弁別レベ

ルから35keV以上のエネルギーをもつ放射線を検出

していたことがわかっているので、LX線は時間ス

ペクトル測定には寄与しなかったことになる。

SPring-8での実験は、116バンチ・モード運転の

下で行われた。電子バンチは42ナノ秒の等間隔でリ

ングを周回する。まず核共鳴エネルギーで金197原

子核の励起現象を確認し、その後、K吸収端前後の

エネルギーで時間スペクトルの測定を行った。

Fig.5に測定された核共鳴エネルギーでの時間スペ

クトルとNEET現象の時間スペクトルを示す。核共

鳴の場合は、共鳴エネルギー（77.351keV）よりも

100eVほど高い77.455keVで測定したスペクトル、

N E E T の 場 合 は 、 K 吸 収 端 を 十 分 に 超 え た

80.989keVでのスペクトルとともに、K吸収端より

も低い80.415keVでもスペクトルを測定した。それ

らをバックグラウンドとみなして入射光子数を評価

しデータ処理して核の脱励起成分だけとみなせるも

のが、それぞれの（c）スペクトルである。時間t=0

秒の位置が、リングを42ナノ秒間隔で周回する電子

バンチ（主バンチ）による即発放射線ピーク位置で

ある。5ナノ秒までピークのすその影響が残ってい

る。また、主バンチ間に1.97ナノ秒間隔のサブバン

チがわずかな強度で存在したため、サブバンチから

の即発放射線によるピークが（a），（b）のスペク

トルに見えている。（c）でもそれらの影響が残って

いるものの、5～15ナノ秒間のデータを使って信号

強度の時間変化を見ると金197の励起準位のもつ寿

命（2.76ナノ秒）によく一致したものであった。K殻

電離による核励起現象が明瞭に捉えられたといえる。

σN, σKを各々、NEET断面積、K殻光電離断面積

とすると、NEET確率PNは、

(1)

で与えられる。PNの大きさを核共鳴現象との比較

から求めてみた。実験配置を変えず同じ条件で測定

する場合、次式

(2)

で与えられるように、入射ビーム強度に対する観測

された核励起事象の比が核共鳴とNEETとの断面積

の比に等しいという関係がある。ここで、σRはモ

ノクロメータからのX線ビームによる実効的な核共

鳴断面積、NN, NRは、NEETおよび核共鳴エネル

ギーで観測された核励起現象の数、IN , IRは、

NEETおよび核共鳴エネルギーでの入射X線の積算

光子数である。入射光子数はフォトダイオードの電

流値から別の実験により換算した。リング電流

最近の研究から　
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50mA程度のとき、毎秒約1×1010光子の強度であっ

た。メスバウアー測定でよく用いられる最大核共鳴

断面積の値とモノクロメータによって得られたX線

ビームの形状と幅（半値幅：19eV）、K殻光電離断

面積のデータを使って検討した結果、NEET確率と

してPN=（5.0±0.6）×10－8という値を得た［11］。こ

の値は、Tkalyaの計算値1.4×10－7［5］と比べると

約3分の1であるが、桁の違いはない。

4．おわりに
今回の実験では、80keVという高いエネルギーの

X線ビームを毎秒1010光子を超える強度で長時間安

定に使うことができた。モノクロメータの高次反射

を利用したとはいえ、SPring-8ビームラインがあっ

てこそ実現できた実験である。77.351keVでの金197

核共鳴測定が世界で最も高いエネルギーでの放射光

X線による核共鳴の観測となったことも付け加えて

おきたい。また、核外電子からの強烈な放射線の中

から原子核から遅れて放出される微弱な内部転換電

子を直接検出することは、APD検出器による時間

分光法によって初めて可能となった。このように高

輝度・高エネルギーの放射光ビームを取り出すこと

ができたこと、それを生かすような装置の工夫を行

うことでこれまではっきり見えなかった現象を観測

することが可能になった。ただし、金197だけでな

く他の核種のNEETを観測しようとすると、1桁か

ら2桁小さなNEET確率の測定となる。さらなるビ

ーム強度とそれに耐えられる検出器の開発が要求さ

れる。検出効率の改善も必要である。より質の高い

放射光と工夫された実験装置との組み合わせによっ

て、電子と原子核との関わりについて理解が深めら

れるように今後も研究を進めていきたいと考えて

いる。

本研究はJASRIの依田芳卓氏、京都大学原子炉実

験所の瀬戸 誠氏、小林康浩氏、北尾真司氏、春木

理恵氏、東京大学生産研の岡野達雄氏、福谷克之氏、

河内泰三氏との共同研究によるものである。また最

後に、等間隔セベラルバンチモードでの安定な運転

を実現していただいたSPring-8の加速器部門の

方々、その他関係者の方々に深く感謝いたします。
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1．諮問委員会及び専門委員会
諮問委員会［委員長：佐々木泰三］は、放射光利

用研究促進機構・財団法人高輝度光科学研究センタ

ー（以下「JASRI」という。）からの諮問を受け、

共用ビームラインの利用研究課題の募集・選定及び

専用ビームライン計画の募集・選定等の供用業務の

実施に関する重要事項を審議する委員会である。

諮問委員会の下には、専門委員会として共用ビー

ムラインの利用研究課題を選定する利用研究課題選

定委員会（以下「課題選定委員会」という。）［主

査：村田隆紀］及びSPring-8への設置を希望する専

用ビームライン計画を審査する専用施設検討委員会

［主査：松井純爾］が設置されている。

諮問委員会（課題選定委員会、専用施設検討委員

会）は、平成7年度に「共用施設の利用研究課題選

定に関する基本的考え方について」及び「専用施設

の設置及び利用に関する基本的な考え方について」

を取りまとめ、これに基づき共用ビームラインで行

われる利用研究課題の選定及び専用ビームライン計

画の審査を進めている。

諮問委員会の主な活動内容は次のとおりである。

（1）第16回諮問委員会

・　JASRIから、産業界に対するSPring-8の利用

を促進するため、平成12年度から新たにコーデ

ィネーター、技術支援研究者を新規採用すると

ともに、講習会、利用実地研修会を実施すると

報告があった。

これに加え、産業利用の促進のために、外部

有識者会合の下に作業部会を設置し、支援業務

のあり方、産業利用ビームラインの利用方法等

の検討を行い、総合的な産業利用促進方策案を

策定するとの提案があり、承認された。

・　課題選定委員会から、第6回利用期間に実施

される利用研究課題の選定結果及び第5回利用

期間の緊急課題について報告があり、確認さ

れた。

（2）第17回諮問委員会

・　JASRIが進めている産業利用促進の取り組み

を評価するとともに、平成13年度に供用が開始

される予定の産業利用ビームラインの運用につ

いて、産業界の利用が容易な施設として、より

産業界のニーズに沿った課題に利用できるこ

と、タイミングよく利用できることを趣旨とし

た意見具申が機構代表者に行われた。

・　専用施設検討委員会から、蛋白質構造解析コ

ンソーシアムから提案のあった専用施設「創薬

産業ビームライン」の設置計画の検討評価結果

について報告があり、審議の結果、専用施設設

置の意義が認められ、計画を進めることが適当

との結論に達し、その旨の答申が機構代表者に

行われた。

・　課題選定委員会から、第7回利用期間に実施

される利用研究課題の選定結果及び第6回利用

期間の緊急課題について報告があり、確認さ

れた。

2．SPring-8医学利用研究検討会
SPring-8医学利用研究検討会［座長：阿部光幸］

は、今後の医学利用研究を効果的に推進するため、

当面立ち上げるべきプロジェクト研究の具体的な推

進方策の検討、同プロジェクト研究にかかる各研究

グループ活動への関与、及びプロジェクト研究を含

め中長期的なSPring-8における医学利用研究課題、

推進方策の検討を行っている。

具体的には、SPring-8における医学利用研究を実

施する上での基本方針、基礎研究項目、研究分野、

研究テーマ等について審議している。併せて、平成

11年度から、ワーキンググループとして技術開発を

研究会等報告

平成12年度の諮問委員会等の活動状況

放 射 光 利 用 研 究 促 進 機 構

財団法人高輝度光科学研究センター

企画調査部
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行うととともに、技術開発のための基礎研究及び基

礎的な動物実験を行っている。

（1）基本方針

SPring-8の特徴を生かした研究課題についての

開発及び研究

・癌の早期診断及び癌組織の微細構造

・血管造影法による血管（腫瘍及び重要臓器の

血管）の微細構造

・生体微量元素の測定又は画像化　　等

（2）基礎研究項目

・安全性・有用性の確認（動物実験による基礎

データの収集）

・新しいイメージング技術の開発

・被曝線量の低減化の研究　　　　　等

（3）研究分野、研究テーマ

①　血管造影 高エネルギーX線を用いた

血管造影

癌組織や脳、心臓等の微細

な血管構造

②　CT 単色Ｘ線CT

蛍光Ｘ線CT

③　イメージング 屈折コントラストX線イメ

ージング及びCT

位相差Ｘ線CT

加えて、放射線医学総合研究所の「単色X線

CTによる電子密度評価とその装置開発」は計

画段階であるが、臨床応用を目指したものであ

り、重要な研究テーマとして位置づけられた。

（4）今後の医学利用研究の方向について

基本方針、基礎研究項目、研究分野、研究テ

ーマに基づき引き続き医学利用研究を進め、

BL20XUの研究成果を踏まえつつ、臨床応用へ

の展開を慎重に検討することとされた。

3．ビームライン検討委員会
特定放射光施設連絡協議会（原研・理研・JASRI

の三者によるSPring-8の運営に関する重要事項の協

議機関）の下部委員会であるビームライン検討委員

会［委員長：松井純爾］は、SPring-8に設置する共

用ビームラインについて検討評価を行っている。

今年度は、新規ビームラインの整備だけでなく、

SPring-8全体としての効果的なビームライン整備の

観点から、利用研究課題選定委員会の村田主査を交

え、次のことが報告、議論された。

・利用状況、研究成果等の現状報告

・利用状況等の情報に基づく状況分析

・既存ビームラインの高度化、高性能化、利便性

向上

・実験ステーションの改善・強化の必要性

これを受けて、SPring-8が、我が国の科学技術研

究の重要な牽引力になるためには、共用ビームライ

ンの新設に努めるとともに、より高度な実験が可能

になるように既設ビームラインを改造／増強し、実

験ステーションの新設／高度化を図らねばならない

ことが確認された。

そして、従来から施設の維持・管理経費に含まれ

ている高度化のように、実験ステーション周辺の充

実や光源・光学系の部分的な改良ではなく、緊急度

の高いビームラインから順次利用者の声を反映した

大幅な改造を実施して、SPring-8を常に最先端研究

に適合した性能を持つ施設にすることの必要性が確

認された。

4．委員会の開催状況
以下に、今年度における各委員会の開催状況及び

委員構成を紹介する。

4-1.  諮問委員会

第16回
［日　時］平成12年8月7日（月）14:00～17:00

［場　所］東京国際フォーラム

［主な議題等］

（1）利用研究課題の選定について

（2）特定利用制度について

（3）SPring-8国際アドバイザリー会議の開催結果に

ついて

（4）産業利用の促進について

（5）第4回放射光アジアフォーラムの開催について

（6）財団10周年記念事業の実施について

（7）その他

第17回
［日　時］平成13年2月26日（月）14:00～17:00

［場　所］東京ガーデンパレス

［主な議題等］

（1）利用研究課題の採択について

（2）平成13事業年度実施計画について

（3）産業利用の促進について

（4）創薬産業ビームラインの検討評価について
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（5）最近の国際協力について

（6）その他

4-2.  利用研究課題選定委員会

第22回
［日　時］平成12年5月24日（水）13:30～16:30

［場　所］SPring-8中央管理棟

［主な議題等］

（1）緊急課題の審査結果について

（2）特定利用研究課題の選定について

（3）平成12年後期（2000B）のSPring-8利用研究課

題の選定について

（4）その他

第23回
［日　時］平成12年7月25日（火）13:30～16:30

［場　所］SPring-8中央管理棟

［主な議題等］

（1）平成12年後期（2000B）のSPring-8利用研究課

題の選定について

（2）緊急課題の報告について

（3）BL41XU留保ビームタイムの募集について

（4）特定利用の今後の運営について

（5）その他

第24回
[日　時］平成12年12月4日（月）13:30～16:30 

［場　所］SPring-8中央管理棟

［主な議題等］

（1）平成13年前期（2001Ａ）のSPring-8利用研究課

題の選定について

（2）2001Ａ追加募集等について

（3）2000Ｂ緊急課題等の選定について

（4）その他

＜SPring-8利用研究課題選定委員会分科会＞

［日　時］平成12年4月17日（月）

［場　所］SPring-8会議室

［主な議題等］

（1）課題公募、選定のスケジュールについて

（2）分科会審査方法について

（3）その他

［日　時］平成12年6月19日（月）

［場　所］SPring-8会議室

［主な議題等］

（1）2000B分科会審査（特定利用）

［日　時］平成12年7月10日（月）、11日（火）

［場　所］SPring-8会議室

［主な議題等］

（1）2000B分科会審査

［日　時］平成12年10月23日（月）

［場　所］SPring-8会議室

［主な議題等］

（1）2001A分科会審査（特定利用）

［日　時］平成12年11月16日（木）、17日（金）

［場　所］SPring-8会議室

［主な議題等］

（1）2001A分科会審査

4-3.  専用施設検討委員会

第12回
［日　時］平成12年10月30日（月）13:00～14:40

［場　所］大阪ガーデンパレス

［主な議題等］

（1）専用施設設置の概要説明

（2）専用施設設置計画趣意書の検討評価

（3）その他

第13回
［日　時］平成12年12月15日（金）13:30～14:20

［場　所］大阪コロナホテル

［主な議題等］

（1）専用施設設置実行計画書の検討評価

（2）その他

4-4.  SPring-8医学利用研究検討会

第5回
［日　時］平成12年6月5日（月）14:00～16:00

［場　所］東京国際フォーラム

［主な議題等］

（1）各ワーキンググループからの検討状況報告につ

いて

（2）今後の医学利用研究の方向について

（3）その他
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第6回
［日　時］平成13年3月15日（木）14:00～16:00

［場　所］東京ガーデンパレス

［主な議題等］

（1）検討会の中間報告書について

（2）その他

＜SPring-8医学利用研究検討会に係る血管造影ワー

キンググループ＞

［日　時］平成12年5月9日（火）14:00～15:30

［場　所］新大阪ワシントンホテルプラザ

［主な議題等］

（1）2000Ａにおける医学利用実験の報告について

（2）ワーキンググループの今後の予定について

（3）今後の医学利用の進め方について

（4）今後の技術開発課題の具体化について

（5）その他

＜SPring-8医学利用研究検討会に係るCTワーキン

ググループ＞

［日　時］平成12年4月6日（木）12:30～15:00

［場　所］横浜グランドインターコンチネンタルホテル

［主な議題等］

（1）2000Ａにおける医学利用実験の報告について

（2）ワーキンググループの今後の予定について

（3）今後の医学利用の進め方について

（4）今後の技術開発課題の具体化について

（5）その他

＜SPring-8医学利用研究検討会に係るイメージング

ワーキンググループ＞

［日　時］平成12年4月17日（月）14:00～17:00

［場　所］新大阪ワシントンホテルプラザ

［主な議題等］

（1）2000Ａにおける医学利用実験の報告について

（2）ワーキンググループの今後の予定について

（3）今後の医学利用の進め方について

（4）今後の技術開発課題の具体化について

（5）その他

＜SPring-8医学利用研究検討会に係る合同ワーキン

ググループ＞

［日　時］平成12年7月10日（月）13:00～16:00

［場　所］メルパルク大阪

［主な議題等］

（1）2000Ａの実験成果報告について

（2）その他

［日　時］平成13年2月2日（金）13:30～15:30

［場　所］新大阪ワシントンホテルプラザ

［主な議題等］

（1）BL20XUの技術的説明について

（2）その他

4-5.  ビームライン検討委員会

平成12年度　第1回
［日　時］平成12年10月30日（月）14:50～16:40

［場　所］大阪ガーデンパレス

［主な議題等］

（1）答申6計画の今後の取扱い等について

（2）既存ビームラインの評価と今後の取扱いについて

（3）その他

平成12年度　第2回
［日　時］平成12年12月15日（金）14:40～16:30

［場　所］大阪コロナホテル

［主な議題等］

（1）既存ビームラインの高度化について

（2）その他

諮問委員会委員（平成12年度）

委　員　長 佐々木泰三 東京大学名誉教授

委員長代理 山崎　敏光 理化学研究所研究協力員

委　　　員 阿部　光幸 兵庫県立成人病センター総長

石黒　武彦 京都大学大学院理学研究科教授

市原　達朗 オムロン㈱執行役員副社長

太田　俊明 東京大学大学院理学系研究科教授

梶村　皓ニ 財団法人機械振興協会副会長

木村　茂行 文部科学省無機材質研究所所長

木村　嘉孝 高エネルギー加速器研究機構物質

構造科学研究所所長

京極　好正 福井工業大学工学部教授

吉良　　爽 理化学研究所副理事長

齋藤　伸三 日本原子力研究所副理事長

佐藤　　繁 東北大学大学院理学研究科教授

篠原　邦夫 東京大学大学院医学系研究科教授

新庄　輝也 京都大学化学研究所教授

壽榮松宏仁 東京大学大学院理学系研究科教授

高柳　誠一 ㈱東芝技術顧問

冨浦　　梓 新日本製鐵㈱顧問

平野　拓也 海洋科学技術センター理事長
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藤野　政彦 武田薬品工業㈱代表取締役会長

藤本　和弘 兵庫県副知事

松井　純爾 姫路工業大学理学部教授

三木　邦夫 京都大学大学院理学研究科教授

村田　隆紀 京都教育大学教育学部教授

安岡　弘志 日本原子力研究所先端基礎研究セ

ンターセンター長

利用研究課題選定委員会委員（平成12年度）

主　　　査 村田　隆紀 京都教育大学教育学部教授

専 門 委 員 石川　哲也 理化学研究所主任研究員

井上　頼直 理化学研究所播磨研究所所長

猪子　洋二 大阪大学大学院基礎工学研究科助手

梅咲　則正 JASRIコーディネーター

河田　　洋 高エネルギー加速器研究機構物質

構造科学研究所教授

川戸　清爾 理学電機㈱X線研究所常勤顧問

北村　英男 理化学研究所主任研究員

小谷野猪之助 姫路工業大学理学部教授

坂田　　誠 名古屋大学大学院工学研究科教授

佐々木　聡 東京工業大学応用セラミックス研

究所助教授

佐藤　能雅 東京大学大学院薬学系研究科教授

下村　　理 日本原子力研究所放射光科学研究

センターセンター長

鈴木　芳生 JASRI実験部門副主席研究員

田中　　勲 北海道大学大学院理学研究科教授

谷口　雅樹 広島大学理学部教授

田之倉　優 東京大学大学院農学生命科学研究

科教授

並河　一道 東京学芸大学教育学部物理学科教授

野田　幸男 東北大学科学計測研究所教授

野村　昌治 高エネルギー加速器研究機構物質

構造科学研究所教授

福山　恵一 大阪大学大学院理学研究科教授

藤森　　淳 東京大学大学院新領域創成科学研

究科教授

松井　純爾 姫路工業大学理学部教授

圓山　　裕 岡山大学理学部助教授

水木純一郎 日本原子力研究所主任研究員

宮野　雅司 理化学研究所播磨研究所主任研究員

宮原　恒曰
立 東京都立大学大学院理学研究科教授

盛　　英三 国立循環器病センター研究所心臓

生理部部長

八木　直人 JASRI実験部門主席研究員

渡辺　　巌 大阪大学大学院理学研究科助教授

渡辺　　誠 東北大学科学計測研究所教授

植木　龍夫 JASRI利用促進部門長

大熊　春夫 JASRI加速器部門主席研究員

菊田　惺志 JASRIビームライン部門長

多田順一郎 JASRI安全管理室長

利用研究課題選定委員会分科会委員（平成12年度）

◎ 村田　隆紀 京都教育大学教育学部教授

第1分科会（生命科学）

＜分科会1＞

井上　頼直 理化学研究所播磨研究所所長

○ 田中　　勲 北海道大学大学院理学研究科教授

田之倉　優 東京大学大学院農学生命科学研究

科教授

福山　恵一 大阪大学大学院理学研究科教授

宮野　雅司 理化学研究所播磨研究所主任研究員

＜分科会2＞

猪子　洋二 大阪大学大学院基礎工学研究科助手

○ 佐藤　能雅 東京大学大学院薬学系研究科教授

盛　　英三 国立循環器病センター研究所心臓

生理部部長

八木　直人 JASRI実験部門主席研究員

第2分科会（散乱・回折）

＜分科会1＞

下村　　理 日本原子力研究所放射光科学研究

センターセンター長

○ 坂田　　誠 名古屋大学大学院工学研究科教授

佐々木　聡 東京工業大学応用セラミックス研

究所助教授

野田　幸男 東北大学科学計測研究所教授

＜分科会2＞

石川　哲也 理化学研究所主任研究員

川戸　清爾 理学電機㈱X線研究所常勤顧問

○ 並河　一道 東京学芸大学教育学部物理学科教授

水木純一郎 日本原子力研究所主任研究員

第3分科会（XAFS）

梅咲　則正 JASRIコーディネーター

田中　庸裕 京都大学大学院工学研究科分子工

学専攻助教授

○ 野村　昌治 高エネルギー加速器研究機構物質

構造科学研究所教授

圓山　　裕 岡山大学理学部助教授

渡辺　　巌 大阪大学大学院理学研究科助教授

第4分科会（分光）

木下　豊彦 東京大学物性研究所附属軌道放射

物性研究施設助教授

小谷野猪之助 姫路工業大学理学部教授

○ 谷口　雅樹 広島大学理学部教授

藤森　　淳 東京大学大学院新領域創成科学研

究科教授

渡辺　　誠 東北大学科学計測研究所教授

第5分科会（実験技術、方法等）

河田　　洋 高エネルギー加速器研究機構物質

構造科学研究所教授

北村　英男 理化学研究所主任研究員

鈴木　芳生 JASRI実験部門副主席研究員

松井　純爾 姫路工業大学理学部教授

○ 宮原　恒曰
立 東京都立大学大学院理学研究科教授

第6分科会（特定利用）

石川　哲也 理化学研究所主任研究員

板井　悠二 筑波大学臨床医学系放射線医学教授

梅野　正隆 大阪大学大学院工学研究科教授

太田　俊明 東京大学大学院理学系研究科教授

勝部　幸輝 大阪大学名誉教授

研究会等報告
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加納　　剛 宇宙開発事業団宇宙環境利用応用

化研究推進グループ研究推進アド

バイザー

坂田　　誠 名古屋大学大学院工学研究科教授

下村　　理 日本原子力研究所放射光科学研究

センターセンター長

田中　　勲 北海道大学大学院理学研究科教授

野村　昌治 高エネルギー加速器研究機構物質

構造科学研究所教授

藤井　保彦 東京大学物性研究所中性子散乱研

究施設施設長

藤森　　淳 東京大学大学院新領域創成科学研

究科教授

松井　純爾 姫路工業大学理学部教授

宮原　恒曰
立 東京都立大学大学院理学研究科教授

○ 村田　隆紀 京都教育大学教育学部教授

八木　直人 JASRI実験部門主席研究員

植木　龍夫 JASRI利用促進部門長

大熊　春夫 JASRI加速器部門主席研究員

菊田　惺志 JASRIビームライン部門長

多田順一郎 JASRI安全管理室長

◎：利用研究課題選定委員会主査

○：分科会主査

専用施設検討委員会委員（平成12年度）

主　　　査 松井　純爾 姫路工業大学理学部教授

雨宮　慶幸 東京大学大学院新領域創成科学研

究科教授

石川　哲也 理化学研究所主任研究員

尾嶋　正治 東京大学大学院工学系研究科教授

北村　英男 理化学研究所主任研究員

古宮　　聰 ㈱富士通研究所材料技術研究所主

管研究員（平成13年3月1日より

JASRI所長付主席研究員）

坂井　信彦 姫路工業大学理学部教授

下村　　理 日本原子力研究所放射光科学研究

センターセンター長

大門　　寛 奈良先端科学技術大学院大学物質

創成科学研究科教授

月原　冨武 大阪大学蛋白質研究所物理構造部

門教授

虎谷　秀穂 名古屋工業大学セラミックス研究

施設教授

水木純一郎 日本原子力研究所主任研究員

植木　龍夫 JASRI利用促進部門長

菊田　惺志 JASRIビームライン部門長

熊谷　教孝 JASRI加速器部門長

多田順一郎 JASRI安全管理室長

SPring-8医学利用研究検討会メンバー（平成12年度）

座　　　長 阿部　光幸 兵庫県立成人病センター総長

安藤　正海 高エネルギー加速器研究機構物質

構造科学研究所教授

板井　悠二 筑波大学臨床医学系放射線医学教授

井上　俊彦 大阪大学大学院医学系研究科集学

放射線治療学研究部教授

宇山　親雄 広島国際大学保健医療学部臨床工

学科教授

梶谷　文彦 岡山大学医学部第二生理教授

河野　通雄 兵庫県立成人病センター院長

後藤　　武 兵庫県理事

杉村　和朗 神戸大学医学部放射線医学講座教授

取越　正己 放射線医学総合研究所

医用重粒子物理・工学研究部主任

研究官

中村　仁信　　大阪大学大学院医学系研究科生体

情報医学講座教授
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山崎　克人 JASRI実験部門副主席研究員

鈴木　芳生 JASRI実験部門副主席研究員

梅谷　啓二 JASRI実験部門主幹研究員

SPring-8医学利用研究検討会ワーキンググループ（平成12年度）

血管造影ワーキンググループ

グループ長 梶谷　文彦 岡山大学医学部第二生理教授

阿部　光幸 兵庫県立成人病センター総長

安藤　正海 高エネルギー加速器研究機構物質

構造科学研究所教授

井上　俊彦 大阪大学大学院医学系研究科集学

放射線治療学研究部教授

宇山　親雄 広島国際大学保健医療学部臨床工

学科教授

小笠原康夫 川崎医科大学医用工学助教授

奥　　康成 川崎重工㈱関東技術研究所物理応
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ム開発室室長
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清水　健治 山口大学工学部知能情報システム

工学科講師

上甲　　剛 大阪大学医学部放射線科助手

杉村　和朗 神戸大学医学部放射線医学講座教授
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古宮　　聰 ㈱富士通研究所材料技術研究所主

管研究員（平成13年3月1日より
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坂井　信彦 姫路工業大学理学部教授

大門　　寛 奈良先端科学技術大学院大学物質
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月原　冨武 大阪大学蛋白質研究所物理構造部

門教授

虎谷　秀穂 名古屋工業大学セラミックス研究

施設教授

水木純一郎 日本原子力研究所主任研究員

植木　龍夫 JASRI利用促進部門長

菊田　惺志 JASRIビームライン部門長

熊谷　教孝 JASRI加速器部門長

多田順一郎 JASRI安全管理室長

研究会等報告
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「三日月町」…私の故郷…。名前には相当インパ

クトがある。おそらく「三日月」という言葉は日本

各地ほとんどの人が知っている言葉だと思う。

学生時代、同じ兵庫県出身にもかかわらず「三日

月町」を知らないと言い切られた経験がある。よく

考えてみると私も兵庫県のすべての市町の名前を知

っているわけではない。大変小さな町である「三日

月町」を知らないと言われても当然といえば当然だが。

三日月町は兵庫県の南西部で佐用郡の東端に位置

し、北は宍粟郡、東は揖保郡、南は赤穂郡と接して

いる。人口は約3400人、面積は約50km2。

さて…、何もない田舎町をどの様に紹介すればい

いだろうか、と考えた結果を以下のちょっと仰々し

い文章に要約してみました。

どの町にも昔の姿があり、現在の姿があり、そし

て未来へ向かおうとする姿が見られると思う。三日

月町もやはり、昔の姿を残す史跡や現在の施策、そ

して未来へ羽ばたこうとする計画等々、様々な姿を

見せてくれる。今回このような機会を頂き、自分自

身でも我が故郷を再認識し、また三日月町の昔の姿、

現在の姿、未来像が少しでも皆様に伝われば幸いです。

1．三日月町の昔
¡有名人（？）の来る町
後鳥羽上皇

新宮町との町境に兵庫県の天然記念物に指定され

ている俗に「弓の木」と呼ばれる大椋があります。

1221年勃発した承久の乱で敗れた後鳥羽上皇は、

隠岐に流される途中この地に立ち寄られ、この大椋

に弓をかけられてお休みになったといわれていま

す。またそこで射られた矢が飛んだ方向の谷を「矢

の谷」といい現在でもその名は残っています。

ちなみにその約100年後には、元弘の変に敗れた

後醍醐天皇が隠岐に移られるとき、当地弓の木を見

て、後鳥羽上皇をおしのびになったという言い伝え

も残っています。

北条時頼
三日月町の中心部より宍粟郡山崎町に向かう道路

沿いに春哉という小さな集落があります。そこには

また、小さな無住の寺「最明寺」があります。この

小さな集落の小さな寺が三日月町で最も有名な場所

なのです。

WALKING  AROUND

「三日月っていうところ・・・・・」

財団法人高輝度光科学研究センター

経 理 部　　　　　　　各務　彰一

三日月町の中心三方里山より

現在の弓の木
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鎌倉幕府の執権として、又は得宗として専制政治

を行った北条時頼には有名な廻国伝説があります。

そのため全国にはたくさんの時頼に纏わる史跡が

存在しますが、三日月町にもやはり存在します。そ

れが「最明寺」にある国の重要文化財「北条時頼像」

です。全国で2体しかない時頼像のうちの1体で、鎌

倉時代の秀作といわれています。（めったに公開さ

れないため町民の私も実物を見た記憶がない）

また時頼の伝説は、「春哉」という地名と、当地

に病のため3ヶ月間滞在したとされていることから

「三ヶ月」（みかづき）とする文献も見られるように、

三日月町の歴史を彩っています。

深雪にもあさる雉子（きぎす）の声聞けば

おのが心はいつも春哉（はるかな） 時頼

¡宿場町三日月
三日月町三日月付近は古くから交通の要所となっ

ており、中世から近世にかけ街道が整備されると、

姫路から津山に通じる作州街道、同様に姫路から鳥

取に通じる因幡街道の公用宿場となっていました。

意外!?

佐用郡内の公用宿場として三日月の他、佐用、因幡

街道随一の宿場と称された有名な平福があります

が、このような中に三日月の地名が入っていること

が、私の中では結構意外でした。

江戸時代に入り参勤交代の制度が確立され、宿場

には大名が休憩や宿泊するため地方の豪家を本陣と

して利用しました。佐用は岡田家（松江藩専用本陣）、

平福は神吉家（鳥取藩専用本陣）、そして三日月は

織田家が本陣となり、宿場の中心となっていました。

織田家は、織田信長の弟信包を祖とした由緒ある

家柄で、現在も当時の趣を残した建物や関札やかご

などが残っており、三日月町の貴重な文化財となっ

ています。

私は現在宿場として栄えた地域のど真ん中に

住んでいることになります……。

¡城下町乃井野
三日月藩は、佐用郡・揖保郡・宍粟郡の合計65ヶ

村1万5千石を領地とする郡内唯一の藩でした。藩主

は津山藩森家の分家で、古くは織田信長に仕えた森

長定（蘭丸）の流れをくむ家柄です。

森家の陣屋（陣屋は、小さな藩の主の住居地）は、

三日月町乃井野におかれ、その周囲には武家屋敷が

築かれました。乃井野は、三日月藩の中心地として

栄えた地域です。

現在でも、当時の陣屋を中心とした城下町として

の町割り等ほぼ完全な状態で残っており、歴史的に

希少な歴史遺産であるという評価も受けております。

昭和57年より、陣屋跡の整備・保存が検討され、

長年の間発掘調査等を重ねた結果、平成12年10月に

は、陣屋跡の石垣・堀の復元工事が完成しました。

三日月町ののどかな散歩コースとして、また歴史

的に興味のある方の探索コースとして、大変よい地

区だと個人的に思っています。

ちなみに……当時の三日月は大変教育の盛んな藩

であり、藩校広業館は、現在の佐用郡唯一の藩校で

あったため、郡内はもちろん遠くは岡山方面から学

びに来ていたそうです。この広業館からは多くの優

れた人材が出ました。また、藩校の他に私塾・寺子

屋も多く存在しており、学問のまちとしても大変栄

えていました。

2．三日月町の今
現在の三日月町は、そう…一言でいうと「自然の

まち」（よい風に言うと）。いわゆるどこにでもある

「田舎」。もちろん遊園地等もあるはずがない。しか

し、その自然や田舎の雰囲気を十分に生かした町づ

くりが進められています。都会にはない魅力。絶対

にあるはずです。

連載 ぶらり散歩道

乃井野陣屋跡
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¡大きな木と小さな花
下本郷にあるムクの木は、樹齢なんと800年とい

われ、樹高も約19ｍ、幹周りも9.9ｍと日本一のム

クと称される程の大木です。県の天然記念物の指定

を受けており、一度は見る価値のある木です。小学

生の頃ものすごく圧倒されたことを大変よく覚えて

います。

また、播磨科学公園都市の麓弦谷やムクの木と同

じ下本郷には、小さくてかわいい「かたくりの花」

が群生しています。この花は日中のみに開花し、朝

夕や雨の日には開花しない大変可憐な花です。種子

から開花まで6～7年かかるといわれており、大変貴

重な花です。うつむき加減に咲くこの花は、桜の季

節より少しはやく見ることができます。

¡田舎的スポット！
田舎の気分を味わいたい!! そのような希望をお

持ちの方は「味わいの里三日月」またその隣にある

「もくもく館」「陶芸館」へ。

「味わいの里三日月」には、三日月町の特産品で

ある高原ぶどう・高原ワイン・もち大豆みそ・こん

にゃく・新鮮な野菜等々、県内外でも大変評価の高

い商品の直売場、そばの手打ち等が体験できる体験

室、実際うったそばや手作りこんにゃく等が味わえ

る食堂と、田舎気分を十分味わえる施設です。

またその近くにある「もくもく館」では、材料・

設備がすべて整った中で、自分だけの木工作品を作

ることができ、「陶芸館」では、初心者から経験者

まで陶芸を楽しむことができます。

「味わいの里」「もくもく館」「陶芸館」では、

様々なイベントが行われます。手作りを楽しみたい

方は是非参加してみてください。

¡自然を楽しむ！
三日月町内には3本の川が流れていますが、いず

れの川にも初夏には蛍が飛び交います。最近はやは

り数も少なくなりましたが保護活動もなされてお

り、風物詩となっております。やはり幻想的な雰囲

気は見ている人の心を和ませてくれます。

私の住んでいる近くにも川が流れておりますが、

蛍の飛び具合（?）というのは、地元に住んでいて

も結構気になります。

¡月の町三日月
夜、新宮町から相坂を越え三日月町にはいると、

まず目に飛び込んでくるのが「三日月」にかかる流

れ星のイルミネーション。町章のデザインともなっ

ている「三日月」は紛れもなく町のシンボル。

全国各地にはこの「月」のつく市町村が、三日月

町を含め14カ所存在するそうですが、北は北海道月

形町から南は長崎県生月町まで「つきのまち」とし

WALKING  AROUND

山の斜面に群生するかたくりの花

味わいの里
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て交流し、情報の交換等を行っています。特に同名

の町である佐賀県小城郡三日月町とは、平成7年に

友好姉妹町の提携をして、小学生の交換留学等を実

施しています。

三日月町民として、全国に在する「つきのまち」

との交流によって各々の市町村がすばらしい町づく

りを提案できればと期待しております。ちなみに

「三日月」という町名が他にも存在することには大

変驚きました。

3．三日月町の未来
私が小中学生の頃、入学式や卒業式でよく聞いた

話に「西播磨テクノポリス構想」というものがあり

ました。当時まだ何のことだか分からず、心の中で

は「またその話か～」なんて思っていた記憶があり

ます。中学校の遠足は、科学公園都市予定地の散策

であった。どこに何ができるなんて話より、腹へっ

たな～なんてことの方が気になっていました。まさ

か自分がここで働くことになるなんて…。

播磨科学公園都市の核となる大型放射光施設の建

設が始まったのは1991年で私が高校生の頃。それ以

前に公園都市の整備は始まっていました。地元に住

んでいながら全く知らず、大学生となり三日月町を

離れた4年間に、見違えた都市となっていました。

細い道だった所に大きな道路が走り、大変不便だっ

た上郡・相生方面へ短時間で行けるようになってい

た。このように思ったのは私だけかもしれないが、

驚きの連続でした。

播磨科学公園都市には現在、第3世代の放射光施

設SPring-8を中心に、研究活動を支援する先端科学

技術支援センター、大型放射光施設と提携した研究

を行っている姫路工業大学理学部、また各企業の研

究所及び工場が続々と進出しています。また癌の治

療を行う粒子線治療センターと、まさに未来へ目を

向けた都市計画が着実に進んでいます。

それに伴い三日月町では、この播磨科学公園都市に

一番近いという利点を活かし、現在三日月駅周辺の

整備が開始され、まさに三日月町のキャッチフレー

ズである「自然と科学の出会うまち」が実現しよう

としています。

「三日月町？あ～SPring-8のある所か！」なんて会

話ができる日も近い！

最後に、拙文ながら三日月町の紹介をさせていた

だきました（紹介というより自分の主観でしかない

ようだが）。しかし、三日月町には、そこに住んで

いる者には分からない魅力があります。狭い町です

ので、皆様が実際目で見ていただき、ご自身で三日

月町の魅力を見つけていただければと思います。

参考文献

「三日月町史」

「広報みかづき」

三日月町のホームページ：

http://www.town.mikazuki.hyogo.jp/

各務　彰一　KAKUMU  Shoichi
(財)高輝度光科学研究センター　経理部
〒679-5198 兵庫県佐用郡三日月町光都1-1-1
TEL：0791-58-0953 FAX：0791-58-0819
e-mail：skakumu@spring8.or.jp

連載 ぶらり散歩道
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ANNOUNCEMENT

理化学研究所　播磨研究所

職員の公募

理化学研究所　播磨研究所では下記の要領により職員の公募を行うことになりました。

関係各位にご周知いただき、適任者の推薦または応募をお願いいたします。

1．所属部門

（1）構造生物物理研究室

（2）研究技術開発室

2．給与等

理化学研究所の規程による

3．着任時期

平成13年10月1日以降のなるべく早い時期

（1）構造生物物理研究室

1．公募人員：研究員1名

2．研究内容：生物を基礎としてシンクロトロン放射光による新しい構造生物を目指す。

3．応募資格：35歳以下（平成14年4月1日現在）

博士号取得後数年の研究実績を持つ者、又は同等と認められる者

4．提出書類：（1）履歴書（写真、学歴、職歴、生年月日）

（2）「研究に対する抱負」及び「これまでの研究業績」をそれぞれA4紙に2枚程度

（3）業績リスト（主要論文5編以内、論文別刷りとその要旨）

（4）指導教官の推薦状（2人以上）

（5）大学学部、大学院の卒業修了証明書と成績証明書、学位証明書

（6）連絡先（平日の日中に連絡可能な住所、電話番号、FAX、e-mail）

※簡易書留にて提出のこと。

5．応募締切：平成13年6月15日（金）必着

6．書類提出先（問い合わせ先）：

〒679-5148 兵庫県佐用郡三日月町光都1-1-1

理化学研究所　播磨研究所　構造生物物理研究室　宮野雅司

担当　西村江美

TEL：0791-58-2815

FAX：0791-58-2816

e-mail ：emin@spring8.or.jp
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告 知 板

（2）研究技術開発室

1．公募人員：研究員または技師１名

2．研究内容：研究技術開発室では、SPring-8にて稼動中の構造生物学研究用理研ビームライ

ン（BL45XUとBL44B2）の運用を行うとともに、蛋白質結晶学に関わる独自研究を推進して、

関連する研究技術の開発を進めています。

今回は理研ビームラインの運用業務を行うとともに、蛋白質複合体または集合体の構造生

物学を進めることにより、あるいは研究機器やソフトウエアを開発することにより、蛋白質

結晶学の方法論に関わる研究を行う職員（研究員または技師）1名を公募します。これまで

の専門を問わず、この分野の開拓に意欲的な方を歓迎します。

3．応募資格：平成13年10月1日の時点で35歳以下

（研究員で応募する場合は博士号取得者あるいは取得予定者）

4．提出書類：（1）履歴書（写真貼付）

（2）発表論文リストおよび主要な論文の別刷

（3）従来の研究（業務）内容と今後の研究（業務）に対する抱負

（それぞれ800字程度と200字程度）

（4）本人に関する推薦書

（5）大学学部・大学院の成績証明書と卒業（修了）証明書

５．応募締切：平成13年6月15日（金）必着

６．書類送付先（問い合わせ先）：

〒679-5148 兵庫県佐用郡三日月町光都1-1-1

理化学研究所　播磨研究所　研究技術開発室　神谷信夫

TEL：0791-58-2839

FAX：0791-58-2834

e-mail：nkamiya@sp8sun.spring8.or.jp
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第5回播磨国際フォーラム、一般講演会のご案内

1．日　　時 2001年7月14日（土）午後2時～5時

2．会　　場 姫路商工会議所会館

〒670-0932 姫路市下寺町43番地

TEL：0792-22-6001、FAX：0792-88-0047

3．主　　催 播磨国際フォーラム組織委員会

(財)高輝度光科学研究センター、理化学研究所、日本原子力研究所、

兵庫県、(財)ひょうご科学技術協会、兵庫県立姫路工業大学

4．講　　演 「IT社会を支える半導体技術」

西野　種夫　氏

神戸市立工業高等専門学校校長・神戸大学名誉教授

「21世紀夢の光はこうして光った　－SPring-8の誕生とその展開－」

上坪　宏道　氏

(財)高輝度光科学研究センター副理事長・放射光研究所長

5．参加要領 参 加 料：無料

申し込み：下記問い合わせ先に、FAXもしくはe-mailにてお申し込み下さい。

6．世 話 人 松井純爾（姫路工業大学、オーガナイザー）、鈴木芳生（SPring-8）

篭島　靖（姫路工業大学）

7．問い合わせ先
フォーラム事務局：兵庫県産業労働部　科学・情報局　産業技術室

担当　杉浦

TEL：078-362-3053、FAX：078-362-4466

e-mail：mikihiko_sugiura@go.phoenix.pref.hyogo.jp

8．そ の 他 講演の要旨は、SPring-8のホームページに掲載されています。

http://www.spring8.or.jp/JAPANESE/conference/harima_forum-5/

ANNOUNCEMENT



Ｆ Ａ Ｘ 送 信 票  
FAX  Sending  Form

FAX : 0791-58-2798

The  issue  of “SPring-8  User  Information”  Registration  Form

Newly・Modify・Disused      circle  your  application  matter

「SPring-8利用者情報」送付先登録票 

新規・変更・不要　いずれかを○で囲んで下さい 

フリガナ 

氏　　名 

勤務先/所属機関 

部　　署 

所 在 地  

ＴＥＬ 

E-mail

〒 

役　　職 

ＦＡＸ 

（旧勤務先） 

○既に本誌が送付されている方は、新規の登録は不要です。その他の方で送付希望の方がおられましたらご登録下
さい。 
Please  register  by  this  form  who  would  like  to  have  this  issue  by  continuous  delivery, but  you  need  not  newly  
register  when  you  have  already  received  this  issue  by  mail.
 
○本誌は【無料】で配布しておりますので、経費節約のためご不要の方がおられましたら、お手数ですがご連絡下さ
いますようお願い申し上げます。（この送信票をご使用下さい。） 
This  issue  is  free  of  charge, so  to  cut  down  the  expenses, if  you  need  not  this  issue  any  more, please  notify  us  
by  this  form.
 
○本誌は、SPring-8の利用者の方々に役立つ様々な情報を提供していくことを目的としています。ご意見、ご要望等
がございましたら、上記事務局まで、ご遠慮無くお寄せ下さい。 
This  issue  is  aimed  to  inform  some  useful  matter  for the  SPring-8  users, so  if  you  have  anything  to  comments  or  
requests, please  let  us  know  without  any  hesitation. 

〒679-5198　兵庫県佐用郡三日月町光都1-1-1 
(財)高輝度光科学研究センター「SPring-8 利用者情報」事務局　TEL : 0791-58-2797

1-1-1 Kouto, Mikazuki-cho,Sayo-gun, Hyogo 679-5198, Japan
JASRI SPring-8 Information  secretariat

Place of  work /
Inst i tut ion

Name

Post Ti t le

(Previous Inst i tut ion)

Address

こうと 

 

コメント
Comments
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Tennis Court

Gymnasium

Water Supply
 System Building

Public Relations 
Center

 East Gate

N

100 0 100 200 300 m

Guest House

Utility Management
Building

Cafeteria

Machine 
 Laboratory

研究交流施設 

ユーティリティ管理棟 
食堂 

正門 

テニスコート 

東門  

組立調整 
実験棟 

ニュースバル 
実験研究棟 

マシン実験棟 

医学利用実験施設 

←三日月
中国道/佐用ICへ20分

テ
ク
ノ
中
央
→

給水施設棟 

排水処理施設 

蓄積リング棟 

A

B

C

D三原栗山 

ＲＩ実験棟 

実験動物維持施設 
Biomedical
Imaging Center

Stockroom for 
Instruments

Storage Ring

1.5GeV Synchrotron Radiation
 Facility ("New SUBARU")

長尺ビームライン実験施設 
1km - long Beamline Facility

RI Laboratory

Experimental Animal Facility

Mt.Miharakuriyama

 A3扉 
  A2扉 

A1扉 

D1扉 

C2扉 C1扉 

B4扉 

B3扉 

B2扉 

B1扉 

D2扉 

D3扉 

  A中央扉 

施設管理部門 

Accelerator and Beamline
R&D FacilityLinac

線型加速器棟 

Synchrotron
シンクロトロン棟 

＜SPring-8 各部門の配置と連絡先＞ 

研究交流施設管理棟 
Guest House Reception

　神姫バス バス停  
     Bus Stop for Shinki-bus

（SPring-8←→相生、姫路） 

正門前正門前正門前

SPring-8SPring-8前SPring-8前

Seimon-maeSeimon-mae

Main Gate

for Mikazuki

20 min. to Sayo Interchange

in Chugoku Highway

SPring-8-maeSPring-8-mae

for T
ekuno-chuo

SPring-8 Campus Guide

Aioi, Himeji

利用業務部 
Users Office

図書室 
Library

保 健 室 
Health Care Center

安全管理室 
Safety Office

中央管理棟 
Main Building

Lounge

Lounge

Lounge

Lounge

Lounge

Lounge

〒郵便ポスト 

生物系 
特殊実験施設 

危険物貯蔵庫 

体育館 

Structural Biology
Experimental Facility (RIKEN)

Experimental Drainage
 Treatment

Hazardous Materials Storage

大食堂   Main Cafeteria 
　朝食　　  8:00～ 9:30 
　Breakfast 
　昼食　　11:30～13:30 
　Lunch 
　夕食　　17:30～19:30 
　Dinner 

喫茶室　　  9:00～14:00 
Tea Room　 15:00～21:30

<食堂営業時間  Cafeteria Hours> 
（毎日営業  Open on Everyday） 

広報部
Public Relations Div.

＜放射光普及棟＞ 
Public Relations Center

中央管理棟前中央管理棟前中央管理棟前
Chuo-kanrito-maeChuo-kanrito-mae

A
B

C

D

基盤機器 
保管棟 
Stockroom for 
Instruments

基盤機器 
保管棟 

放射光普及棟 
Structural Biology Facility (RIKEN)
構造生物学研究棟 

Synchrotron Radiation Physics Facility
物理科学研究棟 

Materials Science
Research Facility
Materials Science
Research Facility

放射光物性研究棟 

Experimental Facility 
for SPring-8 Users

利用実験施設利用実験施設 
Experimental Facility 
for SPring-8 Users

利用実験施設 

・

・

HANDY TIPS AROUND HARIMA SCIENCE GARDEN CITY
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Stockroom for 
Instruments

正門前

SPring-8前

Seimon-mae

SPring-8-mae

加速器部門
Accelerator Div.

ビームライン・技術部門
Beamline Div.

利用業務部
Users Office

利用系事務
Division assistants

安全管理室（受付） 
Safety Office (Reception)

 

総務部
General Affairs Div.

役員室
Executive Office

加速器部門
Accelerator Div.

原研関西研
JAERI Kansai Research Establishment

原研事務管理部門
JAERI Administration Office

理研事務管理部門
RIKEN Administration Office

 

経理部
Finance Div. 

企画調査部
Planning Div.

<西  West Side> <東  East Side>

＜中央管理棟＞ 

<外部からのビームラインへの連絡>

［方法２］① 0791-58-0802 にダイアルする。　Dial the number 0791-58-0802

　　　　　② 英語と日本語での説明後、ピーと鳴ったら、0をダイアルする。 
　　　　　     After some English and Japanese statements, you hear the sound “Pii”, then dial “0”.

　　　　　③ 次の説明後、内線番号又は、PHS番号をダイアルする。 
　　　　　     After some statements, dial the Ext. Phone No. or the PHS No.

［方法１］① 0791-58-0803 にダイアルする。　Dial the number 0791-58-0803
　　　　　② ツーツーツーツと聞こえたら、内線番号又はPHS番号をダイヤルする。 
　　　　　     If you hear rapid tones “two two two two”, dial the Ext. Phone No. or PHS No.

BL01B1
BL02B1
BL02B2
BL04B1
BL04B2
BL08W
BL09XU
BL10XU
BL11XU
BL12B2(台湾)
BL12XU(台湾)
BL14B1
BL15XU(物質･材料研)
BL16XU(産業界)
BL16B2(産業界)
BL20XU
BL20B2
BL23SU
BL24XU(兵庫)
BL25SU
BL27SU
BL28B2
BL38B1
BL39XU
BL40XU
BL40B2
BL41XU
BL43IR
BL44XU(蛋白研)
BL44B2
BL45XU
BL46XU
BL47XU

4047
4057
4067
4087
4097
4127
4147
4217
4227

4267

4297
4297

4819(医)
4407
4417
4427
4457
4477
4657
4677
4687
4697
4707
4717
4727
4727
4747
4017
4027

3160　3161
3162　3163
3742　3743
3164　3165
3744　3745
3166　3167
3168　3169
3170　3171
3155

3183

3631　3632
3633　3634
3144　3145
3740　3741
3185
3186　3187　3188
3172　3173
3174　3175
3746　3747
3146
3176　3177
3153　3154
3750　3751
3178　3179
3748　3749

3182
3180    3181
3752
3184

58-1867　　 58-1868
58-1867　　 58-1868

58-0223　　 58-0223
58-1804　　 58-1802

58-1808　　 58-1807

58-1814　　 58-1814

ビームライン　　　  内線TEL番号　　　　PHS番号　　　　　　外線TEL番号　外線FAX番号 

<各部門の連絡先>

 
JASRI
放射光研究所
Research Sector

JASRI
事務局
Administration Sector

JASRI安全管理室　Safety Office
保健室   Health Care Center

正門  Main Gate
東門  East Gate
研究交流施設管理棟受付  Guest House Reception

原研事務管理部門  JAERI Administration Office

原研関西研  JAERI Kansai Research Establishment

理研事務管理部門  RIKEN Administration Office

理研播磨研（構造生物学研究棟）RIKEN Harima Institute

ニュースバル  New SUBARU

 
加速器部門 
Accelerator Div.

ビームライン･技術部門 
Beamline Div. 
利用研究促進部門Ⅰ 
Materials Science Div.

利用研究促進部門Ⅱ 
Life & Environment Div. 
施設管理部門 
Facility & Utilities Div. 
総務部 
General Affairs Div. 
経理部 
Finance Div. 
企画調査部 
Planning Div. 
利用業務部 
Users Office
広報部 
Public Relations Div.

   TEL

58-0851

58-0831

58-0832

58-0833

58-0896

58-0950

58-0953

58-0960

58-0961

58-2785

58-0874
58-0898

58-0828
58-0829
58-0933

58-0822

58-2701

58-0808

58-2809

58-2503

   FAX

58-0850

58-0830

58-0830

58-0830

58-0876

58-0955

58-0819

58-0952

58-0965

58-2786

58-0932

58-0938

58-0311

58-2740

58-0800

58-2810

58-2504

市外局番はすべて 0791

連絡先代表番号 

 

 

 
※ユーザーグループに貸出しのPHS 
    PHS Numbers which are lending service from Users Office

※ 

※ 

Main Building

4F

3F

2F

1F

Contact Numbers (Phone and Fax) Area Code Number : 0791

Key Numbers

Contact for SPring-8 Beamlines from Outside the Campus in Japan

 Beamline Ext. Phone No. PHS No. Phone No. FAX No.

 場 所　 室 名    
  Door       Room No. 

 A3扉　　a共7 

 B2扉　　b共4 

 B3扉　　b共7 

 C1扉　　c共3 

 D1扉　　d共3 

 D3扉　　d共9

<ユーザー用談話室> 
 Lounge for Users

BL01B1（XAFS）  宇留賀 urugat@spring8.or.jp

BL02B1（結晶構造解析） 池田 ikedan@spring8.or.jp 
 大隅 ohsumi@spring8.or.jp

BL02B2（粉末結晶構造解析） 加藤（健） katok@spring8.or.jp

BL04B1（高温構造物性） 舟越 funakosi@spring8.or.jp

BL04B2（高エネルギーＸ線回折） 一色 maiko@spring8.or.jp

      小原 kohara@spring8.or.jp

BL08W（高エネルギー非弾性散乱） 伊藤（真） mito@spring8.or.jp

BL09XU（核共鳴散乱） 依田 yoda@spring8.or.jp

BL10XU（高圧構造物性）  石井（真） ishiim@spring8.or.jp 
 大石  ohishi@spring8.or.jp

BL11XU（原研　材料科学Ⅱ） 塩飽（原研） shiwaku@spring8.or.jp

BL14B1（原研　材料科学Ⅰ） 西畑（原研） yasuon@spring8.or.jp

BL19LXU（理研　物理科学Ⅱ） 矢橋 yabashi@spring8.or.jp

BL20XU（医学・イメージングⅡ） 鈴木（芳）、上杉 *１  yoshio@spring8.or.jp *２

BL20B2（医学・イメージングⅠ） 上杉、鈴木（芳）*２ ueken@spring8.or.jp *１

BL23XU（原研　重元素科学） 安居院（原研） agui@spring8.or.jp

BL25SU（軟Ｘ線固体分光） 室 muro@spring8.or.jp

BL27SU（軟Ｘ線光化学） 為則 tamenori@spring8.or.jp

BL28B2（白色Ｘ線回折） 今井 imai@spring8.or.jp 
 梶原 kajiwara@spring8.or.jp

BL29XU（理研　物理科学Ⅰ（長尺）） 玉作（理研） tamasaku@spring8.or.jp

BL35XU（高分解能非弾性散乱） Baron baron@spring8.or.jp

      筒井 satoshi@spring8.or.jp

BL38B1（R&D（3）） 谷田、三浦 *３  tanida@spring8.or.jp 
 竹下 ktake@spring8.or.jp

BL39XU（磁性材料） 鈴木（基） m-suzuki@spring8.or.jp

BL40XU（高フラックス）   井上 katsuino@spring8.or.jp

BL40B2（構造生物学Ⅱ） 三浦 miurakk@spring8.or.jp *３

BL41XU（構造生物学Ⅰ） 河本 kawamoto@spring8.or.jp

BL43IR（赤外物性） 森脇 moriwaki@spring8.or.jp

BL44B2（理研　構造生物学Ⅱ） 引間（理研） hikima@spring8.or.jp

BL45XU（理研　構造生物学Ⅰ） 河野（理研） ykawano@spring8.or.jp

BL46XU（R&D（2））  水牧 mizumaki@spring8.or.jp

後藤 sgoto@spring8.or.jp*４

BL47XU（R&D（1））  淡路、後藤 *４  awaji@spring8.or.jp

ビームライン担当一覧 （2001年4月） 

中央管理棟前
Chuo-kanrito-mae

基盤機器 
保管棟 

Materials Science
Research Facility

Experimental Facility 
for SPring-8 Users

利用実験施設 

<公衆電話の設置場所> 
 Public Telephone Corner

・中央管理棟　1F 
　 Main Building 1F
    (NTT Phone*)

・研究交流施設 
　 Guest House Reception
    (NTT Phones* and 
                  KDD Phones)

＊KDDスーパーワールド 
　カードも使用できます。 
　 can be used KDD 
　 SUPPER WORLD CARD

〈カード販売機設置場所〉 
　 Bending Machine for KDD
　 SUPPER WORLD CARD
　 is at Main Building 1F

播磨科学公園都市ガイドブック
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播磨 

日 本  

1. SPring-8へのアクセス 

大阪 東京 成田 成田 

関西 関西 
● 

● ● 
● 

相生 姫路 

竜泉 

JR相生駅 

公園都市（播磨科学公園都市） 

新幹線 至姫路 至岡山 

＊1  250頁参照 

神姫バス 
播磨科学公園都市行き 
（バスのりば変更） 

山陽本線 

大阪湾 

伊丹空港 

関西国際空港 

JR 新幹線 

瀬戸内海 

兵庫県  

新神戸 新大阪 

大阪 

至 東京 

　 ←特急「はるか」 

バス 

✈

✈

播磨科学公園都市 → 

→ 

相生 

～ ～ 

国道２号線 国道２号線 

公園都市 
（播磨科学公園都市） 

N

SPring-8

SPring-8へのアクセスガイド 

神姫バス 25分
＊1

神
姫
バ
ス
 60

分
＊

1

車で 5分 

神姫バス30分＊1（710円）　　　　 

　または、タクシー 25分（約5,500円） 

神姫バス 65分　（1,140円） ＊1

県立先端科学技術支援センター(CAST)県立先端科学技術支援センター(CAST)

姫路工業大学 姫路工業大学理学部 

相
生
山
崎
線 

JR相生駅 

JR姫路駅 

ﾀｸｼｰ→ 

バスロータリー 

ﾀｸｼｰ→ 
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新幹線とバスの時刻表

列 車 名　こ：こだま、ひ：ひかり、の：のぞみ　　　　　　　 2001年４月21日 JRダイヤ改正後
神姫バス　○：日祝運休 2001年３月３日改正後

□：土日祝運休　
□×：土運休　
◎：日祝休校日【3/24～4/8、6/29、7/28～8/31、9/22～9/30、12/22～1/7、第2・4土】運休　
△：日祝、公園都市～SPring-8間運休
▲：土日祝、公園都市～SPring-8間運休
日：日祝のみ運行
土：土のみ運行
●：土日祝のみ運行

注意：新幹線ダイヤは、相生駅でバスとの接続がよさそうな列車のうち、平日に運行されている列車
を記載しています。運行日が指定されているものは記載していません。

新幹線　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神姫バス　　　　　神姫バス　神姫バス　SPring 
列車名　東　京　新横浜　名古屋　京　都　新大阪　姫　路　姫路駅前　相　生　相生駅前　公園都市　　 －8 

こ603

こ605

 

の  33

こ607

ひ175

こ611

ひ111

こ615

ひ141

こ617

ひ143

ひ113

こ619

ひ115

こ623

ひ145

こ625

ひ117

こ627

ひ147

こ629

ひ119

こ631

ひ151 

こ633

613

631

745

707

807

845

907

945

1007

1045

630

648

723

823

923

1023

641

650

809

827

952

903

1003

1052

1103

1152

1203

1252

718

742

854

920

1031

947

1047

1131

1147

1231

1247

1331

634

702

732

740

758

821

910

916

938

1049

1004

1016

1104

1116

1149

1204

1216

1249

 

1304

1316

1349

713

745

825

903

958

1019

1031

1128

1058

1158

1228

1231

1259

1328

1331

1358

1428

1431

740

 

1150

 

 

728

756

838

919

1013

1044

1109

1209

1244

1315

1345

1413

1444

○700 

◎730

◎735

○740

800

825

□830

 

○905

□930

●935

○1000

 

1030

1100

1130

1230

1300

1330

○1400

1430

○1500

727

755

800

807

827

845

852

857

932

957

1002

1027

1057

1132

1255

1157

1257

1332

1357

1427

1457

1527

 

 

832

▲850

857

1002

1007

 

1102

▲1202

1302

 

 

△1502

東京方面から播磨科学公園都市へ 
新幹線　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神姫バス　　　　　神姫バス　神姫バス　SPring 
列車名　東　京　新横浜　名古屋　京　都　新大阪　姫　路　姫路駅前　相　生　相生駅前　公園都市　　 －8 

ひ121

こ635

ひ153

こ637

ひ123

こ639

ひ103

ひ155

こ641

ひ125

こ643

ひ157

こ645

ひ127

こ647

ひ129

こ651

ひ163

こ653

ひ131

こ655

ひ165

こ657 

ひ243

こ659

ひ135

こ661

の  27

こ663

の  29

こ665

1107

1145

1207

1238

1245

1307

1345

1407

1507

1545

1607

1645

1707

1807

1852

1952

1123

1223

1255

1323

1423

1523

1623

1723

1823

2009

1303

1352

1403

1429

1452

　1503

1552

1603

1703

1752

1803

1852

1903

2003

2034

2134

1347

1431

1447

1524

1531

　1547

1631

1647

1747

1831

1847

1931

1947

2047

2112

2212

1404

1416

1449

1504

1516

1541

1549

　1604

1616

1649

1704

1716

1804

1816

1849

1904

1916

1949

2004

2016

2106

2126

2132

2226

2238

1459

1528

1531

1558

1612

1628

1631

1659

1728

1731

1758

1858

1928

1931

1958

2028

2031

2058

2139

2144

2211

2317

1630

1515

1545

1609

1644

1715

1744

1813

1909

1944

2009

2043

2109

2158

2221

2327

1530

 

○1600 

 

1630

○1700

1730

○1810

1840

○1915

1945

土2015 

□2020

日2050

2145

1557

1627

1657

1735

1727

1757

1837

1912

1942

2012

2042

2047

2117

2212

▲1702

▲1732

1802

▲1842

▲1947

2052
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新幹線　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神姫バス　 神姫バス　 SPring 
列車名　　博　多　　広　島　　岡　山　　相　生　　相生駅前　 公園都市　 　 －8 

こ600

ひ110

こ602

の    4

こ604

ひ350

こ606

ひ352

こ608

ひ354

こ610

の    8

こ612

ひ360

こ614

の  10

こ616

ひ100

こ618

の  12

こ622

の  14

こ624

ひ102

こ626

の  16

こ628

ひ368

こ630

の  18

こ632

ひ372

こ634

の  20

こ636

ひ374

こ638

の  22

こ640

ひ104

こ642

の  24

こ644

ひ382

こ648

ひ384

こ650

ひ386 

こ652

の  28

こ654

ひ390

こ656

ひ392

こ660

600

639

727

753

608

835

651

849

716

927

816

1035

842

1049

918

1127

945

1014

1235

1042

1239

1118

1327

1143

1336

1212

1435

1449

1311

1527

1342

1553

1424

1639

1545

1727

1610

1758

1625

1858

1749

600

629

651

622

716

645

752

719

833

746

908

804

937

846

1006

921

1033

1017

1137

1046

1206

1121

1233

1146

1251

1213

1337

1241

1351

1317

1433

1344

1451

1416

1537

1442

1606

1517

1633

1545

1708

1642

1750

1716

1811

1744

1833

1804

1910

1836

2010

1946

632

645

659

705

713

734

745

758

804

835

846

909

913

945

950

1011

1015

1045

1048

1109

1142

1211

1215

1244

1248

1309

1313

1335

1342

1411

1415

1435

1446

1509

1513

1535

1542

1611

1615

1644

1648

1709

1713

1745

1804

1835

1845

1853

1902

1909

1929

1953

2004

2053

2102

652

721

734

805

827

910

937

1010

1037

1110

1208

1237

1310

1337

1408

1437

1510

1537

1608

1637

1710

1737

1827

1910

1925

1953

2026

2125

○700

◎730

◎735

 

○740

800

825

□830

○905

□930

●935

○1000

1030

1100

1130

1230

 

1300

1330

○1400

1430

○1500

1530

○1600

1630

○1700

1730

○1810

1840

 

○1915

1945

 

土2015

□2020

日2050

2145

727

755

800

807

827

852

857

932

957

1002

1027

1057

1132

1157

1257

1332

1357

1427

1457

1527

1557

1627

1657

1727

1757

1837

1912

1942

2012

2042

2047

2117

2212

832

857

1002

1007

1102

▲1202

1302

 

 

△1502

▲1702

▲1732

 

1802

▲1842

 

 

 

▲1947

 

2052

SPring　  神姫バス　神姫バス　  新幹線 
　 －8　  公園都市　相生駅前　  列車名　　相　生　　岡　山　　広　島　　博　多　 

こ603

の 33

こ607

の    1

こ609 

ひ361

こ613

ひ367 

こ617

ひ369

こ619

の    7

こ621

ひ101

こ623

の    9 

こ625

ひ373 

こ627

の  11

こ629

こ631

ひ377

こ633

ひ379

こ635

の  15

こ637

ひ103

こ639

の  17

こ641

ひ383

こ643

ひ385

こ645

の  19

こ647

ひ389

こ649

ひ391

こ651

ひ393

こ653

ひ105

こ655

の  25

こ657

ひ397

こ661

ひ399

○640

727

 

830

　 

920

◯950

1020

1050

1120

1145

1220

 

○1250

1320

1345

○1420

●1450

○1520

 

1550

○1620

 

○1650

日1710

○1720 

□1740

 

1745

○1800

1830

○1905

□1930

○1940

○2005

●2045

□2110

706

753

856

　 

946

1016

1046

1116

1146

1211

1246

1316

1346

1411

1446

1516

1546

1616

1646

1716

1736

1746

1806

1811

1826

1856

1931

1956

2006

2031

2111

2136

728

838

901

958

1044

1109

1144

1209

1244

1315

1345

1413

1444

1515

1545

1609

1644

1715

1744

1813

1844

1909

1944

2009

2043

2158

748

821

859

913

921

932

1018

1046

1112

1134

1137

1211

1214

1235

1238

1309

1312

1329

1337

1411

1414

1439

1446

1512

1529

1537

1611

1614

1635

1638

1709

1712

1729

1737

1746

1806

1811

1839

1846

1912

1934

1937

1946

2014

2035

2038

2109

2112

2146

2218

2246

908

858

1024

948

1037

1017

1135

1129

1237

1212

1302

1248

1331

1314

1401

1344

1436

1412

1503

1448

1533

1601

1529

1637

1612

1702

1648

1731

1714

1800

1744

1833

1812

1903

1829

1935

1848

2001

1929

2034

2012

2106

2029

2147

2114

2156

2144

2223

2229

2333

2328

1003

1049

1127

1334

1241

1436

1326

1500

1353

1430

1602

1445

1636

1526

1701

1553

1801

1641

1836

1726

1904

1753

1830

2001

1845

1926

2101

1941

2134

1953

2201

2041

2126

2143

2332

2235

2245

2341

博多方面から播磨科学公園都市へ 播磨科学公園都市から博多方面へ 

△915

1015

▲1115

 

▲1215

1315

○1515

日1545

 

○1715

 

日1740

▲1755

1825

▲1900

□1925

土1935

▲2000 

 

 

□2105

HANDY TIPS AROUND HARIMA SCIENCE GARDEN CITY
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SPring　神姫バス　神姫バス　新幹線　　　　　神姫バス 
　 －8 　公園都市　相生駅前　列車名　相　生　姫路駅前　姫　路　新大阪　京　都　名古屋　新横浜　東　京 

こ602

ひ216

こ606

ひ112

こ610

ひ114

こ614

ひ116

こ616

ひ154

こ618

ひ230

 

こ620

ひ156

こ622

ひ234

こ624

ひ158

こ626

ひ236

こ628

ひ160

こ630

ひ242

こ632

ひ162

こ634

ひ244

こ636

ひ166

○640

727

830

 

920

　

○950

1020

1025

1050

1120

1145

1220

○1250

 

1320

1405

1345

○1420

●1450

播磨科学公園都市から東京方面へ 

731

820

 

920

1020

1048

1056

1120

1148

1156

1220

1248

1256

1320

1348

1356

1420

1448

1456

1520

1548

1556

808

817

904

917

1003

1017

1103

1117

 

1133

1203

1204

 

1233

1303

1304

 

1333

1403

1404

 

1433

1503

1504

 

1533

1603

1604

1633

834

934

1034

1134

1150

1221

1250

1321

1350

1421

1450

1521

　

1550

1621

1650

918

1018

1118

1218

1228

1305

1328

1405

1428

1505

1528

1605

1628

1705

1728

1056

1156

1256

1356

1114

1214

1314

1414

1435

1500

1535

1600

1635

1700

1735

1800

　

1835

1900

1935

721

805

910

1010

1037

1110

1137

1208

1237

1310

1337

1408

1437

1510

1537

1129

1509

706

753

856

946

1016

1046

1116

1146

1211

1246

1316

1346

1411

1446

1516

 

△915 

 

1015

▲1115

▲1215

1315

SPring　神姫バス　神姫バス　新幹線　　　　　神姫バス 
　 －8 　公園都市　相生駅前　列車名　相　生　姫路駅前　姫　路　新大阪　京　都　名古屋　新横浜　東　京 

こ638

ひ128

こ640

ひ168

こ642

ひ130

こ644

ひ170

こ646

ひ258

こ648

ひ172

 

こ652

ひ134

こ650

ひ262

こ654

ひ390

の 30

こ656

の 70

こ658

の 34

こ660

こ662

1520

1550

○1620

○1650

 

日1710 

○1720

□1740

1745

1810

 

○1800

1830

○1905

□1930

○1940

○2005

●2045

□2110

1620

1648

1656

1720

1748

1756

1820

 

1843

1848

1937

1920

2004

2016

2036

2102

2135

2222

1703

1717

 

1733

1803

1817

 

1833

1903

1904

1938

1923

2022

2043

2003

2007

2047

2054

2115

2118

2141

2158

2214

2301

1734

1750

1834

1850

1921

1941

2100

2024

2109

 

2133

2213

1818

1828

1918

1928

2005

2025

2148

 

2108

2146

2210

2249

1956

2056

2146

2326

2251

2308

2332

2014

2035

2114

2135

2203

2217

2343

2308

2324

2348

1608

1637

1710

1737

1810

1827

1925

1910

1953

2026

2051

2125

2211

1914

1546

1616

1646

1716

1736

1746

1806

1811

1826

1856

1931

1956

2006

2031

2111

2136

○1515

日1545

 

○1715

日1740

▲1805

 

▲1755

1825

▲1900

□1925

土1935

▲2000

□2105

鯉のぼり（揖保郡新宮町）
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N

播磨科学公園都市案内 

センターサークル 

高層住宅 

オプトハイツ 

光都プラザ 

姫路工業大学 
　　　理学部 

本部棟 

播磨高原浄化センター 

三濃山 
トンネル 

西播磨高原 
斎場 

二
柏
野
 

テクノ大橋 

姫工大寮 

体育館 
グランド グランド     グランド 

公園都市建設局 

相生 

中国道（三日月方面） 
山崎ICへ20分 

山陽道（新宮方面） 
竜野ICへ20分 

新宮三叉路で 

ストークヒル 
ゴルフクラブ 

播磨高原東 
小学校 

正門 

東門 

シンクロトロン 
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播 磨 科 学 公 園 都 市 マ ッ プ

光都プラザ案内
1. Prima

プ リ マ

vera
ベ ー ラ

（喫茶・雑貨・花）　　　　　　

¡営業時間／9:00～18:30（冬期は10:00～18:00）
¡定 休 日／毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は営業）
1 0791-58-2900

2. 喜楽テクノ店（和風レストラン）　　　　　
¡営業時間／11:00～14:00・17:30～20:00
¡定 休 日／毎週日曜日・祝日
1 0791-58-0507

3. 居酒屋　萬 作　　　　　　　　　　
¡営業時間／17:00～22:00
¡定 休 日／毎週日曜日
1 0791-59-8061・6 0791-59-8062

4. JAテクノラピス店（西播磨特産品・園芸資材）
¡営業時間／10:00～18:00
¡定 休 日／毎週木曜日
1 0791-58-0353

5. テレホンプラザテクノ店（電気製品・携帯電話）

¡営業時間／10:00～18:00
¡定 休 日／毎週日曜日・祝日
1 0791-58-1234

6. アンザイ・オー・エー・サービス　
　　（OA機器・消耗品、販売・修理）　　　　　　　

¡営業時間／10:00～17:00
¡定 休 日／毎週土・日・祝日
1 0791-58-0390

7. 自動預払機コーナー　　　　　　　
¡みなと銀行 ¡姫路信用金庫

¡播州信用金庫 ¡兵庫信用金庫　
¡西兵庫信用金庫 ¡ＪＡ西播磨
¡ＪＡ揖龍 ¡ＪＡ佐用郡
¡受付時間／10:00～17:00
¡定 休 日／日・祝日、預け入れ・振込は土・日祝休

（みなと銀行営業）

8. タカモリ・ヘア・チェーン（理美容）　　　
¡営業時間／9:00～19:00
¡定 休 日／毎週月曜日・第1、3火曜日
1 0791-58-0715

9. 相生警察署 科学公園都市交番　　
1 0791-22-0110

10. 光都調剤薬局　　　　　　　　　
¡営業時間／10:00～18:00
¡定 休 日／毎週日曜日・祝日
1 0791-58-2727

11. クリーンショップ光都店　　　　
¡営業時間／9:30～18:30
¡定 休 日／毎週日曜日
1 0791-58-2888

12. 丸善光都プラザ店（書籍･ビデオ＆CDレンタル）
¡営業時間／10:00～22:00
¡定 休 日／元旦のみ（あとは無休）
1 0791-58-1511

13. コープミニ・テクノポリス店　　
　　（スーパーマーケット）　　　　　　　　　　　

¡営業時間／10:00～20:00
¡定 休 日／毎週火曜日
1 0791-58-1271

14. オプトピア（PR館）　　　　　　　　　　
¡開館時間／10:00～17:00（入館は16:20まで）
¡休 館 日／12月28日～1月4日
1 0791-58-1155

15. Pure Light（洋風レストラン）　　　　　　
¡営業時間／11:00～17:00
¡定 休 日／毎週火曜日（但し予約の場合営業）
1 0791-58-1231

16. 西播磨光都プラザ郵便局　　　　
¡為替・貯金・保険／9:00～16:00
¡郵　　　　　　便／9:00～17:00
¡キャッシュコーナー／月～金曜日9:00～17:30

土曜日9:00～12:30
1 0791-58-2860

17. 古城診療所　　　　　　　　　　
　（内科・外科・小児科・婦人科・リハビリテーション科）　　

¡受付時間／9:00～12:00・14:00～17:00
¡定 休 日／毎週土・日・祝日
1 0791-58-0088

18. 小川歯科クリニック　　　　　　
¡受付時間／9:00～12:00・13:30～18:00

土曜日／9:00～12:00・13:30～15:00
¡定 休 日／毎週水・日・祝日
1 0791-58-0418

光都プラザ

播磨科学公園都市案内
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相生市内 （ＪＲ相生駅からの所要時間）

●相生ステーションホテル　　徒歩１分
〈住　　所〉〒678-0006 相生市本郷町1-5
〈電　　話〉0791-24-3000
〈収容人員〉90人（洋室）
〈料　　金〉1泊　4,800円～9,000円（税別）
〈特　　色〉JR相生駅に隣接。

●開運旅館　　車で５分
〈住　　所〉〒678-0031 相生市旭1丁目2-2
〈電　　話〉0791-22-2181
〈収容人員〉60人（和・洋室）
〈料　　金〉1泊２食　5,800円～6,300円（税別）
〈送迎バス〉JR相生駅まで送迎有。
〈特　　色〉新築8階建。ビジネスユースにも対応できる設備。

●喜久屋旅館　　徒歩８分
〈住　　所〉〒678-0022 相生市垣内町1-4
〈電　　話〉0791-22-0309
〈収容人員〉18人　　
〈料　　金〉1泊２食　6,500円（税・サ込）
〈特　　色〉家族的な真心こもったサービス。

●常磐旅館　　徒歩５分
〈住　　所〉〒678-0031 相生市旭2-20-15
〈電　　話〉0791-22-0444
〈収容人員〉15人　　
〈料　　金〉1泊２食　6,500円（税・サ込）
〈特　　色〉家族的、気軽に泊まれる。

●国民宿舎　あいおい荘　　車で20分
〈住　　所〉〒678-0041 相生市相生金ケ崎5321
〈電　　話〉0791-22-1413
〈収容人員〉168人
〈料　 金〉1泊2食　6,825～16,524円（税・サ込）
〈送迎バス〉15名以上で利用の場合で、相生市内OK。
〈特　　色〉春は桜がきれい。卓袱（しっぽく）料理は、この辺

ではここだけ。

上郡町内 （ＪＲ上郡駅からの所要時間）

●ピュアランド山の里　　車で４分
〈住　　所〉〒678-1241 赤穂郡上郡町山野里2748-1
〈電　　話〉0791-52-6388
〈収容人員〉83人
〈料　 金〉1泊2食　6,825～9,975円（税込）
〈送迎バス〉10名以上で利用の場合で、隣接市まで。（要予約）
〈特　　色〉展望大浴場では景色が楽しめる。

新宮町内 （ＪＲ新宮駅からの所要時間）

●国民宿舎 志んぐ荘　　車で５分
〈住　　所〉〒679-4313 揖保郡新宮町新宮1093
〈電　　話〉0791-75-0401
〈収容人員〉400人
〈料　 金〉1泊2食　8,800～18,800円（税込・サ込）
〈特　　色〉国民宿舎だが、一般旅館と変わらない設備、サービス。

龍野市内 （ＪＲ竜野駅からの所要時間）

●国民宿舎 赤とんぼ荘　　車で10分
〈住　　所〉〒679-4161 龍野市龍野町日山463-2
〈電　　話〉0791-62-1266
〈収容人員〉184人
〈料　　金〉1泊2食6,825～14,805円（税・サ込）
〈特　　色〉中華料理が自慢。春は桜、秋には紅葉が美しい。

姫路市内 （ＪＲ姫路駅からの所要時間）

●ホテルサンガーデン姫路　　徒歩１分
〈住　　所〉〒670-0962 姫路市南駅前町100
〈電　　話〉0792-22-2231
〈収容人員〉260人（洋室）
〈料　　金〉1泊　9,000～19,500円（税・サ別）
〈特　　色〉駅から近い。サウナ、フィットネスクラブ有（有料）。

SPring-8利用者割引（10％OFF）あり。

宿 泊 施 設

県立先端科学技術支援センター 
〈住　　所〉〒678-1205　兵庫県赤穂郡上郡町光都3-1-1　播磨科学公園都市内 
〈電　　話〉0791-58-1100 
〈使用料金〉特別室　  2室　2ベッド、応接セット、バス、トイレ１泊7,800～11,700円 
　　　　　　ツイン　  9室　2ベッド、バス、トイレ　　　　　　１泊5,500～8,300円　 
　　　　　　シングル18室　1ベッド、バス、トイレ　　　　　　１泊5,500円 
　　　　　　朝食は、予約が必要。和定食 1,000円・洋定食 500円 
〈その他〉大ホール、セミナールーム、電子会議室、テレビ会議室、技術情報室、交流サロン、 
　　　　　　展示室、多目的室〈会議、交流、立食パーティーなどに〉、図書室、浴室、キッチン、 
　　　　　　ランドリー、マージャン卓 
 

播磨科学公園都市内
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●姫路キャッスルホテル　　徒歩８分
〈住　　所〉〒670-0947 姫路市北条210
〈電　　話〉0792-84-3311
〈収容人員〉299人（和・洋・和洋室）
〈料　　金〉1泊　7,500～18,000円（税・サ別）
〈送迎バス〉JR姫路駅よりシャトルバス有。
〈特　　色〉ビジネスユースに配慮。SPring-8利用者割引

（10％OFF）あり。

●ホテルサンルート姫路　　徒歩１分
〈住　　所〉〒670-0927 姫路市駅前町195-9
〈電　　話〉0792-85-0811
〈収容人員〉150人（洋室）
〈料　　金〉1泊　8,431～15,015円（税・サ込）
〈特　　色〉駅のそば。朝、夕、新聞サービス。

SPring-8利用者割引（10％OFF）あり。

●ホテル姫路プラザ　　徒歩３分
〈住　　所）〒670-0964 姫路市豊沢町158
〈電　　話）0792-81-9000
〈収容人員）300人（洋室）
〈料　　金）1泊　6,000～15,300円（税・サ込）
〈特　　色〉大浴場、サウナ無料。

●姫路ワシントンホテルプラザ　　徒歩５分
〈住　　所〉〒670-0926 姫路市東駅前98
〈電　　話〉0792-25-0111
〈収容人員〉172人（洋室のみ）
〈料　　金〉1泊　8,316～15,592円（税込）
〈特　　色〉ワシントンカードに入会すると日祝20％OFF。

●ホテルオクウチ　　徒歩５分
〈住　　所〉〒670-0965 姫路市東延末3-56
〈電　　話〉0792-22-8000
〈収容人員〉426人（洋室）
〈料　　金〉1泊　6,352～12,705円（税・サ込）
〈送迎バス〉有り。要予約
〈特　　色〉プールが無料で使える。

●姫路シティホテル　　徒歩10分
〈住　　所〉〒670-0046 姫路市東雲町1-1
〈電　　話〉0792-98-0700
〈収容人員〉120人（和・洋室）
〈料　　金〉1泊　6,300～12,600円（税・サ込）
〈特　　色〉無料大駐車場有。長期滞在10％OFF。

●姫路グリーンホテル　　徒歩12分
〈住　　所〉〒670-0016 姫路市坂元町100
〈電　　話〉0792-89-0088
〈収容人員〉155人（洋室）
〈料　　金〉1泊　6,700～12,500円（税・サ込）
〈特　　色〉姫路城のそば。窓からお城が見える部屋も有。

●姫路オリエントホテル　　徒歩８分
〈住　　所〉〒670-0904 姫路市塩町111
〈電　　話〉0792-84-3773
〈収容人員〉49人（洋・和洋室）
〈料　　金〉1泊　6,000～20,000円（税・サ込）
〈特　　色〉ホテル内に喫茶店、居酒屋有。

●ビジネスホテル千代田　　徒歩８分
〈住　　所〉〒670-0916 姫路市久保町166
〈電　　話〉0792-88-1050
〈収容人員〉60人（和・洋室）
〈料　　金〉1泊　5,900～13,500円（税・サ込）

●ビジネスホテル坪田　　徒歩５分
〈住　　所〉〒670-0935 姫路市北条口2-81
〈電　　話〉0792-81-2227
〈収容人員〉69人（和・洋室）
〈料　　金〉1泊　4,600～8,200円（税・サ込）
〈特　　色〉低料金

●ビジネスホテル喜信　　徒歩５分
〈住　　所〉〒670-0917 姫路市忍町98
〈電　　話〉0792-22-4655
〈収容人員〉49人（和・洋室）
〈料　　金〉1泊　5,500～15,000円（税・サ込）

●ホテルクレール日笠　　徒歩５分
〈住　　所〉〒670-0911 姫路市十二所前町22
〈電　　話〉0792-24-3421
〈収容人員〉55人（和・洋室）
〈料　　金〉1泊　7,035～13,000円（税別）
〈特　　色〉アットホームなサービス。最上階お城の見える展望

浴場（無料）

●ホテルサンシャイン青山　　車で15分
〈住　　所〉〒671-2223 姫路市青山南4丁目7-29
〈電　　話〉0792-76-1181
〈収容人員〉90名（洋室）
〈料　　金〉一泊　6,352～20,790円（税・サ込）
〈送迎バス〉姫路駅よりシャトルバス有。姫路駅以外は条件付でOK。
〈特　　色〉和、洋、中、レストラン有。夏はガーデンバーベキュー

が出来る。SPring-8利用者割引（10％OFF）あり。

●ほていや旅館　　徒歩６分
〈住　　所〉〒670-0926 姫路市東駅前町24
〈電　　話〉0792-22-1210
〈収容人員〉42人（和室）
〈料　　金〉1泊2食　9,000～10,000円（税別）

●ハイランドビラ姫路　　車で20分
〈住　　所〉〒670-0891 姫路市広峰山桶の谷224-26
〈電　　話〉0792-84-3010
〈収容人員〉81人（和・洋室）
〈料　　金〉1泊2食　8,431～13,629円（税・サ込）
〈送迎バス〉15名以上は姫路駅までバスが出る。

姫路駅以外は条件付でOK。
〈特　　色〉トロン温泉。夜景がきれい。

●カプセルインハワイ（カプセルホテル） 徒歩5分
〈住　　所〉〒670-0912 姫路市南町11
〈電　　話〉0792-84-0021
〈収容人員〉124人（カプセル・シングル）
〈料　　金〉1泊　3,500～5,300円（税・サ込）
〈特　　色〉サウナ無料サービス有。
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播磨科学公園都市内

●レストラン「ピュアライト」
〈場　　所〉播磨科学公園都市 光都プラザ内
〈電　　話〉0791-58-1231
〈営業時間〉11：00～17：00
〈定 休 日〉火曜日
〈人気メニュー〉ピュアライトランチ 1,200円

森のハンバーグ 900円
和風ステーキ 1,300円
カツカレー 800円
ミートスパゲッティ 800円

〈特　　色〉明るくシャレた店内。テラスもあり広いスペース。

予算に応じて予約もOK。17時以降も10名様以上

の予約があれば営業。

●レストランはりま
〈場　　所〉先端科学技術支援センター内
〈電　　話〉0791-58-0600
〈営業時間〉9：00～20：00（オーダーストップ19：30）
〈定 休 日〉年末年始
〈人気メニュー〉昼　天ぷら茶そば 1,000円

色どり膳 900円
夜　はりま御膳 3,500円　

テクノ御膳 2,500円
〈特　　色〉純和風高級レストラン。多目的ルームへの提供も

可能。交流サロンで立食パーティーも楽しめる。

●居酒屋「萬作」
〈場　　所〉播磨科学公園都市 光都プラザ内
〈電　　話〉0791-59-8061
〈営業時間〉17：00～22：00
〈定 休 日〉日曜日
〈人気メニュー〉焼　と　り　200円～

串あげもの　200円～
お　で　ん　100円～、鍋物（要予約）
各種豊富な日本酒

〈特　　色〉仕事帰りのいこいの場的存在。日本酒のおいしい

お店で22時と夜遅くまで営業しており、カウンタ

ーに12人、奥の座敷にも15人程入れる。

●和風レストラン「喜楽テクノ店」
〈場　　所〉播磨科学公園都市 光都プラザ内
〈電　　話〉0791-58-0507
〈営業時間〉11：00～14：00 17：30～20：00
〈定 休 日〉日曜日・祝日
〈人気メニュー〉トンカツ定食 900円

焼肉定食 1,000円
カツ丼 900円　
その他一品物etc.

〈特　　色〉予約すれば鍋物・仕出しもOKで店内は6テーブル

あり、外観のイメージより広い。

●お好み焼・カラオケ「はりまくらぶ」
〈場　　所〉赤穂郡上郡町光都3-7-1
〈電　　話〉0791-58-0009
〈営業時間〉11：00～22：00
〈定 休 日〉月曜日
〈人気メニュー〉ねぎ焼 350円　

肉玉 500円
ミックス 650円　
デラックス 750円

〈特　　色〉低料金で食べて飲んで歌えるお店。カラオケルー

ムは16名・10名の2部屋で1時間1,000円（17：00

以降は1,500円）学割も有。

播磨科学公園都市周辺

（車で片道10～20分程度）

●味わいの里三日月
〈場　　所〉佐用郡三日月町乃井野1266
〈電　　話〉0790-79-2521
〈営業時間〉物産店　 9：00～17：00

食　堂　10：00～17：00
〈定 休 日〉毎週火曜日
〈人気メニュー〉三日月定食 1,000円

天ぷらそば 600円
山菜そば 500円
鶴丸御膳 2,500円（要予約）
月姫御膳 4,000円（要予約）

〈特　　色〉三日月町特産のこんにゃく、手打ちそばなど無農

薬野菜の山菜料理。素朴な味がおいしい。三日月

定食など、都会ではとても1,000円では食べられ

ないだろう。

●志んぐうの郷 道の駅しんぐう内
〈場　　所〉揖保郡新宮町平野字溝越99-2
〈電　　話〉0791-75-5757
〈営業時間〉9：00～21：00
〈定 休 日〉火曜日・年末年始
〈人気メニュー〉ステーキ定食 1,200円

トンカツ定食 1,000円
焼き肉 3,000円～
にゅうめん（3種類） 500円～650円

〈特　　色〉地元産の新鮮でうまい肉（純黒毛和牛）を使った

メニューが人気。国道179号沿い。

各種宴会・鍋物も予約すればOK。

レ ス ト ラ ン ・ 食 堂
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●割烹 吉廼家㈲
〈場　　所〉赤穂郡上郡町上郡1645-9
〈電　　話〉0791-52-0052
〈営業時間〉11：30～21：00
〈定 休 日〉月曜日
〈人気メニュー〉寿司定食（うどん付） 780円

釜あげ定食 1,180円
お造り定食 1,460円
播磨路（うなぎの蒲焼） 1,360円
ひめ御膳 2,000円～3,000円
（軽い会席料理）
会席料理 5,000円～

〈特　　色〉創業明治36年という長い歴史を持つ純和風の落ち

着きある割ぽう料理の老舗。現在３代目店主。

●中国飯店「春」
〈場　　所〉三日月町末野
〈電　　話〉0790-79-2973
〈営業時間〉11：00～21：00
〈定 休 日〉水曜日
〈人気メニュー〉ラーメン　　　　450円

チャンポン　　　600円
ギョーザ　　　　300円
中華ランチ　　　900円
ラーメン定食　　650円

〈特　　色〉播磨科学公園都市より車で約5分と近い。

明るい店内、安くて庶民的なお店である。

●モンタナ
〈場　　所〉揖保郡新宮町能地623-1
〈電　　話〉0791-75-5000
〈営業時間〉7：30～21：00

（オーダーストップ 20：30）
〈定 休 日〉第２・第４月曜日
〈人気メニュー〉焼きソバ＆エビフライ　830円

焼きソバ＆ハンバーグ　830円
焼きソバ＆クリームコロッケ 780円
（各サラダ・ライス付）
ポークカツピラフ　　　780円
ピラフ　　　　　　　　550円
日替わり定食　680円（11:00～14:00）
780円（コーヒー付）

〈特　　色〉焼きソバ＆シリーズはサラダ・ライスがついて上

記の金額がとても魅力的でなかなかの人気。店内

が広々としていて、ゆっくりと歓談しながら食事

ができる。学生もよく利用している。

●ボルカノ三原牧場店
〈場　　所〉三日月町三原牧場
〈電　　話〉0790-79-3777
〈営業時間〉11：00～20：00（オーダーストップ）
〈定 休 日〉毎週水曜日
〈人気メニュー〉スパゲッティきのこいっぱい 900円

明太子きのこ 900円
ハンバーグランチ 880円
各種スパゲッティ ｝800～1,200円リゾットドリア、ピザ

〈特　　色〉スパゲッティの専門店。高台に立ち、SPring-8を

含めた播磨科学公園都市の全容が眺められる山小

屋風の造りでリゾート気分が味わえる。

●手打ちうどん「葵」
〈場　　所〉赤穂郡上郡町山野里2353-1
〈電　　話〉0791-52-0965
〈営業時間〉11：00～20：00

月曜日は15：00まで
〈定 休 日〉火曜日（祝祭日の場合は水曜日）
〈人気メニュー〉五目定食 650円

釜あげうどん 480円
葵鍋 1,000円
カレーうどん 600円

〈特　　色〉本格的な手打ちうどんが「安くてうまい」と評判

の店。

おみやげ（だし付）としてお持帰りも出来ます。

●神戸飯店（白龍城
ペーロンジョウ

内）
〈場　　所〉相生市那波南本町8-55
〈電　　話〉0791-23-3119
〈営業時間〉11：00～15：00

16：30～21：00（オーダーストップ20：30）
〈定 休 日〉火曜日
〈人気メニュー〉ランチ 1,200円

チャーシュー麺 600円
チャンポン麺 700円
北京ダック 8,000円～
予約コース 30,000円～

〈特　　色〉中国様式建築の白龍城内にあり、本格北京料理

で味は極上、メニューは豊富。エキゾチックな

雰囲気が魅力。
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の水力発電や風車の風力発電で町が明るくなり、日本海には明石海峡大橋のような
大きな橋がかかり、播磨空港もできています。たくさんの人が播磨に来て、緑豊か
な自然を楽しめる、すばらしい未来都市になったらいいなと思いました。
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財団法人高輝度光科学研究センター 
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題「未来の播磨科学公園都市」 
姫路市立水上小学校６年生（当時） 

小林亜弥香さんの作品です 
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